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　あとがき








序章　兄妹きようだいは絶ぜつ滅めつしたのです









『実は何十年も前から、男児の次に女児が産まれなくなっていた』

『お兄ちゃんと妹──そんな関係はずっと昔に絶滅していた』

　そんな事実が判明してはや一ヶ月。

　未知の伝でん染せん病か、遺伝子の突とつ然ぜん変異か。

　世界はこのまま、静かな暗殺者によって滅ほろぼされてしまうのか。

　誰だれもが不安と絶望に陥おちいった。




　陥ったのだが──いともあっさりと騒そう動どうは収まった。




　そもそも男児の次に女児が産まれないからといって、女児が絶滅するわけではない。

　男児の次には男児しか産まれない──それだけだ。最初から女児ばかり産まれる一家があれば、男女比の不ふ均きん衡こうは簡単に解消される。

　そして女児ばかり産まれ続けるというのは、それほど珍しいわけでもなく、姉し妹まいや三姉妹くらいならこの世にいくらでもいる。

　事実、この数十年間の世界人口の男女比は拮きつ抗こうしていた。

　誰かが死ぬわけでもない。誰かに被ひ害がいが及およぶわけでもない。ただ兄妹が絶滅しただけ。

　そんな真実が明るみに出ると、まるで旬しゆんをすぎたアイドルのように、この兄妹絶滅事件は忘れ去られていった。

　なおも興味を持っていたのは、一部の物好きな科学者たちくらいだった。

　ゆえに──




「お兄ちゃん、お醬しよう油ゆ取って」

「ほれ」

「ん……ありがと」




　実は世界で唯ゆい一いつの生き残りであると確かく認にんされた秋あき月づき勇いさ巳みと伊い織おりの兄妹は、今日ものんびりと晩ご飯を食べているのだった。








一章　兄妹きようだいは仲が良いようです









「お兄ちゃーん、待ってよー！」

　朝、制服姿で靴くつを履はく勇いさ巳みを幼い声が引き留めた。

　どたどたと慌あわただしい足音を引き連れて、二階から階段を下りてくるランドセル──ではなくランドセルを抱かかえた少女。

「そんな格好で走るな、危ないぞ」

　靴を履き終え勇巳が渋しぶい顔をしつつ、それでも少女が下りてくるのを待つ。

「だってお兄ちゃんが先に行こうとするんだもん！」

　ランドセルの向こう側からヒョコっと顔を出した少女──秋あき月づき伊い織おりがキュッと眉まゆをつり上げた。

　ほんのり桜色に上気した頰ほおをぷっくり膨ふくらませて、口をへの字に結んで抗こう議ぎの意を表明する。

　怒おこっているんだからね、と背せ伸のびして睨にらみつけているのだが──身長差のせいでちっとも迫はく力りよくがない。

　むしろ背伸びするたびにピョンピョン揺ゆれる頭のサイドテールが、シッポを振ふる子犬に見えないこともない。

　つまり、このご立腹な妹を前に勇巳が兄として言うべきことは──

「その髪かみ留どめ、可愛かわいいな」

「えっ？　そ、そうかな……えへへ」

　途と端たんにふにゃっと頰を緩ゆるめた伊織はシッポ──ではなくてサイドテールを結ゆっている水色のポンポンをなでる。

「この前りーちゃんと一いつ緒しよに買ったんだー。似合う似合う？」

「完かん璧ぺきだ、これで男子もイチコロだな」

「そっかそっかぁー。えへへ……」

　ちょろい──八年間も兄をやっていれば妹の扱あつかい方も慣れたものである。

「それじゃ行くか」

「はーい！」

　置いてけぼりを食いそうになったことなどすっかり忘れた伊織が満面の笑えみで応こたえた。




　勇巳が通う高校と伊織が通う小学校は道路一本を挟はさんですぐ隣となりにある。だから二人が一緒に登校するのは、ケンカをした翌日というわけでもなければ、ごくごく当たり前だ。

　当たり前なのだが──それでもこの一ヶ月間はなかなかに大変だった。




『秋月勇巳さんと伊織さんですね！　兄妹の最後の生き残りということですが、今のご感想は？』

『今どんなお気持ちですか？』

『特とく殊しゆな遺伝子を持っているという報道もありますが？』

『政府からはどのような検査をされたのでしょうか？』

　家から出ればマスコミや週刊誌の記者に追い回され、家の中にいても電話がひっきりなしに鳴り続けた。

　海外赴ふ任にん中の両親に助けを求めるも、しばらく帰国できそうにないと聞かされた時は、本当にノイローゼになってしまいそうだった。

　新年度を迎むかえてなにかと忙いそがしい時期に今回の騒さわぎが重なり、二人しかいない秋月家は一学期の初っぱなから波乱の船出となったのだ。

　伊織が不安になったり怖こわがったりしないように自分が頑がん張ばらなければ──そんなふうにお兄ちゃんとしての責任感を強く意識した勇巳だった。

　しかしふたを開けてみれば、二週間もすれば騒動はすっかり収まっていた。

　兄妹が絶滅しても特に問題にならない──世界は気づいたのだ。

　それからは、たまに視線を感じるくらいで日常生活に支障はなくなった。




「あのころに比べたら平和になったよなぁ……」

「そうだねぇ……」

　兄妹がしみじみと嚙かみしめる。

「おまえがいつか癇かん癪しやくを起こすんじゃないかって心配だったけど、よく我が慢まんしたな」

　勇巳が妹の頭をポンポンする。

　すると伊織は少しムッとしたように兄の顔を見上げた。

「伊織、そんなに子供っぽくないもん。ちゃんとお利口さんにできるもん」

「うんうん。頑がん丈じように育ってくれて兄は嬉うれしいぞ」

「ひっどー！　女の子に向かって頑丈ってゆったー!?」

　ムキーッとなる伊織の頭を押さえつつ勇巳は答える。

「いやいや、嬉しかったのは本当だぞ？　俺が変に気を遣つかわなくても、おまえはいつものおまえだから安心できたんだ」

「お兄ちゃん……ひょっとして伊織のこと褒ほめてる？」

「そんなところだ」

　恥はじることでもないので素す直なおに認める。

　すると伊織は一気に表情を花はな咲さかせて喜んで──と思ったらすぐにキリッと顔を引き締しめた。

「こ、こほん！　伊織だっていつまでも子供じゃないもん。お兄ちゃんに迷めい惑わくをかけないように、ちゃんと成長したんだもん！」

　自分のことを名前で呼ぶくせに大きく出たな──とは口には出さない。

　幼い少女の精せい一いつ杯ぱいの背伸びに心からの賞賛を送った。

「確かに……大人だよ、伊織は」

　両親が遠くにいて兄との二人暮らしで、家事も兄と半分こ。

　思い切り遊び回りたい盛さかりだろうに、愚ぐ痴ちも文句も言わずに元気を振りまいてくれる。

　ひょっとすると助けられているのは自分の方かもしれない──ここ一ヶ月の騒動を乗り越こえてきた伊織を見てきて、ふとそう思う勇巳だった。

「伊織が大人になるとお兄ちゃん、嬉しい？」

　気づけば伊織が兄の顔を覗のぞき込んでいた。

「なんだよ急に」

「いーから！　ねえねえ、伊織が大人っぽくなったら嬉しい？」

　なぜか瞳ひとみを輝かがやかせながら食いついてくる。

　あからさまに期待を込こめた瞳だ。

「そうだなぁ……」

　年相応の子供っぽさが見れないというのは少し寂さびしい。

　でも無む邪じや気きに暴れられても、きっと手を焼いてしまうことだろう。

　そう考えると──なるほど大人っぽい妹というのは歓かん迎げいすべきである。

「嬉しいよ。うん、伊織が大人になってくれて嬉しいぞ」

　兄からもたらされた満点の答えに、伊織はこれまた眩まばゆい笑顔で応えた。

「そっかそっかー！　じゃあ伊織、もっともっと大人になるね！　お兄ちゃんのためにもっともっと！」

「おう、頑張れよ……って、なんでそこまで大人にこだわるんだ？」

　妹の健けな気げな決意を見守りながら何気なく問いかけた。

　伊織は出来すぎなくらいの妹である。自分のことは自分でやるし、面めん倒どうごとを押しつけてくることもない。

　なんでも自分で抱え込みすぎていないだろうかと心配になることもしばしばだ。

　そんな兄の気持ちも知らず、妹は今日も大人になりたがる。

　しかも自ら進んで。

　誰だれにプレッシャーをかけられたわけでもないのに、子供からの卒業を急いでいる。

「俺の方がずっと年上なんだから、無理に背伸びしなくてもいいんだぞ」

「無理なんかしてないよ？」

　ぱちくり、と伊織は目を丸くした。

　まるで的外れな心配をされたと言わんばかりに。

「そうか？　じゃあなんで……」

　兄に苦労をかけないため、というささやかな気き遣づかいだろうか。

　こいつの前で愚痴とかもらしたことあったかな──などと勇巳が考え込む。

「えっと……お兄ちゃん？」

　難しい顔になった兄を伊織が覗き込む。

「……うん、ここは一度はっきりさせよう」

　なにやら納なつ得とくした勇巳が逆に伊織の顔を見み据すえる。

「伊織、教えてくれ。どうしてそこまで大人になりたがるんだ？」

　自分に不ふ甲が斐いないところがあるからそれを補おうとしているのだろう──そう考えた勇巳が真しん剣けんな表情で妹を見つめる。

「んん？　伊織が大人になりたい理由？」

「そうだ」

　自分にはもったいないくらいの妹に、無む駄だな苦労をかけないためにも。

　己おのれになにが足りないかを、目を逸そらすことなく受け止めなければ。

　覚かく悟ごを決めた勇巳が妹の言葉を待つ。

「理由もなにも、お兄ちゃんのためだよ？」

　なにをいまさらと驚おどろいたように伊織がきょとんとする。

　勇巳の顔をじっと見つめ返しながら。

　汚けがれのない無む垢くな瞳で見つめながら。

　少女はぽつりと言った。




「だってお兄ちゃん、お姉ちゃんがほしいんだよね？」








二章　妹は武力で甘えるのです









「気づかれてた……」

　放心状態のまま伊い織おりと別れた勇いさ巳みはショックから抜ぬけきれないまま、響ひびき台だい学園の校門をくぐった。

　実の妹から『お姉ちゃんがほしいんだよね』と突つきつけられた兄のショックはとてつもない。

　恥ずかしさを通り越して自分が嫌きらいになりそうだった。

「いやな、だって仕方ないんだよ……」

　誰に言い訳するでもなく呟つぶやき始める。

「ずっと妹の面倒を見てきて、いろいろ苦労もあって……。そうなるとさ、あー、誰かに甘えたいなーって思うのは普ふ通つうだろ。んでもって、どうせ甘えるなら姉ちゃん……とことん甘やかしてくれそうな包容力のある姉ちゃんがいいなーって願うのは、男として当然ではなかろうかと……」

　とかなんとか。

　周りの生徒たちが『秋あき月づきが怖い』『なんか唱えてる』と避よけていく。

　世界でただ一人のお兄ちゃんであると発覚した時よりも、全身に突き刺ささる視線が痛い気がした。

「姉がほしい兄のために大人になろうとする妹って……」

　なんと健気なことか。

「そして妹にそんなことをさせる兄って……」

　なんと惨みじめなことか。

「あぁ……俺は兄失格だ……」

　伊織から告げられた無情な宣告の数々が脳のう裏りによみがえる。




『い、いつから知ってた？』

『んー……けっこう前だよ』

『なんで……バレた？』

『寝ね言ごとで言ってた。あとたまに独り言で言ってた』

『だから……』

『うん！　伊織が早く大人になって、お兄ちゃんのお姉ちゃんになってあげるっ！』




「かぁぁぁ──っっ!!　俺は最低だぁぁ────っっ!!」

　人生に絶望したような咆ほう吼こうに、生徒たちがさらに勇巳から距きよ離りを取った。

　充じゆう血けつした瞳に涙なみだを浮うかばせ、天を仰あおいで慟どう哭こくなんてされたら近づけるはずもない。

　よりいっそうヒソヒソ声だけが大きくなって、誰もがそっと目を逸らした。

「はぁ……はぁ……」

　自分自身へのどうしようもない嫌けん悪お感と絶望感を吐はき出したおかげで少し楽になる。

「…………決めた」

　そして新たにするのは己への戒いましめだ。

　もう妹に心配を──クッソ情けない心配をかけさせたりしない。

「今日限り、俺は正真正しよう銘めいの兄ちゃんになる！」

　自分に言い聞かせるようにズンズンと足を進める。

　もう甘えない。甘えを求めない。

　姉に甘えようなんて絶対に思わない。

　自分は──妹を持つ兄なのだから。

「学校から帰ったら、なにかお兄ちゃんらしいことの一つでもしてあげないとな。どうしたものか……」

　立派なお兄ちゃんになろうと自分に言い聞かせて二年三組の教室へとたどり着いた勇巳は──そこにお姉ちゃんを見つけてしまった。




「なんて……こった……」

　制服姿のクラスメイトが遠巻きに眺ながめる中心、窓まど際ぎわに佇たたずむ少女に勇巳は釘くぎ付づけになった。

　少しクセのある髪かみをポニーテールに結ゆわえ、目鼻立ちのはっきりした凜り々りしい横顔が窓の外を眺めている。

　背筋をすっと伸のばし、その身を包むのは薄うす紅べにの着物と紺こんの袴はかま。

　そしてその手が携たずさえるのは無骨な木刀──まるで大正時代から剣けん客かく少女がタイムスリップしてきたみたいだった。

　勇巳が思い描えがいていた理想のお姉ちゃん像の中でも上位にランクインする──『華きや奢しやなんだけど頼たよりがいがあって思わず姉上と呼びたくなる子』──がそこにいた。

「…………む？」

　ふと少女の視線が動いた。

　教室の入り口で立ち尽つくす勇巳をその視界に収める。

　記き憶おくの中の誰かと照合するようにしばし値ね踏ぶみして、やがてその歩を彼の方へと進めた。

「おまえが秋月勇巳か？」

　凜りんとした声に名前を呼ばれ、勇巳はたまらず身み震ぶるいした。

　つい五分前に誓ちかった決意が音を立てて崩くずれていった。

「そ、そうですけどっ!?」

　緊きん張ちようから声が裏返る。

　少女は勇巳の動どう揺ようを見み抜ぬいたかのように、その呼吸が落ち着くのを待った。

「そ、その……俺になにか……」

　まじまじと見つめられ、お姉ちゃん耐たい性せいゼロの勇巳が平気なわけもなく。

　全身の血液が顔に集まったような目眩めまいと戦っていた。

「おまえが……」

「桐きり原はらさん！」

　なにか言いかけた少女を、眉まゆ根ねをつり上げた女性教師が呼びつけた。

　苛いら立だちを隠かくさない乱暴な足取りで近づいてくると、少女の腕うでをむんずとつかんだ。

「手続きが済むまで待ってなさいって言いましたよね!?」

「しかしわたしは……」

「とにかく来なさい！　こっちも突とつ然ぜんのことで手間取っているんですから！」

　抵てい抗こう空むなしく引きずられるようにして少女は連行されていった。

　生徒の誰もが突然のことに呆あつ気けにとられる中、少女はずっと勇巳の方を振ふり返っていた。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






「桐原久く遠おんだ。よろしく頼たのむ」

　さっきの和風な格好のまま少女──久遠が軽く一礼した。

　転校生だったのかとクラスメイトが納得する。

　なぜ着物姿で、しかも朝から教室に乗り込んでいたのだろうという疑問は残ったが、担任の初老教師（英語担当）が起きているのか寝ているのか見分けが付かない顔で説明した。

「えー、桐原さんはー、ただの転校生というわけではー、なくてですねー……我が校のー、剣道部指南役も務めますー」

『……しなんやく？』

　聞き慣れない単語にクラスメイト一同が首をかしげる。
















　やがて誰だれかがあっと声を上げた。剣道部の男子だった。

「桐原ってまさか……桐原一刀流の桐原!?」

　にわかにざわめきたった生徒たちの視線が久遠へと集まると、彼女は平然と頷うなずいた。

「うむ、いかにも」

「マジかよっ!?　全国で門下生が万を超こえるっていうあの桐原一刀流の総そう師し範はん!?」

　そのリアクションについていけない他のクラスメイトたちも、剣道部員から発せられる言葉の端はし々ばしから、久遠がただならぬ経歴の持ち主であることが理解できた。

　誰も彼もがスマホで検けん索さくを始め、出てきた結果に一様に驚かされた。

「去年の全国剣道大会で優勝した人が桐原一刀流だってよ！」

「なんか海外にも道場があるらしいぞ……」

「歴史は……室むろ町まち時代までさかのぼるの!?」

「あっ、動画出てきた」

　次々と感かん嘆たんの声が上がる。

　目の前の転校生は普通の高校生ではない。生きつ粋すいの剣客少女なのだ。

　それなら学校であんな格好をしているのも仕方ない──みたいな雰ふん囲い気きさえ広がる。

（本物の剣道家だったのかよ……）

　にわかに信じられない勇巳も、もはやその正体を疑うわけにもいかなくなった。

　大正浪漫ロマンにかぶれただけの痛い子ではなかったのだ。

　それどころか自分よりもはるかに名声があって地位も高い。

「でも、剣術がものすごく強い人がどうしてここに？」

　誰からかそんな疑問が上がった。

　この響台学園の剣道部はそれほど強きよう豪ごうというわけではない。大会に出れば初戦はなんとか勝利しても、次で必ず負ける程度だ。

　有名な総師範がわざわざ転校するに見合う成績を残しているわけでもなかった。

「む？　それは……」

　久遠がまじまじと勇巳の方を見つめる。

（なんだよ、なんでこっち見るんだよ……）

　さっきみたいに無ぶ遠えん慮りよに見つめられた勇巳がきょどる。

　お姉ちゃんっぽい女の子への免めん疫えきは皆かい無むなのだ。

「それはおにい……っと違ちがった」

　久遠がなにかを言いかけ、とっさに取り繕つくろった。

「剣道の啓けい蒙もうのためだ」

『おぉー！』

　その言葉に感嘆のため息がもれた。

「総師範が自分からそんな活動をするなんて！」

「すげぇ……なんか尊敬する！」

「立派だなぁ……」

　誰もが久遠への賞賛を惜おしまない。

（なんだ……そうだったのか）

　勇巳は安心したようなガッカリしたような、複雑な安あん堵ど感を覚えた。

　それに代わって『おまえは伊織のお兄ちゃんなんだぞ』という自覚が復活してくる。

（いかん……伊織が自じ慢まんできるお兄ちゃんになるって決めたんだから……）

　惑まどわされてはいけない──瞑めい想そうして深く深呼吸し、心を落ち着かせる。

　そうして気合いを入れ、決意を新たに目を開けた勇巳は、

「…………」

　いつの間にか眼前に迫せまっていた剣客少女とバッチリ視線が合ってしまった。

「なっ……なな……」

「ふむ……やはりな」

　硬こう直ちよくする勇巳となにやら納なつ得とくする久遠。

　クラスメイトたちが何事かと息を吞のんで見守っていた。

「あー、桐原さんー、どうしたかねー？」

　担任がのんびりした声で尋たずねる。

　それに久遠は振り返ることなく、いきなりむんずと勇巳の腕をつかんだ。

「おまえ……剣術の見込みがあるぞ！」

「……は!?」

「今すぐ桐原一刀流に入門しろ。うんそうしよう」

　いきなりのスカウトだった。

「ちょ……ちょっと待て！　なにをいきなり……」

「そうかそうか。ぜひ入門したいか。仕方ないやつめ」

　真ま面じ目めな顔で頷く久遠が勇巳の腕を引っ張る。

　小こ柄がらな体たい軀くのどこにそんなパワーがあるのか、勇巳は抵抗する間もなく立たされてしまった。

「先生、さっそくこの者を入門させたい。話があるので借りていくぞ」

「ちょっとなに言ってんだ！」

「あー、構わんよー」

「あんたもなに言ってんだ！」

　担任からも見放された勇巳が悲痛に叫さけぶ。

「さあ行くぞ。なに怖こわがるな」

「ちょっと……話を聞いてくれーっ！」

　誰もが呆ぼう然ぜんと見送る中、悲鳴を残して勇巳は教室から消えた。




　久遠に引っ張られながら勇巳はなおも抵抗を試みた。

「竹刀しないも握にぎったことないんだぞ！　見込みがあるわけないだろ！」

「問題ない」

「問題ありすぎだーっ!!」

　やがて二人は校舎を出て校庭の方に進んだ。

　そして校舎から見えない建物の陰かげに来て、久遠はようやく勇巳の腕を放した。

「あのな……もう一度言うけど……」

「うむ、すべてウソだ」

　誰もいないのを確かく認にんした久遠はあっさりと認めた。

「おまえに剣術の見込みはない。一目で分かる」

「なんだよそれ……」

　目の前の剣けん客かく少女がなにを考えているのかさっぱりの勇巳だった。

「じゃあなんでこんなところに……」

「む……。いきなり本題に入るか……」

「いや、そりゃ入るだろ！」

　なぜか戸と惑まどったように目を逸そらした久遠に勇巳が食い下がる。

　ここまで連れてこられて事情を聞かずにいられようか。

「そ、そんなに怖い顔をするな……。いや、それも悪くないのだが……」

　急にしおらしくなった久遠が頰ほおを朱しゆに染めた。

　そこに腕うで利ききの剣客少女の面おも影かげはない。むしろ逆──憧あこがれのアイドルを前にした無む垢くな少女のようにはにかんでいる。

「さあ答えろ！　なにが目的なんだ！」

「う、うむ……お兄ちゃんがそこまで言うなら仕方あるまい」

「ああ、聞かせてもらおうじゃない……か？」

　不思議な響ひびきが──この状じよう況きようで絶対に聞こえるはずのないワードが聞こえた気がした。

「どうしたお兄ちゃん？　顔が変だぞ」

「変なのはそっちだっ！」

　お兄ちゃんと呼ばれた。間ま違ちがいなくお兄ちゃんと。

「なんでお兄ちゃんなんて言うんだよ!?」

　脈みやく絡らくがなさ過ぎて頭が回らない。もうなにがなんだか分からないまま叫ぶしかなかった。

　そんな勇巳とは対照的に、久遠は相変わらずどこか夢見心地ごこちで上気した顔である。

「その……話せば長くなるのだが……」

「簡潔にまとめろ！　今すぐ！」

　混乱から抑おさえが利かなくなっている勇巳に、久遠は素す直なおに答えた。

「…………お兄ちゃんというものに会いたかったのだ」

　ずいっと威い圧あつされた久遠だったが怯おびえるでも反発するでもなく、まるで恋こいする乙女おとめのような角の取れた声で呟つぶやいた。

「……へ？」

「事情を話すとだな……」

　呆あつ気けにとられる勇巳の前で久遠はモジモジとしゃべり始めた。

「わたしは桐原一刀流の後こう継けい者として生まれた。幼い頃ころから剣と共に育てられた。なんの疑いもなく剣の道を進み、それだけに邁まい進しんし、総師範と認められるまでに至った……」

　久遠は感情の起き伏ふくに乏とぼしい声で語った。

　勇巳には彼女が心になにを思いながらしゃべっているのか、なかなかピンとこなかった。

「常に桐原一刀流総師範という肩かた書がきが付きまとった。剣を握っている時も、握っていない時も……わたしは誰よりも身を律さねばならなかった」

　だから、と久遠は続けた。

「たまには、その……甘えてみたくなったのだ」

「甘えるって……俺に!?」

　驚おどろく勇巳に久遠は小さく頷いた。

「いや、毎日が窮きゆう屈くつで疲つかれたってのは分かるけどさ……だからってなんで俺？」

「身近な者に甘えられないのだ。その……誰だれもがわたしを敬ってくるから、そんな中で甘えることなど……」

　桐原の名前に泥どろを塗ぬってしまうかもしれない。あるいは桐原への期待を裏切ってしまうかもしれない。

　総師範として桐原一刀流を率いるがゆえのジレンマだった。

「そんな時だった。世界で唯ゆい一いつのお兄ちゃんが見つかったと知ったのだ。この人なら……妹を持つお兄ちゃんなら、わたしを甘やかしてくれると、そう思ったのだ……」

　久遠の瞳ひとみが勇巳を見つめる。どことなく熱っぽい眼まな差ざしで。

「そんな安直な……」

　世界はとっくに兄妹きようだいに興味を失ったというのに。

　こんなところに熱ねつ狂きよう的なやつが残っていたなんて。

「む……安直とは失礼だぞ！」

「あのなぁ……っ!?」

　勇巳はたまらず文句を言おうとして、しかしぐっと吞み込んだ。

　ふっと視界から久遠の姿が消えたかと思った直後、喉のど元もとに木刀の切っ先を突つきつけられていた。

「あの……俺に甘えたいんじゃ……？」

　真逆のことをしてますよ、と暗に指し摘てきする。

「もちろんだ。しかし甘えさせてくれないというなら実力行使だ」

「んな無茶苦茶なっ!?」

「おまえが事情を話せと言ったのだ。話したからには甘えさせてもらうぞ」

　久遠は木刀を勇巳の首にずいと押しつけた。

　甘えさせろ、さもなくば命はないぞ──久遠の瞳が静かに語る。

　こんな甘え方なんて見たことない。

「……というわけでお兄ちゃん、これからよろしく頼たのむ」

　勇巳の絶句をイエスと勝手に受け取った久遠が木刀を引っ込める。

「…………いやいやいやいや！」

「む……なぜダメなのだ」

「ええい、だからまた木刀を突きつけるな！」

　甘えさせろと脅おどされて、はい分かりましたと引き下がれるわけがない。

「なにおまえ……そういう趣しゆ味みなわけ？　そんな、そんなに……」

　花丸満点なお姉ちゃんオーラをまとっているのに。

　まさか逆に、お兄ちゃんがほしい妹キャラだったなんて。

「なんてもったいない……」

「もったいない？」

「あ、いや。こっちの話」

　首を傾かしげる久遠に勇巳は慌あわてて目を逸らした。

　ここに来て──実は俺、姉好きなんだ──なんて言えるはずもない。

　それよりも問題なのは、どうやって彼女にお引き取り願うかだ。

　実の妹がいるし姉好きなんで妹は間に合ってます──なんて答えようものなら、あの木刀がリアルに猛もう威いをふるうだろう。

「そういうわけで存分にわたしを甘やかしてくれ。手を抜ぬいたら容よう赦しやしないぞ？」

「おいこら！　俺はなにも納得しちゃいないぞ！」

「案ずるな。人前では甘えないようにする。なるべく」

「自信がないっ!?」

　このままだと強ごう引いんに押し切られてしまう。

　そう危き惧ぐした勇巳が断固抗こう議ぎしようとしたところで──

『生徒のみなさんにお知らせします。これより全校集会を行います。生徒のみなさんはすみやかに体育館に移動してください。繰くり返します……』

　突とつ然ぜんのことだった。

　なんでもない平日の、しかも時刻はもう一限目が始まった後だ。

　それなのに全生徒を呼び出さなければならない状況になったということか。

「……おい、まさかおまえ絡がらみか？」

「む……失礼な」

　小声で問いかけた勇巳に久遠がむすっと答える。

「わたしはおまえに甘やかされたいだけであって、他人を巻き込むつもりはないぞ」

「堂々とした物言いだけど、とんでもなく格好悪いからな？」

　キリッとした顔でなにを言っているんだか。

「ま、行けば分かるか」

「……行くのか？」

「そりゃ、全員集まれってことだからな……どうした？」

　ぞろぞろとクラスメイトが移動しているのが遠くに見える中、なぜか動こうとしない久遠に尋たずねる。

「いや……全校生徒が行ってしまうなら……」

　久遠の指先が勇巳の袖そでをギュッとつかんだ。

「……このまま残っていれば心置きなく甘えられるかと」

「いきなり甘えん坊ぼうになるんじゃない！」

「甘えてなにが悪いのだ！」

「だからすぐ木刀を振ふり回すのは止やめなさい！」

　ギャップが激しすぎる甘えん坊がここにいた。








三章　妹は財力で脅おどして甘えるのです









　勇いさ巳みと久く遠おんが体育館に入った時、すでに全校生徒が集まりつつあった。

　生徒たちには一様に戸と惑まどいの表情が浮うかんでいるのはもちろんのこと、壁かべ際ぎわに並ぶ教師たちの顔も同じだった。

（誰も知らされてないのか……）

　勇巳は事の重大さを感じながら、クラスの列の最後に並んだ。

　ざわめきは途と絶だえることなく続き、ステージ上に校長先生が現れてようやく収まりを見せた。

　硬かたい表情の校長は自分に集まる視線に、一つ大きく深呼吸してから口を開いた。

「我が校は買収されました」

『……ばいしゅー？』

　聞き慣れない単語に生徒一同がポカンとする。

　教師たちさえその発言の意味を理解するのに時間を要した。

「みなさんの生活は今までと変わりません。そこは安心してください。その上で、いくつか変わってくることもあります。たとえば……」

「ちょっと校長！　ちんたら説明しないの！」

　ステージの上手からよく響ひびく声が割って入った。

　突然の乱入に誰もが驚く中、声の持ち主がマイクの前に立つとさらに驚きの声が上がった。

　まだ若い──自分たちとほとんど年ねん齢れいの変わらない少女だったからだ。

　その若さに誰もがポカンとする中、誰よりも衝しよう撃げきを受けたのは勇巳だった。

　もっとも、そのベクトルは他の面々とは違ちがっていて、

「……姉っぽい」

　思わずそう呟つぶやいていた。

　髪かみを結ゆい上げ、ビジネススーツを着こなした姿はまさしくキャリアウーマンだ。

　大勢の視線を一手に受けても物もの怖おじせず、堂々とその姿を衆目にさらす。

　キレイとかカワイイとかよりも、カッコイイというため息がもれそうだった。

「なんてこった……」

　勇巳が夢に見るお姉ちゃん像の中でも上位にランクインする──『なんやかんや文句を言っても弟の面めん倒どうをキチンと見るしっかり者の姉さんみたいな子』──がそこにいた。

「……どうした？」

　久遠が隣となりで不思議そうに見上げてくるのも勇巳は気づかない。

「須す賀が沢さわ瀬せ理りよ。これからよろしくね」

　少女の自己紹しよう介かいに、それまでとはざわめきの種類が変わった。

　すなわち──『誰だこいつ』から『須賀沢ってまさか』へと。

「須賀沢って……須賀沢グループの須賀沢!?」

「たしか総そう帥すいは高校生の女の子って話だぞ」

「じゃあやっぱり、あれが……」

　須賀沢財ざい閥ばつ。

　金きん融ゆう、不動産、資源開発などのお堅かたい業種から、レジャー関連や観光事業まで幅はば広ひろく手を伸のばしている一大財閥だ。

　総従業員は世界中で五十万人以上。

　スポーツイベントやテレビ番組のスポンサーになることも多く、高校生でも耳にすることが多い名前である。

　その総帥、すなわちトップに君臨するのが目の前にいる須賀沢瀬理だった。

　十五歳という若さで飛び級で経済学の博士号を取った希き代たいの少女。

　その才能を見込まれて総帥の座を父から受け継つぎ、さらに須賀沢財閥の規模を大きくしてきた。

　世界中の誰だれもが認める、正真正しよう銘めいの天才だ。

『でも、なんでそんな雲の上の存在がこの学校に？』

　誰もが抱いだく残る疑問はそこである。

　校長先生が買収と言ったが、つまり須賀沢財閥が響ひびき台だい学園を買い取ったということか。

「須賀沢はこのたび、教育事業に参入することになりました。ついてはこの響台学園がその第一歩となります」

　瀬理は生徒たちを見み渡わたしながら説明した。

　事業の一いつ環かん、と言われれば高校生も分かりやすい。

　なぜそれが学校運営で、しかもこの学園なのかという疑問は残ったが、天才の考えることだから──と自然に納なつ得とくしていた。

「今回の買収でみなさんが特に気をつけることはありません。制服もそのままだし、授業料も据すえ置きです。その他諸もろ々もろ、一いつ切さい合がつ切さいは今まで通り変わることはありません」

　その言葉に生徒はもちろん教師一同も胸をなで下ろす。

　買収と聞いて環かん境きようがガラリと変わってしまうのではという心配を、瀬理は真っ先に解消したのだった。

「ただし一つだけ、オーダーがあります」

　瀬理のその一言に場が凍こおり付く。

　須賀沢財閥総帥になにを要求されるのか、誰もが気が気でなかった。

「……秋あき月づき勇巳という生徒は来ていますか？」

　その名前をマイクが拾うや否いなや、ざざっと生徒たちが首をひねり、その視線が体育館の後方にいた勇巳へと突つき刺ささった。

「へ……？」

「あぁ、そこにいたのね」

　ステージの上から勇巳を見つけた瀬理はにっこり微笑ほほえんた。

「事前に調査した結果、あなたの成績に問題ありと判断しました。須賀沢が学園を運営する以上、成績不ふ振しんな生徒を野放しにはできません」

「成績って……」

　まったくもって寝ね耳みみに水だった。

　いくら幼い伊い織おりの世話があるからといって、学業を疎おろそかにした覚えはない。

　間ま違ちがっても呼び出されるような悲ひ惨さんな成績を残したことはないはずだ。

「なんで俺が！」

「とにかく須賀沢の学園から落第生を出すわけにはいきません」

「だから……」

「そこであなたに家庭教師をつけます。どんな生徒も成績優ゆう秀しゆう者しやにしごきあげるような、とびっきり優秀な家庭教師を」

「そんなのが来ても迷めい惑わくなだけ……」

「誰が迷惑ですって!?」

「だから……。おい、まさか……」

　家庭教師のことを貶けなしたら壇上の少女が怒おこった。

　つまり家庭教師とは──

「…………マジかよ」

「今後について話があります。この後で校長室まで来てちょうだい。他の生徒さんたちは教室に戻もどって結構よ。ご苦労様！」

　瀬理はそれだけ言うと、また颯さつ爽そうとステージの上から消えた。

　残された生徒たちは急転直下の展開に置いてけぼりになりながらも、とりあえず教室へと戻り始める。

　もちろんその途と中ちゆう、啞あ然ぜんとした顔で立ち尽つくす勇巳を一いち瞥べつするのを忘れずに。

「先生から呼び出し食らうよりもおっかねえ……」

「ふむ……なにやら事情があるようだな」

　久遠は今ひとつ事の重大さが理解できていないようだった。

　剣けんの道一筋で生きてきた少女には、社会的な地位とか影えい響きよう力とかピンと来ないのだろう。

「とりあえず行ってみる。久遠は先に戻っていてくれ」

「そうか……うむ……」

　しかし久遠はなにか思うところがあるように、そのまま黙だまり込んでしまった。

「……どうかしたか？」

「いや、さっきの者だが……」

「なんだよ。まさか知り合いってわけじゃないだろ？」

　剣客少女と財閥総帥に共通点があるはずもない。生きる分野が完全に無関係だ。

「……いや、気にしないでくれ」

　久遠はモヤモヤを打ち消すように床ゆか板いたを木刀でズンッと突いた。

「なんだ……ヘンなやつ」

　久遠の背中を見送った勇巳は、さあこれからだと気合いを入れた。




　教室に戻る生徒の群れから離はなれ、勇巳は独り校長室へと向かった。

「なにかの間違いだって説明して、聞いてくれるものか……。なんか見た感じからして人の話を聞かなそうだけど」

　しかし冤えん罪ざいを晴らすためには仕方ない。兄の成績が悲惨とあっては伊織にも迷惑をかけてしまう。

　なんとしても誤解を解かなければ──

「…………待てよ」

　いざ校長室の前まで来て、ドアをノックしようとしたところで悪い予感がよぎる。

　そういえば最近──そう、ものすごく最近、似たようなことがなかったか。

　絶対に初対面の相手から絡からまれたことが。

「いやいや……まさかな！」

　我ながらバカなことを思いついたもんだと勇巳は笑った。

「そうそうあんなこと、あってたまるかってんだ！　久遠だけでお腹なかいっぱい、もうお代わりなんてこりごりだっての……っと。失礼します」

　努めてリラックスしながらノックしドアを開ける。

　中に校長先生はおらず、こちら向きでソファーに深々と腰こし掛かけて足を組んだ少女──須賀沢瀬理だけが待っていた。

「来たわね……世界で唯ゆい一いつのお兄ちゃん？」

「少しは隠かくそうとしてくれよ……」

　予感的中に思わず力が抜ぬける勇巳だった。

「マジかよ……あんたもそっち関係なのかよ……」

「なによ、急に頭抱かかえちゃって」

　悶もん絶ぜつする勇巳に不思議そうな瀬理である。

「まあ座って。あ、成績がどうこうってのは表向きのウソだから安心して」

　勇巳は促うながされるまま、瀬理と顔を合わせるようにしてソファーに腰を下ろした。

「実はあたし、疲つかれちゃってね……」

　はふぅとため息をもらしながら頰ほお杖づえをつく。ほぼ予想通りの滑すべり出しだった。

「大人相手に仕事するのも慣れてきたけど、やっぱりストレスって溜たまるのよ。立場が立場だからハメを外すこともできないし、かといって身近に理解者もいないし……」

「でもあんた、世界中で活かつ躍やくしてるんだろ？　だったら頼たよりがいのある大人とか、悩なやみを打ち明けられる親友とかいるんじゃないのか？」

「あー、ダメね」

　話にならないというように瀬理は手をヒラヒラさせた。

「あいつらって自分より弱い女の子には紳しん士し的なくせに、立場が上の相手だと途と端たんに臆おく病びようになるんだもの」

　そりゃ須賀沢財閥の総帥を相手にして緊きん張ちようしないやつなんていないだろう──と勇巳は内心でその大人たちに同情した。尻しり込ごみするのも頷うなずける。

「だからあなたに会いに来たってわけ。この世でただ一人のお兄ちゃん……うん、きっと妹を甘やかしてくれるに違ちがいないわ」

　どうよこの名案、と自じ慢まんするように瀬理が身を乗り出してくる。

　スーツをバッチリ着こなした少女が嬉うれしそうにはしゃぐ姿は、なかなかお目にかかれないものだろう。酸すいも甘いも知り尽くした大人の女という印象だった体育館での姿とは、がらっと印象が変わっていた。

　たとえるなら──テストで満点を取った小学生が褒ほめて褒めてとじゃれつくみたいな。

（これで財閥トップだってんだから世も末だ……）

　しかし実際に務まっているのだから文句のつけようがなかった。

「まっ、そんなわけでよろしくね」

　なにやら瀬理が話を終わらせようとしていた。最初の予想通り話を聞かないタイプだった。

「そっちの言い分は分かった。今度はこっちの言い分だ」

　いやいや待ってくれと勇巳は手で制す。

「うん？」

「俺はあんたの兄じゃないし、あんたは俺の妹じゃない」

「…………おかしいわね、聞き間違いかしら」

　まさか拒きよ否ひされるとは微み塵じんも思っていなかった、というのが一目で分かる。

「あんたが日ひ頃ごろから苦労してるのは分かった。気晴らしがしたいのも分かった。でもな、それに俺が付き合わなきゃならない理由があるか？」

「あるわ。あたしが頼たのんだんだもの」

「即そく答とうしやがった……」

　そりゃ財閥総帥の頼みならほとんどの人はノーと言えないだろうが──こればっかりは地位とか名声とかに流されるわけにはいかない。

「どれだけ権力があるか知らないけどな、そんな自分勝手に巻き込まれて、はい分かりました、なんて受け入れられるわけないだろ」

　うん、俺は間違っていない──と勇巳は次し第だいに自信をつけていった。

　どれだけ強要されても、伊織のお兄ちゃんとして絶対に退くわけには──




「……あなたのご両親、確か海外赴ふ任にん中よね？」




　瀬理がなぜか急に話題を逸そらしてきた。

「日本に残してきた子供たちのために、きっと必死で働いていらっしゃるんでしょうね。ええ、尊敬すべきご両親だわ……」

　演技臭くさく拍はく手しゆする。やがて、その瞳ひとみがキラッと光った。

「あぁ、でもなんてことでしょう……。勤務先が急に買収されて、有う無むを言わさずリストラされてしまうなんて」

「は？　なにを言って……」

　真ま面じ目めに聞くに値あたいしないと聞き流そうとした勇巳は、しかしふと聞き覚えのある単語に冷静になった。

　買収。瀬理は買収と言った。そしてこの学園も買収された。

　つまり──

「まっ……まさか!?」

「あぁ、まだ幼い子供たちに満足に生活費を送ることもできず、一家そろって路頭に迷ってしまう……。でもこれも資本主義の定め……。誰だれを恨うらむわけにもいかないわ……」

「オヤジたちをクビにするつもりかよっ!?」

　想像したくないが間ま違ちがいない。

　瀬理は──須賀沢財ざい閥ばつ総そう帥すいはその圧あつ倒とう的な資金力で、勇巳の両親が勤める会社を乗っ取るつもりなのだ。

　きっと瀬理に反対する人はいない。彼女がやると言ったら、たとえ目的が分からなくても『あの須賀沢瀬理が決めたのだから』と右に倣ならってしまうに違いない。

「き、きたねぇ……」

　一つの家族を破は滅めつへと追いやろうとしている。

　単なる脅おどしではなく、確かな実行力をちらつかせながら。

「あら、なんのことかしら？　あたしはたとえ話をしているだけよ」

　憎にくたらしいほどの笑え顔がおに勇巳はぐうの音も出なかった。

　あまりの悪あく魔まっぷりに、あまりの独尊っぷりに。

　そんな鬼き畜ちくな彼女の要求が『お兄ちゃんに甘えたい』であるという、そのあまりのギャップに。

「さてと……もう一度、返事を聞かせてもらえないかしら？」

　瀬理が勇巳に迫せまる。あくまで丁てい寧ねいに、だがしたたかに。

　甘えさせてくれないと貧びん乏ぼうまっしぐらよ──そう迫った。

「こんな脅きよう迫はくありかよ……」

「ふふっ、なんとでも言いなさい。あたしは甘えたいの！」

「ワガママなんてもんじゃねぇ……」

　誰だ、こんな子供に権力と財力と社会的地位を与あたえたのは。

「こ、こんにゃろ……」

　認めたくない、従いたくない。ここまで好き勝手に言われて引き下がりたくない。

　だがそんな彼女の要求は──あたしを甘やかしなさい。

（俺が……俺が我が慢まんすればいいのか……）

　ちっぽけなプライドを捨てれば秋月家は明日も明後日あさつても幸せな一家でいられる。

　この鬼畜な甘えん坊ぼうの被ひ害がいに遭あわずに済む。

（オヤジ、お袋ふくろ、伊織……。俺、大人になるよ）

　勇巳は静かに白旗を掲かかげた。

「………………分かった」

「うん？　なにが分かったのかしら？」

　あくまで勇巳の口から言わせようと瀬理が促す。

「分かった、分かったってんだよっ！　好きなだけ甘えてきやがれ！　こっちも全力で甘やかしてやるよっ！」

　ヤケクソな勇巳の敗北宣言だった。

「んふふ！　そうこなくっちゃ！」

　イタズラが成功した小学生みたいに瀬理がはしゃぐ。

　さっきまでのビジネスライクな微笑ほほえみではなく、内側から自然とあふれてくるような笑顔だった。

「これからよろしくね、お兄ちゃん？」

　さっそく瀬理は勇巳が座るソファーに飛び移った。

　その脚あしの間にスポッと収まり、背中を押しつける。

　まるでじゃれつくネコみたいだった。

「な、なにしてんだよ!?」

「ん～？　だってあたし妹でしょ？　このくらいのスキンシップ普ふ通つうよ」

　その豹ひよう変へんぶりに勇巳は面食らう。

　さっきまで『社会的に抹まつ殺さつしちゃうわよ』と迫っていた瀬理とはまるで別人だ。

「あー、なんか落ち着く……。なにもかも忘れて身を任せるって、やっぱ楽だわ……」

　出会って間もないというのに、瀬理は勇巳に微塵も距きよ離りを感じていなかった。

　それこそ、ずっと前から知っていたかのように。

「おまっ……よく知らない男になんでそんなに馴なれ馴なれしく……っ！」

「なによぉ……つべこべ言わずに甘えさせてよね」

「おまえなんで……」

　なぜこんなに割り切れるのだ。

　はい、今からあなたの妹だから、このくらい甘えてもいいわよね──と。

　よく知りもしない男を相手にどうしてこんなに心を開けるのだ。

（こいつの頭の中身がさっぱり分からん……）

「……ねえ、ちょっと！」

　硬こう直ちよくしたままの勇巳に、瀬理が不満げな声を上げながら後ろを振ふり返った。

「なんだよ……俺にこれ以上、なにをしろってんだよ……」

「なにを、じゃないでしょ……ん！」

　口を尖とがらせた瀬理は勇巳の胸むな元もとへと後頭部を押しつけた。

「…………は？」

「なでなでして」

「なに考えてやがるっ!?」

　さらなるスキンシップを要求されてしまった。

　ただでさえ身体からだが密着して彼女のうなじが目と鼻の先で、結ゆい上げた髪かみの後おくれ毛が首筋をくすぐってきて、なんかよく分からない良い香かおりが脳みその奥を刺し激げきしているのに。

　ここで改めてなんてことを求めてくるのだろう。

「お兄ちゃんだったら妹の頭をなでてあげるのは当然でしょ？」

「そうかもしれないけど……そうかもしれないけどっ！」

「ほら、つべこべ言わずにさっさとなでる！」

「くっ……」

　瀬理は『いっかりさーん、いっかりさーん』と口ずさむ。

　いっかりさーん、すなわち一家離り散さん──なでなでしなければ一家離散になっちゃうわよと、鼻歌交じりに脅しているのだ。

（伊織……お兄ちゃんは頑がん張ばってるぞ……）

　勇巳は覚かく悟ごを決め、ドキドキを抑おさえ──瀬理の髪を指で梳すいた。

「ん……いい感じいい感じ。さすがに慣れてるわね」

「まあ……慣れてるしな、実際」

　伊織の髪を結ってあげた経験がこんなところで生きてしまった。

「極楽ごくらく……このまま眠ねむっちゃいそう……」




「じー……」




　うっとりと目を細めていた瀬理の目が、ドアの隙すき間まからこちらを凝ぎよう視しする久遠とバッチリ合ってしまった。

「だ、誰!?　いつからそこに!?」

「ついさっきだ。あまりに勇巳の帰りが遅おそいから様子を見に来た」

　ドアの向こうから顔を半分だけ出した久遠が淡たん々たんと答える。

　なんでおまえが心配するんだよ──と苦笑いする勇巳だったが、これと正反対なのが瀬理だ。

「ウソ……見られ、た……？」

　弾はじかれたように立ち上がった瀬理が真っ青な顔になっていた。

　須賀沢瀬理が異性に甘える、しかもダダ甘えするなどスキャンダルだ。

　総帥としての権けん威いもへったくれもあったものではない。

「職員総出で人ひと払ばらいするようにって校長に言いつけておいたのに……」

「あの程度の見張りでわたしを阻はばもうなど無む駄だなことだ」

「いや、自じ慢まんするとこかよ……」

　監かん視しの目をすり抜ぬけてきたらしい。

　剣けん士しだけじゃなくて忍にん者じやの素質をも持っているのか。

「どうする……こうなったら須賀沢の力で……」

　窮きゆう地ちに追いやられた瀬理がまた財力を振りかざそうとする。

　だが久遠はそんな彼女を恐おそれることなく、堂々とした足取りで瀬理に立ち向かうと──彼女を横に押しのけて、くるっと振り返ってソファーに腰こし掛かけた。

　勇巳が座るソファーの、これまた脚の間に。

「…………え？」

「ずるいぞ。わたしにも同じようにするのだ」

「……なにを？」

「なでなで」

　さっそく妹モードになりやがった──と勇巳は天てん井じようを仰あおいだ。

「いきなりかよ……」

「さあ、早くなでるのだ」

「はいはい、だから木刀をこっちに向けるのは止やめような」

　頰ほおにぐいと押しつけられる木刀を払いのけ、勇巳は諦あきらめたように久遠の髪をなでた。

「うむ……良きかな」

　久遠が満足そうに目を細める。

　本物の兄にあやされている妹のように、身を預けて安心しきっている。

「え、なに……どういうこと？」

　一方で面食らったのは瀬理だ。

　どうやって目もく撃げき者を黙だまらせようかと必死に悩なやんでいたのに、気づいたら目撃者が勇巳に頭をなでられてほっこりしているのだから当然だろう。

「む？　どうした、そんな怖こわい顔をして」

　久遠が瀬理の様子に気づく。

「あなた……あたしになにも言うことはないの？」

「意味がよく分からない……。なにを言ってほしかったのだ？」

「その、ほら……おまえの秘密を握にぎったぞとか、これからどうしてやろうかとか……」

「秘密……？　ああ、お兄ちゃんに甘えたいということか」

　うろたえる瀬理とは対照的に久遠は冷静だった。

　その頭を勇巳になでなでされながら答える。

「おまえにお兄ちゃん願望があることなど、体育館で見た時から知っていた」

「なんでっ!?」

「自然と分かったのだ。わたしも同じだからかもしれない」

　そういえば体育館での去り際ぎわ、久遠がなにか言いたそうな顔をしていたな──勇巳は今になってその理由が分かった。

　それにしても一目で瀬理の本ほん性しようを見抜くとは──甘えたい願望の持ち主はなにか通じ合うものでもあるのだろうか。

「あなたも……なの？」

「いや、これを見てなにを疑うんだよ……」

　せっせと久遠の頭をなでつつ、さっきまでのおまえと同じだろうと勇巳がつっこむ。

「…………ふぅ。寿じゆ命みようが縮んだわ」

　久遠と自分が似たもの同士とのシンパシーに安心した瀬理が胸をなで下ろす。

「どうやって口くち封ふうじするか、二十個くらい方法を考えちゃったわよ」

　さすがに頭の回転が速い瀬理だった。

「あなたも彼を捜さがしてここに？」

「うむ。転校してきた」

「お兄ちゃんのために転校ね……なかなかやるわね」

　久遠の行動力に舌を巻く瀬理だったが、ここに来て正常運転になった脳のう細さい胞ぼうがようやく彼女の格好に気づく。

　すなわち、着物に袴はかまに木刀というセットのことだ。

「ところでなんでそんな…………って、あなたってまさか」

　口を開いたところで、答えを聞くよりも先に解答にたどり着いたようだった。

「桐きり原はら一刀流の総そう師し範はん……桐原久遠さん？」

「知ってたのか？」

　勇巳が尋たずねると瀬理は呆あきれたように、

「知らないはずないでしょ？　桐原久遠といったら日本の武道界じゃ有名よ。若くて強くて美しいって評判で、剣道界の振しん興こう面でも活かつ躍やくしているわ」

「こっちはただの高校生だ。そんなの知るかよ……」

　なんとなくバカにされた気がして勇巳が反論するも、瀬理の興味はすっかり久遠へと向いていた。

「あなたがまさか、ね……人は見かけによらないわ」

「それはお互たがい様だろう」

「まあ、ね……」

　剣道界の姫ひめと経済界のドンがそろって甘えん坊ぼう──どこか現実離ばなれした真実だった。

「とりあえずあたしたちは仲間ってことでいいのかしら？」

「争う理由はない。わたしが勇巳の妹であることと、おまえが勇巳の妹であることは関係ないだろう」

「それもそうね……じゃあ勇巳、妹が増えたってことでこれからよろしく」

「勝手に決めやがって……」

　文句の一つも言いたくなるが、久遠には自分の命を、瀬理には家族の平和を人ひと質じちに取られているので仕方ない。

　勇巳は頑張ってお兄ちゃんらしく大人になることにした。
















「……じゃ、改めて」

　言うが早いか、瀬理は勇巳のすぐ隣となりへと腰掛けてきた。

　彼の肩かたにこてんと頭を傾かたむけてくる。

「……説明してもらおうか」

「安心したらまた甘えたくなっちゃったのよ。言わなきゃ分からない？」

「その理り屈くつは言われたところで理解できない……」

「いいから、さっさとなでるの！」

　ぐりぐりと頭を押しつけてくる。

「頑張れ勇巳」

　もちろん久遠は譲ゆずるつもりはないらしく、暗に『こっちのなでなでが疎おろそかになったら許さないぞ』と脅おどしてくる。

「はぁ……。頑張れ、俺」

　勇巳は両りよう腕うでを使って二人の少女の頭をなで続けた。

　人間に二本の腕があることを生まれて初めて感謝しながら。




　その数時間後──なぜ三本目がないのだろうと途と方ほうに暮れるとは知らずに。








四章　妹は外交で脅おどして甘えるのです









　それは午後の最後の授業を受けている時だった。

　人前に戻もどった久く遠おんはとりあえず凜り々りしい剣士の顔に戻って授業を受け、瀬せ理りも校長室を改装した理事長室での仕事に戻っていた（校長は職員室にお引っ越こしである）。

　呼び出されたのを変に勘かんぐられるかもと心配していた勇いさ巳みだったが、

『あの須す賀が沢さわ瀬理から勉強を教わるとか……おまえもうハーバードに受からないと抹まつ殺さつされるんじゃね？』

　などとからかわれたほどである。

（もうあんなのはこりごりだ……）

　ようやく落ち着いた──そんな勇巳の安あん寧ねいは、メールの着信を告げるバイブレーションによって打ち砕くだかれた。

　送り主は知らないアドレスだった。

（誰だれだろ……）

　勇巳はメールを開いた。そこに書いてあったのは──

『貴宅をトライヤード王国第一王女、テレサ殿でん下かのホームステイ先として選定したことを通知します。ｂｙ外務省』




　勇巳は体調が悪いとウソをついて教室を飛び出した。

「まったく意味が分からん！　分からんがっ！　今日ばっかりは信じるしかないっ！」

　朝からいろんなことが起きすぎている。

　剣けん客かく少女に脅され、甘えられ。

　財ざい閥ばつ総そう帥すいに脅され、甘えられ。

　こうなったら姫様が来てもおかしくない。

　自分でもなにを言ってるか支し離り滅めつ裂れつだが、とにかく今日は異常なのだ。

「だからってなんで王女なんだよ……!?」

　自宅を目指して走る勇巳は、次し第だいに道に人が多くなっていくのが分かった。

　それは学校帰りの小学生だったり買い物帰りの主婦だったり。

　しかし自宅が近づくにつれてちらほらと警官が増え始めた。

　それをすぎるとマイクを持った女性と大きなカメラを担かついだ男性が増え始めた。

　さらに進むと検問の機動隊に遭そう遇ぐうし、このあたりの住人であることを示してようやく通してもらえた。

　そうやって物々しくなっていく中を疾しつ走そうした勇巳が我が家にたどり着いた時──なぜかここだけはパッタリと人気が失うせ閑かん散さんとしていた。

　野次馬も誰もいない。まるで嵐あらしの前の静けさのように。

「い……いくぞ……」

　勇巳が恐おそる恐おそる玄げん関かんのドアノブに手をかけた。

　我が家に帰ってきただけなのに、ドアがとてつもなく重く感じた。

「誰もいない……よな？」

　声をかけながら中を覗のぞき込んだ勇巳は──絶望した。

「お帰りなさいませ、お兄ちゃん」

　豪ごう奢しやなドレスをまとった金きん髪ぱつ碧へき眼がんのお姫様に流ちょうな日本語で出で迎むかえられた。

「あんたは……いや、もういいや」

　なにが目的でここに来た、なんて問いただすのはナンセンスだ。

　お兄ちゃんと言われて出迎えられた以上、目的は一つしかない。

　なにも聞かないうちに分かってしまうのも、嬉うれしいやら悲しいやら。

　彼女の見た目はものすごく淑しゆく女じよだ。笑え顔がおが優やさしくて物もの腰ごしが上品で所作も優ゆう雅がで。

　それこそ理想の姉──『とことん甘やかしてくれそうな包容系お姉ちゃん』である。

　であるのだが、もう騙だまされない。

　直感が告げる──こいつは逆だと。

「……で、誰だ？」

「お初にお目にかかります。わたくし、トライヤード王国第一王女、テレサと申します」

　ドレスの裾すそを両手でついっと引き上げ、儀ぎ礼れい的にお辞じ儀ぎをする。

（見た感じはあの二人よりもまともだけど……）

　いやいや騙されるな、と勇巳は首を振ふった。

　いきなり家に入り込んでくる時点で相当な問題児だ。

　そもそも王女とか言っているが本当なのか。こちらの気を引こうとして演技しているだけではないのか。

「トライヤード……確かヨーロッパの方にある国だよな」

　国の規模はそれほど大きくないが、地下資源が豊富で潤うるおっていると地理の授業で聞いた気がする。

「それで、お姫様がうちになんの用だ？」

「お兄ちゃんに甘えに来たのですわ」

「……いや、知ってたけどな」

　それでもこうして面と向かって言われるとウンザリせずにはいられない。

「どうしたのですか？　まるでもう何人も妹を甘やかしてきたみたいな……」

「その通りだ。今朝も剣客少女と財閥総帥を甘やかしたばかりだよ」

　二度あることは三度ある──今回だけは当てはまってほしくなかった。

「まあ！　先を越されていたのですね！　負けてはいられませんわ、さあ勇巳様、どうぞわたくしを思い切り甘やかして……」

「断る」

「そんなっ!?」

　嬉き々きとして近づいてきた少女を容よう赦しやなく拒きよ絶ぜつする。

　夢見心地ごこちだったテレサの表情が一転して絶望に染まった。

「なぜ……なぜですの!?　なぜ妹にしてくださらないんですのっ!?」

「もう間に合ってるんだよ！　ただでさえ面めん倒どうな二人を抱かかえてるんだから打ち止めだ！」

「そんな……そんなっ……」

　今にも泣きそうな顔のテレサが床ゆかに崩くずれ落ちた。

　嗚お咽えつをもらす姿にチクリと胸の痛みを感じた勇巳は、しかし心を鬼おににした。

　もうダメだ。ここで流されるわけにはいかない。

（いくら王女様が相手でも絶対に突つっぱねてやる！）

　さあ追い出すぞと勇巳が意気込んでいると──




「すんすん……あ、わたくしです。最後通つう牒ちようをお願いしますわ。すんすん」




　いつの間にかテレサがどこかに電話していた。なにやら物ぶつ騒そうな単語を呟つぶやいて。

「おい、どうでもいいからさっさと帰って……」

　テレサを追い出そうとした時、バイブレーションがメールの着信を告げた。

　こんな時に誰だよと勇巳がメールを開くと、それはついさっき送られてきたのと同じアドレスからだった。

　そこには──




『貴き殿でんがテレサ殿下に対して、口に出すのもはばかられるような不ふ埒らちな狼ろう藉ぜきを行ったと大使館経由で抗こう議ぎを受けました。トライヤード王国は我が国に謝罪と当事者の即そく時じ処しよ刑けいを要求しています。これを受け入れない場合、ただちに交戦状態に突とつ入にゆうしてしまいます。至急、出頭してください。ｂｙ外務省』



















「なんでっ!?」

　身に覚えがないどころか彼女に触ふれてもいない。

　しかも彼女が電話してから一、二分でこれだ。

　どう考えても事前に準備してあったとしか思えない。

「まさか……まさかっ!?」

「ぐすっ……わたくし、お兄ちゃんに会うのをとても楽しみにしていましたの」

　テレサは目元を涙なみだで濡ぬらしながら口を開いた。

「でも、もしも断られたらどうしよう……そう考えたら不安で不安で、つい思わず本国の外交部に圧力をかけていましたの。わたくしが電話をしたら即そく座ざに日本国政府を脅きよう迫はくしてほしいと……えっく」

「泣きながら言うようなことじゃないっ!!」

　こいつはとんだワガママ姫ひめだ──勇巳は背筋が凍こおった。

　失敗した時のために根回しを──政府レベルで根回しをするなんて。

「しかもよりによって……。これじゃ俺があんたに……あれこれイヤらしいことをしたみたいじゃないか！」

「すん……わたくし王女ですから、これが一番効果的と思いましたの。ぐすん」

「ぐすんじゃねーっ!!」

　このままだと社会的に抹殺される。王女に暴行したという世紀の愚おろか者として。

　そんな兄の妹である伊い織おりへの風当たりは──想像もしたくない。

「撤てつ回かいしろ！　早くっ！」

「えっくえっく……。わたくし、勇巳様に冷たくされたショックで電話もできないみたいですわ。あぁ、この悲しみから解放されればすぐに誤解だと連れん絡らくできるのに……えっく」

「分かった！　おまえを甘やかすから！　妹にするからだからお願いだっ！」

「まあ！　やはり勇巳様はお優しいお兄ちゃんですわ！」

　瞬しゆん間かん、テレサの顔から涙が消えて満面の笑みが取って代わっていた。

「では少々お待ちくださいませ……。あ、わたくしです。はい、大だい丈じよう夫ぶになりましたわ」

　テレサがそれだけを電話で伝える。

　ややあって、再び勇巳にメールが届いた。

『先ほどの事態は誤解であったとトライヤード王国より謝罪を受けました。お騒さわがせいたしました。今後ともよろしくお願いいたします。ｂｙ外務省』

「このお役所仕事がっ!!」

　クソ真ま面じ目めな文面がことさら頭にくるのだった。




「……で、おまえもあれか？　お兄ちゃんに憧あこがれて暴走したってやつか？」

　どっぷり疲つかれた勇巳はリビングのソファーに身体からだを沈しずめながら、どこかそわそわしたテレサに問いただした。

「わたくし……夢だったんですの」

　テレサは熱っぽい眼まな差ざしで勇巳を見つめながら話し始めた。

「誰かに甘えること、甘やかされること……。それが許されない立場であるからこそ、どうしても自分を抑おさえられなかったのです。加えてわたくしは軍の総司令という立場もあるものですから……」

　なにやら物騒な単語が聞こえた。目の前の少女からは連想できないような単語が。

「我がトライヤードでは代々、十六歳を迎えた王家の第一子が軍の総司令を受け継つぐという慣習があるのです」

　日本では高校一年生になったばかりだ。

　そんな若じやく年ねんで軍のトップに据すえられたら──誰かに甘えるなんて許されないだろう。

「恥はずかしながらわたくし、祖国では戦いくさ女め神がみとか戦神とか祭り上げられていまして……」

「は、はぁ……」

「国民に甘えるわけにいかず、家族にすら頼たのもしさを求められて……いろいろと滅め入いってしまっていた時に……っ!!」

　キラッと輝かがやく瞳ひとみが勇巳の眼前にずいと迫せまってきた。

「お兄ちゃんがいると聞きましたわ。お兄ちゃん……あぁ、妹をとことん甘やかしてくれる伝説上の存在……」

「いや、俺だって叱しかる時は叱るし……」

　ただ甘やかすだけでなく、時に厳しくしてきたからこそ伊織はあそこまで良い子に育ってくれたのだ。

　それを伝えようとした勇巳だったが、すでに妹モードに突入したテレサの耳には届いていなかった。

「ではさっそく……」

　言うが早いか、テレサが勇巳の膝ひざの上に乗ってきた。

　横向きに座ると彼の首に腕うでを回して抱だきつく。

「いきなりっ！」

「これを日本ではお姫様抱っこというのでしょう？　だったらわたくしにこそ相応ふさわしいではありませんか」

　なにも不思議ではないとテレサが上うわ目め遣づかいで口を尖とがらせる。

「そういう問題じゃなくてだな……」

「わたくし、いろいろと勉強してきたんですのよ？　お兄ちゃんに会ったらどうやって甘えるか……とても熱心だと思いませんか？」

「思う、思うから離はなれろ……」

「そう思っていただけるのでしたら……」

　テレサが勇巳の首筋に唇くちびるを近づけた。

「ほめて……くださいませ」

　その吐と息いきが勇巳の肌はだをなで、妙みような心地よさを誘さそった。

「ほっ！　ほめるって!?」

「もう……それをお聞きになるのですか？」

　蕩とろける声がすぐ近くから勇巳の耳を侵しん食しよくする。

　久遠よりも瀬理よりも、はるかに脳のう髄ずいに効いてくる甘え方で。

　勇巳から正常な判断力を奪うばう。

「お兄ちゃん、良い子のテレサに……ご褒ほう美びをくださいませ」

「ご、ご褒美!?」

「はい、ご褒美です」

　もぞっとテレサが身体をくねらせる。

　ドレス越ごしに、スラリとした肢し体たいを押しつけて。

　自分の体温を相手へと伝えるように。

「どうかわたくしを……抱きしめてくださいませ」

「……ごくり」

　ひときわ大きな音を立てて勇巳が唾つばを飲み込んだ。

　茹ゆだった脳みそは正常に働かず、耳から流れ込んでくる妖よう艶えんな囁ささやきにかき乱される。

　意識すら朦もう朧ろうとなる中、まるで洗脳されたかのように身体の自由を奪われる。

　その両りよう腕うでが操あやつられたみたいにゆらりと動いた。

「ん……温かいですわ……」

　待ち望んだ抱ほう擁ようにテレサが息をもらした。

　飼い主にすり寄る子犬のように、自分から勇巳の胸に顔を埋うずめて──




「突入！」

「せいっ!!」




　突とつ如じよとしてリビングの窓ガラスが砕くだけ飛んだ。耳をつんざく音に勇巳が我に返った。

　そこにいたのは仁に王おう立だちで腕組みした瀬理、そして木刀を振ふり下ろした格好で大きく息を吐はく久遠だった。

「な、なんでここに……」

　浮うわ気き現場を見られたような言い訳がつい口をつく。

　対してテレサはいいところを邪じや魔まされてムスッとしていた。

「勇巳が早退したって聞いて、もしかしてって思ったのよ。タイミングを狙ねらったみたいにトライヤードの王女様が日本に来たって話もあったし」

「うむ。テレビで写真を見て、この顔は怪あやしいと踏ふんだのだ」

「久遠おまえ……そういうところ見み抜ぬくの得意なんだな」

　瀬理といいテレサといい、この剣けん客かく少女は修しゆ行ぎようの中で、お兄ちゃん願望を持った少女を見抜く力でも会え得とくしたのだろうか。

「勇巳、感心している場合ではないぞ」

「そうよ！　ちょっとそこのアバズレ姫、勇巳の上からどきなさいよ！」

　久遠と瀬理が割れたガラスを踏みしめながらリビングに上がってくる。

　破は片へんを片づけてほしいな──なんて言える雰ふん囲い気きではない。

　気まずそうにため息をもらす勇巳に対し、その膝の上を占せん拠きよしたテレサはというと、

「……なんですか、あなたたち」

　二人に見せつけるように、さらに勇巳に身体を押しつけた。

　ピキッ──久遠と瀬理の眉まゆが小さく引きつった。

「あー、なんか大人な対応するのがバカみたいに感じてきたわ」

「奇き遇ぐうだな須賀沢……。わたしも同意見だ」

　瀬理と久遠がさらににじり寄ってくる。二人の目が怖こわいくらいに据わっていた。

　なにをしでかすつもりだ──そう勇巳が声を上げようとしたところで、自分が腰こし掛かけていたソファーがずんと沈んだ。

「…………はい？」

　見れば自分の右に久遠が、左に瀬理が座っていた。

「右腕はわたしがもらう」

「じゃ、あたしは左ね」

　そんなことを言いながら、それぞれ勇巳の腕をつかむ。

　そして事もあろうか、その腕をぎゅっと抱きしめてしまった。

「あの……お二人さん？　なにを……」

「ふん！　お姫ひめ様だけ甘えるなんて許さないんだから」

「うむ。妹としてしっかり甘えさせてもらうぞ」

　この腕は自分の物だ、と言わんばかりに胸にかき抱いだく久遠と瀬理。

　すると納なつ得とくいかないのはテレサである。

「お二人とも図ずう々ずうしいですわ！　わたくしがお兄ちゃんに甘えていたのにっ！」

　勇巳の膝の上でジタバタしながら抗こう議ぎするも、二人は勝ち誇ほこったように鼻を鳴らす。

「わたくしを抱きしめてくださいませ！　そんな庶しよ民みんではなくわたくしをっ！」

「この状態で俺にどうしろと!?」

「押しのければいいではありませんか！」

「んな無茶な……」

　がっちり拘こう束そくされて腕を引き抜くのだって無理だ。

　それに迂う闊かつに動くわけにもいかないのである。

　右腕に感じる小ぶりな膨ふくらみ。左腕に感じる、それよりもやや大きい膨らみ。

　下手に動くと、とんでもないことになりそうだった。

　あぁ──なぜ人間には腕が二本しかないのだろうか。

「せいぜい独りで甘えてなさい。どれだけ甘えたところで、あんたがお兄ちゃんから抱きしめてもらえることはないんだから」

「ひっ、非情すぎますわ！　悪あく魔まの所行ですわっ！」

「なんとでも言えばいい。この温ぬくもりはわたしのものだ」

「すぐにそこをどきなさい！　さもなくばトライヤード全軍に命令して……」

「なに考えてやがる！」

　火花を散らす三人の問題児を文字通り一手に抱かかえ、勇巳は途と方ほうに暮れていた。

　だからすっかり失念していた。

　この家に住むのは自分だけではないことを。

　お兄ちゃん想おもいな健けな気げな妹のことを。




「…………お兄ちゃん？」

　その声に勇巳が振り返った視線の先に──両手の買い物袋ぶくろを床ゆかに落とした伊織がいた。








五章　妹たちは出会ってしまったのです









「…………終わった」

　秋あき月づき勇いさ巳みという男の人生が確かな終しゆう焉えんを迎むかえた。

　右腕に少女、左腕に少女、膝の上に少女。これでどうやって言い逃のがれができるだろうか。

　これまでの八年間──伊い織おりとすごした年月が走そう馬ま灯とうのようにフラッシュバックする。

　そしてブラックアウト。

　おまえと伊織の絆きずなはこの瞬しゆん間かんをもって永遠に破は壊かいされた──そんな容よう赦しやのない死の宣告が聞こえた気がした。

「えっと……お兄ちゃん？」

　茫ぼう然ぜん自失の勇巳に対し、伊織はまだ状じよう況きようが吞のみ込めていなかった。

　小学校からの帰りにスーパーに寄って、晩ご飯の材料を買って帰ってきたら、実の兄が三人の少女をはべらせていたのだから当然だろう。

　恋れん愛あいのイロハも知らず、男女のあれこれも知らない小学三年生なのだ。

「む……そなたが妹か」

「そういえばいるわよね……お兄ちゃんなんだし」

「もうっ……またライバルが増えてしまいましたわ！」

　代わって声を上げたのは妹三人衆である。

　それぞれ伊織に向かって自己紹しよう介かいをした──勇巳に抱だきついたままで。

「お初にお目にかかる。お兄ちゃんの妹の桐きり原はら久く遠おんという」

「須す賀が沢さわ瀬せ理りよ。同じ妹としてこれからよろしくね」

「そういえばちゃんとご挨あい拶さつしていませんでしたわ。テレサ・トライヤードと申します。妹同士、よろしくお願いいたしますわ」

　それぞれが自分勝手に妹を名乗る。

　もちろん伊織はちんぷんかんぷんだ。

「妹って……」

　伊織はまじまじと、兄に抱きつく三人を見つめた。

　キリッと凜り々りしい顔立ちのお姉さん。

　キレイでカッコイイお姉さん。

　上品で優ゆう雅がな外国のお姉さん。

「…………姉っぽい」

　ポツリと伊織が呟つぶやいた。

　静かな声は、しかし妙みように重く響ひびいた。

　そこにこめられていたのは──純じゆん粋すいな不満だった。

「みんな……姉っぽい！」

　ガツンと伊織が声を張った。

　一人と三人がビクンと身体からだを強こわばらせる。

「い……伊織？」

　恐おそる恐おそる声をかけた勇巳に、伊織はキッと眉をつり上げた。

「お兄ちゃん！　ちょっとこっち来てっ！」





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






「…………事情は分かったです」

　勇巳を自分の部屋に連行した伊織が、イスに腰掛けて他人行ぎよう儀ぎな口調で告げた。

　一方の勇巳はというと妹の前に正座させられていた。

　兄の尊厳も威い厳げんもなく、赤点のテストを見とがめられた小学生みたいだった。

「でも伊織は悲しいです。お兄ちゃんがここまでお姉ちゃん属性に弱かったなんて」

「……申し訳ありません」

「伊織はずっと頑がん張ばってきました。早く大人になるように頑張りました。朝も一人で起きられますし、お風ふ呂ろも一人で入れますし、ニンジンだって食べられるようになりました」

　小学三年生の健気な努力の数々を淡たん々たんと語る。

「早くお姉ちゃんらしくなれるように頑張りました……が。それなのに！」

　ぺちん、と自分の膝ひざをたたく。

「お兄ちゃんは……手っ取り早くお姉ちゃんを見つけてきてしまいました」

「いや、そのな……。俺にもなにがなんだか……」

「伊織は悲しいです」

　勇巳の助命嘆たん願がんも一いつ蹴しゆうされた。

「お兄ちゃんがこんなにこらえ性しようがなかったなんて、伊織は悲しいです」

　その声はあくまでも落ち着いている。

　それがかえって怖い。

　感情をむき出しにして怒おこってくれた方が、まだ年相応の幼さがある。

　八歳の少女にあるまじき落ち着きぶりに、勇巳はただ正座するしかなかった。

（こんなに恐ろしい伊織は初めてだ……）

　ケンカすることは何度もあったがその時の比ではない。

　姉っぽさを目指すあまり、怒り方まで大人びてしまったというのか。

（そんなとこまで急いで育たなくていいのに……）

「……仕方ないです」

　勇巳が伊織の成長に静かに涙なみだしている間に、彼女はなにやら決意したみたいだった。

「伊織が追い返すです。お兄ちゃんの妹は伊織しかいないんだって、その身にたたき込んであげるです」

「伊織、なにを考えて……」

「妹の地位は伊織が自分で守るです。お姉ちゃんに弱いお兄ちゃんには期待できないです」

「……ごめんなさい」

　そこを突つかれるとなにも言えない勇巳だった。

「でもどうするつもりなんだ？　言っちゃなんだが、あいつらの神経は相当に図太い。ちょっとやそっとで諦あきらめるわけないぞ」

　伊織がなにを言っても淡々と、飄ひよう々ひようと、悠ゆう然ぜんと──妹だと主張するだろう。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　勇巳の懸け念ねんを感じ取ったのか伊織が言い切った。

「……分かった。でも無茶はするなよ？」

　とりあえずは思い通りにやらせてみよう。もしも伊織があの三人からなにかされそうになったら、自分が割って入って伊織を守ればいい。

　ところでそれはそれとして──

「大丈夫だよ……伊織が頑張るもん！」

　その顔が赤いのは怒っているからというより──照れているからだと感じてしまうのはなぜなのだろう。
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　リビングに戻もどった勇巳と伊織は、待たせていた久遠たち三人と相対していた。

　ピリッと引き締しまった表情の伊織と、なにが始まるのか首を傾かしげる四人である。

「事情はお兄ちゃんから聞きました。ですがみなさん……妹としては未熟です」

『み、未熟……!?』

　久遠、瀬理、テレサに電でん撃げきが走った。

　まさか妹を名乗る上でそんな落第宣言を受けるとは思っていなかった。

「い、妹に未熟というものがあるのか……？」

「そんな……。妹になるためのスキルなんて今まで聞いたことないわ！」

「お、教えてくださいませ！　わたくしたちになにが足りないとおっしゃるのですか!?」

　三人が三人とも、妹となるためになにが必要か気が気ではなかった。

　もちろん勇巳にも意図が分からず、とりあえず静観していたのだが──

「みなさん……お兄ちゃんと一いつ緒しよにお風呂に入れますか？　ちなみに伊織は入れます」

「……ってなにを言い出してるんだっ!?」

　これには黙だまっていられるわけもなかった。

「これは妹が当然、経験するべき通過儀ぎ礼れいなのです。避さけては通れないのです」

　目が据すわった伊織が断言する。

「文面だけ見ればそうだけどっ！」

　兄と妹が一緒にお風呂──確かに荒こう唐とう無む稽けいな話ではない。

　世の中には姉と一緒にお風呂に入る弟もいるだろう。その逆なだけだ。

　しかしそれはあくまで、まだ二人が幼い時に両親と一緒に入る場合、あるいは歳としの差が開いている場合だけではないか。

　それなのに、よもや兄と同年代の女の子に対して『お兄ちゃんと一緒にお風呂に入れるか』などと尋たずねるとは。

「おまえが怒っているのはよく分かった、お兄ちゃんよーく分かった。だからってな、こんなぶっ飛んだこと聞いたところで……」

　そこで勇巳は気づいた。

（これが作戦か……）

　同年代の男と一緒に風呂に入れと言われて受け入れる女の子なんていない。

　しかし一緒に風呂に入れなければ妹として失格の烙らく印いんを押してしまう。強ごう引いんな論法だがそれで押し通すつもりなのだ。

　少女の羞しゆう恥ち心を巧たくみに利用した伊織の計画である。

（こんなところまで大人になっていたなんてな……）

　妹の成長に感心してしまう兄だった。

（あの三人とも、先せん輩ぱい妹の伊織に変に敬意を払はらっているし……これは上手うまくいくか！）

　武力やら財力やら外交で脅おどされたが、これはひょっとすると──

「勇巳、静かに」

　気づけば例のごとく、久遠の木刀が彼の喉のど元もとをなでていた。

　兄にこんな仕打ちをして堂々と妹を名乗るなっ──という抗こう議ぎももちろん引っ込む。

　三人がまさかの真しん剣けんな表情で身を乗り出していた。

「今は妹になるための重大な秘密が明かされる時だ」

「そうね……詳くわしく聞くべきだわ」

「伊織様、教えてくださいませ！」

　お兄ちゃんと妹とお風呂──世界の誰だれも知らないシチュエーションにいま、三人の少女が挑いどもうとしていた。
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　かぽーん。

　こちらは一いつ般ぱん家庭にあるごくごく普ふ通つうのお風呂である。

　たいして広くもなく、大人が三人も一緒に入れば窮きゆう屈くつに感じるだろう。

　湯船に張られたお湯と浴室を覆おおう湯ゆ煙けむり。

　そこにお兄ちゃんと妹がいた。




「どうしてこうなった……どうしてっ……」

　腰こしにタオルを巻いただけの勇巳は、イスに座ったまま鏡の中の自分を呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

　あの時に久遠の、瀬理の、テレサの──彼女たちの圧力に屈くつしなければ。

　こんな、こんなことにはならなかったのに──

「なあ伊織、今からでも遅おそくないから……」

「ダメです」

　浴よく槽そうの中で正座した伊織がピシャリとはねつけた。

　一糸まとわず、タオルも巻かず、生まれたままの姿で兄と一緒にお風呂である。

（まあ、伊織が湯船につかった後で入ったから、裸はだかを見たわけじゃないけど……）

　気にしているのはそこではない。

　言ってはなんだが、伊織の裸なんて見慣れてしまっている。だから自分の裸を見られようと、逆に伊織の裸を目まの当たりにしようとたいしたことではない。

　問題なのは──

「こうなったら仕方ないのです。あの三人のお風呂作法にダメ出しして追い返すしかないのです」

　そう、これからあの三人が順番にここに来る。風呂場に来るのである。

　もちろん、それなりの格好をして。

「おかしいだろ……あいつらと出会ったのって今日だぞ……」

　初対面から半日で一緒に風呂に入る。テレサに至っては自己紹しよう介かいしてからまだ三時間も経たっていない。

　そんな男女が一緒にお風呂に入る──これがギャルゲーだったらシナリオがガバガバだとバッシングの嵐あらしだろう。

　だが現実は非情である。残ざん酷こくである。

　妹らしくお兄ちゃんと一緒にお風呂に入れるか──その実験台となった勇巳の頭は、あまりの展開に脳みそがバーストしそうだった。

「だいたい、あいつらもなんで拒きよ否ひしないんだよ……」

　この試練を伊織から告げられた瞬しゆん間かん、三人が三人とも硬こう直ちよくした。

　これは怒り出すかもしれないと勇巳も覚かく悟ごしたものだ。

　だが聞こえてきた返事は──

『そんなことでいいのか？』

『なにそれ……ちょっと興味あるかも』

『お兄ちゃんとお風ふ呂ろ……あぁ、わたくしが夢に見たシチュエーションですわ！』

　まさかの一発オーケーだった。

「最強の剣客少女だろ？　財ざい閥ばつ総そう帥すいだろっ？　一国の王女様だろっ!?　こんなに簡単に男に肌はだを許しちゃダメだろっ!!」

「落ち着くのですお兄ちゃん。大丈夫、今だけの辛しん抱ぼうなのです」

　伊織が兄をなだめた。

　まさか三人とも勝負に乗ってくるとは思ってもいなかった妹は、しかしすでに頭を切り替かえて臨戦態勢に入っていた。

「あの人たちに正しい妹のお風呂作法ができるはずないのです。その時点で妹失格、もうお兄ちゃんに近づくことは許さないのです」

「なんで風呂がそんな重大なウェイトを占しめてるんだよ……」

「伊織が決めたのです」

　世界に兄を持つ妹が伊織だけである以上、誰もこれを否定できない。

　自分の立場を最大限に利用した伊織の作戦だ。

「そもそも妹のお風呂作法って……」

　伊織が今より少しだけ幼い頃ころを思い出す。まだ二人で一緒に入っていた頃だ。

　あの時の伊織といえば──




『おにーちゃん、百まで数えるのつかれた！』

『うへぇ……暑い。アイス食べたいよぉ……』

『あっひるさん～、あっひるさん～』




「…………なるほど、正解できるわけがないな」

　あの三人がこれを再現できるとは思えない。

　つまりどう転んでも伊織から合格をもらうのは不可能ということだ。

　なかなか賢かしこい、ある意味ではずるがしこい作戦である。

　お兄ちゃんに盲もう目もく的なあまり、聡そう明めいな三人がコロッとひっかかったのも幸いしたということか。

「これで解決なのです……お兄ちゃんの妹は伊織だけなのです」

「そうだな……。ところでさ」

　勇巳はずっと気になっていたことを尋ねた。

「今は俺しかいないんだから、無理してその言こと葉ば遣づかいしなくていいんだぞ？」

「無理してないもっ……無理してないです」

　ポロッと本ほん性しようが出てきた。

「ほら、そっちの方が聞き慣れて安心するんだけどな」

「だって……っ！」

　言いかけた伊織がふと言葉を吞のみ込み、そしてまた口を開く。

「……早くお姉ちゃんになりたいんだもん」

　久しぶりに再会したいつもの伊織がそこにいた。

「お姉ちゃんっぽくなろうって頑がん張ばってきたけど、急にあんな……あんなにお姉ちゃんっぽい人たちが来るんだもん」

「そうか……」

　ただでさえ背せ伸のびしていたのに、それでも間に合わないと焦あせっているのだ。

　今のままでは久遠や瀬理、テレサに遠く及およばないと。

　だから態度、口調、仕草だけでも大人を演じようと。

（俺が姉ちゃんに憧あこがれなければ……）

　いや、この出来た妹はそれでも早く大人になろうとしたかもしれない。

　今まで世話になった恩返しのつもりで。

　この場で『二度と姉がほしいなんて思わない』と約束したところで、きっとこの子は諦あきらめないのだろう。

　だったら──その頑張りを全力で見届けよう。

「しっかりダメ出しを頼たのむぞ、伊織」

「うん！　妹は一日にしてならずってみせつけてあげるね！」

「また変な格言を……」

　そんなこんなでふざけあっているうちに、脱だつ衣い所のドアを開く音が聞こえた。

「……一人目が来たのです」

　シャキッとお姉ちゃんモードに戻もどった伊織が磨すりガラスのドアの向こうを睨にらむ。

　やや遅おくれて勇巳の耳に届いたのは、ジッパーを下ろす音、そしてなにかがストンと床ゆかに落ちる音。

　さらにボタンを外す音、衣きぬ擦ずれの音、パチンとなにかが外れる音。

（聞くな聞くな、聞くんじゃない俺っ!!）

　扉とびらを一枚隔へだてた向こうで三人の内の誰かが服を脱ぬいでいる──そう実感させる生々しい音に勇巳は必死で邪じや念ねんを打ち払はらった。

　そして、浴室へと続くドアが開かれた。




「む……狭せまいな」

「み、見えてないわよね……。大だい丈じよう夫ぶよね……」

「あぁ、これがお兄ちゃんとお風呂のシチュエーション!!」




『三人同時っ!?』

　見事にハモる秋月兄妹きようだいだった。

「なんで一気に来るんだ！」

　反射的に振ふり返りそうになった首を、これまた反射的にぐいと引き戻した勇巳が床のタイルを睨みながら叫さけんだ。

　だがそれでも瞬間的に目に飛び込んできた三人の姿を、高校生男子の脳みそは瞬しゆん時じに最高画質で記き憶おくしてしまっていた。

　もう肌色ばっかり。

　白いタオルが大事な部分をかろうじて守っているだけで、そこ以外は本当に肌色ばっかり。

　久遠の腰のくびれとか、瀬理の立派なお胸様とか、テレサの瑞みず々みずしい太ももとか──すべてが鮮せん明めいに脳みそに刻み込まれた。

（いかん……背後にとんでもないやつらがいる……）

　二人でゆったりできる浴室は、五人も迎むかえ入れてぎゅうぎゅう詰づめになった。

　しかも伊織は湯船に避ひ難なんしているが勇巳と問題児三人は洗い場だ。

　つまり、人口密度が高い。

（近い近い近い近い……っ!?）

　背中を向けていても感じる。

　すぐ近くになにか迫せまっていることを。

　温ぬくもりを持った危険物が肉にく薄はくしていることを。

　どれだけ目を逸そらし、顔を背そむけ、意識を紛まぎらわせても否いや応おうなしにアピールしてくる。

「一人ずつと言ったはずです！」

　浴槽の中から伊織が抗こう議ぎする。

　しかし三人は悪びれる様子もなく、

「も、文句言わないでよ……誰だれを最初にするかで結論が出なかったの」

　瀬理がバスタオルの端はしをぎゅっと引き寄せながら言った。いくら財閥総帥でも裸はだかになればお年とし頃ごろの少女である。さすがに勇巳に肌を晒さらすのは恥はずかしいようだった。

「お兄ちゃんと一いつ緒しよにお風呂となれば、誰しも一番を求めるものですわっ！」

「うむ。それならば一緒でよいではないかと、つまりそういうことだ」

　瀬理とは対照的に堂々としているのはテレサと久遠だ。テレサなんて、バスタオルがはだけそうなくらいのはしゃぎっぷりである。

「ところで……なぜそのように俯うつむいているのだ？」

　彫ちよう像ぞうのように固まった勇巳に久遠が気づいた。

「逆になんで平気なんだよ……」

　一人ずつなら距きよ離りを取ることもできる。

　伊織もしっかり注視するだろうし、ハプニングが起きる前にストップがかかっただろう。

　しかし三人が一気に来ればどうだ。

　もはや肌が触ふれないように硬直するので精せい一いつ杯ぱい、伊織も誰のどこを監かん視しすればいいか気が動転している。

　それなのにどうしてこいつらは──

「お兄ちゃんと妹が一緒にお風呂に入ってなにか問題か？」

「問題がどうこうじゃなくて、俺とおまえらは他人！　どっちもお年頃だろうが！」

「む……妹にしてくれると言ったではないか！」

「そうよそうよ！　あたしにこんな格好までさせておいて、いまさらウソなんて許さないんだから！」

「これは国際問題になりますわよ！」

「俺か!?　俺が悪いのかっ!?」

　どれだけ彼女たちのためを思っても、自分にも一いつ般ぱん的な思春期の衝しよう動どうとかあるのだと暗に訴うつたえても、ちっとも伝わらない。

（いっそ襲おそいかかってやろうか、このやろ……）

　そんな考えもよぎるが後が怖こわすぎる。

　そもそも久遠には返り討うちにされるだろうし、瀬理には社会的に抹まつ殺さつ──いや、死ぬよりも恐おそろしい拷ごう問もんを受けそうだ。

　テレサに至ってはトライヤードとの全面戦争に発展しかねない。

　理性をフル動員させて自制するしか勇巳にはできないのだった。

「それではさっそく、お身体からだをお流しいたしますわ。さあ、こちらを向いてくださいませ」

　テレサがごく自然に兄妹のスキンシップを取ろうとしてきた。

　いよいよ妹の攻こう撃げきが始まったのである。

「止やめろ！　こっち来るな！」

「なにをおっしゃいます！　兄妹なら普ふ通つうではありませんか！」

「兄妹ならな！」

　追い払おうにも下手に動けない。そもそも振り向けない。

　それでも必死に抵てい抗こうする勇巳に、やがてテレサがムッとしたように眉まゆをひそめた。

「瀬理様！　久遠様！」

　瞬時に理解した二人が勇巳の腕うでに両側から抱だきついた。

　柔やわらかい──とてつもなく柔らかくて張りのある『なにか』がピタッと腕に触れる。

　瞬しゆん間かん、いよいよ理性の砦とりでが瓦が解かいし始める。

「止めろ！　それはマズイ、非常にマズイっ!!」

「勇巳、妹が兄の身体を洗うだけだ。なにを拒こばむことがある？」

「大前提が間ま違ちがってるんだよっ！　兄妹じゃないっ！」

「大人しくしなさい！　暴れたらあたしのタオルがはだけちゃうでしょっ！」

「おまえは恥ずかしいのか恥ずかしくないのかハッキリしろっ！」

　反はん抗こう空むなしく、勇巳の身体がぐるんと半回転させられた。

　目の前に控ひかえていたのは──スポンジを手にして跪ひざまずき、前かがみになったタオル一枚だけのテレサだった。

「うふふっ……さあ覚かく悟ごしてくださいませ勇巳様！　そのお身体、隅すみから隅までキレイにしてさしあげますわーっ！」

　もう限界だった。

「伊織！　早く、早く不合格の宣言をっ!!」

　これ以上は自分ではどうしようもないと、救世主の登場を求める。

　しかし返事がない。

　どうしたことかと浴よく槽そうに目を向けた勇巳の目に飛び込んできたのは、

「うぅ……むきゅ～……」

「のぼせてる!?」

　湯船につかりっぱなしの伊織が赤い顔をしてふらふらしていた。

　久遠たちを待っている間も湯につかり、さらに三人同時登場という事態で頭に血が上り、二つの意味ですっかり茹ゆだってしまっていた。

「そんな……そんな妹なんて許さないもん……ぶくぶく」

「伊織っ!?」

　意識朦もう朧ろうとした伊織が湯の中に沈しずみ始めた。

　咄とつ嗟さに久遠とテレサを振り払った勇巳が駆かけ寄り、湯船の中から救い出す。

「あぅ……お兄ちゃ……ん」

「のぼせそうだったら言えばいいのに……」

　しかしこれも、妹として久遠たちに弱さを見られたくないという意地かもしれない。

　そう思うと伊織の無茶を怒おこれない勇巳だった。

「しょうがないやつだよ、ったく」

　伊織を抱き上げた勇巳が三人に告げて浴室を出た。

　自分は濡ぬれたまま、伊織の身体をさっと拭ぬぐってタオルをかける。

　そして伊織を涼すずませるためにリビングに向かった。

　その一連の流れを、浴室の中から三人がぼうっと見つめていた。

「…………お兄ちゃんですわ」

　やがてテレサが感動したように呟つぶやいた。

「倒たおれた妹のために我が身を顧かえりみず手当てする……まさしくお兄ちゃんですわ！」

「なんか無む性しように……カッコ良く見えちゃった」

「…………羨うらやましい」

　自分たちが放ほうっておかれたことを怒るでもなく、勇巳の行動に感激していた。
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　ソファーに横たえた伊織に扇せん風ぷう機きの風を当てつつ、勇巳はようやく自分がタオル一枚のまま風ふ呂ろ場ばから飛び出したのを思い出した。

「あいつら……見てないよな」

　咄嗟のこととはいえ、三人が見ている前で全ぜん裸らに近い格好で立ち去ったのだと自覚する。

　しかし伊織のためには恥はじなど関係ない。あそこで三人の目を気にして、伊織に手を差し伸のべられないようなら、それこそお兄ちゃん失格だ。

　妹のピンチに駆けつけるのはお兄ちゃんの義務である。

「だから俺のピンチに駆けつけてくれるお姉ちゃんはどこかにいないもんか……。なんて愚ぐ痴ちってもしょうがないか。さて、なにか着るものは……」

　リビングを出ようとしたところで勝手にドアが開いた。

　サッと隠かくれる勇巳だったが、ドアの隙すき間まから出てきたのは脱だつ衣い所に置いてきた着き替がえだった。

「その……必要ではないかと」

　廊ろう下かから久遠の声がした。心なしか艶つやっぽかった。

「悪い……ありがと、助かる」

　勇巳は素す直なおに感謝して着替えを受け取り、まだ濡れたままの身体を服に収めた。

「入ってきていいぞ」

　廊下で待っているであろう三人に声をかける。

　ギィとドアが開いて久遠たちがやってきた──バスタオル一枚のままで。

「なんでっ!?」

「その……わたしものぼせてしまったみたいだ」

　ちっとものぼせた様子のない久遠が、ただ頰ほおから首にかけて朱しゆに染めながら呟く。

「だから、その……わたしも介かい抱ほうしてほしい」

「ウソつけ！」

「えっと……あたしもなんか気分悪くて……」

「だからウソをつけ！」

「あぁ……急に目眩めまいが！」

「テレサはあからさますぎるっ！」

　三人を廊下に追いやりドアを閉める。

「おまえらが風邪かぜでも引いたら大おお騒さわぎになるだろうが！　さっさと服を着てこい！」

『そんな!?』

「絶望したみたいな声を出すな！」

　勇巳に一いつ喝かつされ、三人はトボトボと脱衣所に戻もどっていった。




　ちゃんと着替えた三人をリビングに迎むかえ入れた時、ちょうど伊織が目を覚ました。

「あ、あれ……？」

「のぼせてたから連れてきた」

　記き憶おくが飛んでいる伊織に勇巳が説明する。

「そっか……」

　ゆらりと伊織が身体を起こす。

　その拍ひよう子しにかけてあったタオルがはらりと落ちた。

　まだちゃんと意識が回復していなかった伊織は、自分の裸はだかを目まの当たりにして一気に目が覚めた。

「えっ？　えぇっ!?」
















　バッとタオルをかき抱いだいて身体を隠す。それからジロリと勇巳を睨にらんだ。

「…………見た？」

「へ？」

「伊織の裸見たの!?」

「裸っておまえ……」

　ずっと一いつ緒しよに風呂に入ってきて今さらなにを言い出すのかと勇巳が不思議がる。

「そもそもさっきまで俺と風呂に入って……」

「でも裸は見せなかったもん！」

　確かに湯船につかっていたしな、とそこは伊織が正しい。

　だがやっぱり怒る理由が見当たらない。

「ばかばか！　お兄ちゃんのばかっ！　もう知らないっ！」

　伊織がさっきまでとは別の意味で顔を真っ赤にしたまま、リビングを飛び出していってしまった。

「なぜだ……俺がなにをしたんだ……」

　勇巳にはなかなか理解できないが、それも仕方のないことだった。

　あくまで伊織を妹として見ている自分。

　一方で、勇巳には大人っぽい自分を見てもらいたい伊織。

　小さなレディーの乙女おとめ心ごころは男に理解不能なのである。

「行ってしまったな……」

　二人のやり取りを眺ながめていた久遠が呟く。

「よく分かりませんが……あれも妹としての正しいリアクションなのでしょうか？」

「そうね……きっとそうだわ」

「ふむ……妹とはかくも奥深いものだったか」

　感心していた三人は、やがて自分たちも真似まねしようと思い立つのだった。

「ではわたしもやってみよう」

　久遠がいきなり木刀──どこに隠していたのやら──を構える。

「……はい？」

　わけが分からずボケッとする勇巳に対し、瀬理とテレサも久遠に同調する。

「何事もやってみるのが一番だしね」

「お供いたしますわ」

　瀬理とテレサもすっくと立ち上がる。

「ちょっと……。今度はなにを……」

　うろたえる勇巳に三人がずいと迫せまった。

「よくもわたしの裸を見たな」

「は？　……って、はぁっ!?」

　わけが分からなかった勇巳もようやく気づく。

　兄に裸を見られて怒る妹──さっきのシチュエーションを真似ていることに。

「そっちから見せつけに来たんじゃないか！」

「関係ない」

「あるわい！」

　勇巳の至し極ごく真っ当な主張も一いつ蹴しゆうされた。

　さらに後ずさる勇巳の逃にげ道を瀬理が塞ふさいだ。

「あたしの裸を見た代だい償しよう……しっかり払はらってもらうわ！」

「なんで俺がっ！」

「だって見たじゃない！」

「見せつけてきたくせにっ!!」

　冤えん罪ざいを突つき付けられた勇巳がさらに逃げるも、そこにテレサが立ちはだかる。

「トライヤード王女の裸ら体たい……盗ぬすみ見るとはなんたる狼ろう藉ぜきでしょう！」

「盗み見るどころか見せつけてきただろうがっ！」

「祖国の名めい誉よと尊厳のためにも、断固として処しよ罰ばつせねばなりません！」

「おまえが言うと一いつ般ぱん人じんのレベルを軽く超こえてるんだよっ！」

　軍に命じて秋月家をピンポイント爆ばく撃げきでもしかねない。

「お兄ちゃん……覚かく悟ごっ！」

「須賀沢の力を知るがいいわ！」

「トライヤード全軍に通達！」

「いい加減にしてくれーっ!!」

　そんなこんなで、階下ですったもんだが繰くり広げられる。

　一方で自分の部屋に駆け込んだ伊織はというと──

「うぅ……絶対比べられた……。比べられたよぉ……」

　久遠や瀬理、テレサと比べてまだまだ幼い自分の身体からだを比ひ較かくされたと、布ふ団とんを頭から被かぶって悶もん絶ぜつしているのだった。








六章　兄妹きようだいが一いつ緒しよに仲良くご飯を食べるのは当然なのです









　三人の妹の襲しゆう来らいを受けた翌日、彼女たちは当然のように響ひびき台だい学園に居座ることに成功していた。

　転校生の久く遠おんに理事長の瀬せ理り、そしてテレサは短期留学という名目で席を置いている。

　普ふ通つうなら一般校に王女が来るなど大おお騒そう動どうだが、須す賀が沢さわ財ざい閥ばつが招待したということでなんとなく受け入れられていた。

　あの大財閥なら王女を招いてもおかしくない、という妙みような説得力があった。

　ちなみにテレサのホームステイ先にされかけた秋あき月づき家だが、伊い織おりの大反対に勇いさ巳みが乗っかる形で抗議し、どうにか回避していた。

　かくして新しい学園生活がスタートするのだが──それは勇巳にとって新しいお兄ちゃん生活のスタートでもあった。
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　とある昼休み、テレサのＳＰに拉ら致ちされた勇巳は理事長室へと連行された。

　もちろん誰だれも助けてくれない。

　久遠、瀬理、テレサは『武芸と経済によって結びつく国際関係に関する研究会』という謎なぞの部活を立ち上げ、その雑用係として勇巳を指名したのだった。

　久遠に剣けんの素質があると見込まれ、瀬理に家庭教師をしてもらい、テレサのステイ先に選ばれかけた──三人にことごとく関係がある勇巳が選ばれたことに、ことさら疑いを持つ者はいなかった。

　もっとも、その関係性がそもそも出来すぎではあるのだが──三人とも普ふ段だんは社交的に周囲と接するおかげか、変なウワサが立つことは少なかった。

　久遠は剣道部の指南役をしっかりこなし、瀬理の学園運営は恐おそろしいほど順調で、テレサによる異文化交流は生徒教師を問わず好評だった。

　ちなみに『武芸と経済によって──以下略』であるが、通つう称しよう『ANIB』という名前で通っていた。

『A study of National relationships Interfaced by Bugei and economy』の略で、単に『兄部』と呼びたいだけのカムフラージュでつけた名めい称しようである。

「……説明してもらおうか」

　ＳＰに理事長室の中に放ほうり込まれた勇巳は、購こう買ばいのあんパンをかじりながら主犯の三人を睨み付けた。

「兄部の活動よ！」

「うむ」

「あぁ、わたくし緊きん張ちようしてきましたわ……」

　理事長室にはいつの間にか長机が持ち込まれ、コの字にセットされていた。机には白いテーブルクロスがかけられ、こんもり膨ふくらんだその下になにがあるかは見えない。さらに長机に囲まれるようにしてその中央にはイスとテーブルがセットされていた。

「そんな味気ないもの食べてないで、ほらこっちに来てよ！」

　瀬理に追い立てられた勇巳は訝いぶかしみながらも中央のイスに腰こし掛かけた。

「兄妹といえば一緒にご飯だ」

「わたくし、腕うでによりをかけて用意しましたのよ！」

　緊張の面おも持もちの久遠とウキウキしたテレサである。

「……おまえらが？」

「そういうわけ。伊い織おりちゃんにも言われたけど、あたしたちはやっぱり妹としてまだまだ未熟でしょ？　兄部の活動もまずは初歩的なところから始めようってことになったわけ」

「それで料理か？」

「うむ。お兄ちゃんに料理を用意するのは妹のあるべき姿だ」

　三人がそそくさと準備に取りかかる。

　しかし勇巳にはどうにも腑ふに落ちないことがあった。

（あれだけ甘やかせって言ってたこいつらが、俺のために料理……？）

　逆に『お兄ちゃんが作って食べさせて』と甘えてくるのが当然だ。

「それではこれより、誰が一番上手に『あーん』されるかについて検討を始めます」

　瀬理の口から妙な単語が飛び出した。同時に三人がテーブルクロスを取り去る。

　下から現れたのは──

「即そく席せきのばっかりじゃないか！」

　インスタントラーメン、パック寿ず司し、菓か子しパン、カップゼリー、うまい棒──どれもこれもコンビニで買える物ばかりだ。

「なにを言う。ちゃんと料理したぞ、ほら」

「お湯を注いで三分待つことを『料理した』とは言わない！」

「な、なにが間ま違ちがっているというのですか!?」

「テレサは寿司をパックから出して皿に並べただけじゃないか！」

「ちょっと、その言い方は酷ひどいわ！」

「うまい棒の袋ふくろを開けながらよく言えるなっ!?」

　ちょっとでも『俺のために作ってくれたのか……』なんて考えた自分がバカらしい。

　剣士に総そう帥すいに姫ひめ様──どう見ても料理スキルゼロなメンツだった。

「とにかく、これも兄部の活動だ。勇巳にも手伝ってもらうぞ」

　私が最初だというように、久遠がカップ麵めんを手に勇巳に近づく。

「ふざけるな！　こんなのに付き合えるか……っ!?」

　身体が──脚あしだけが動かない。

「……っていつの間にか足首に手て錠じようが!?」

「いやね、足なんだから手錠じゃなくて足錠よ」

「そういうことじゃない！　おまえは財力にモノを言わせてなんてもの作ってるんだ！」

　誇ほこらしげな瀬理を罵ば倒とうする間に、ちゃっかり久遠は勇巳と同じイスに腰を割り込ませる。

　まんまと股またの間に入り込んでいた。

「おまっ！」

「さあ勇巳、わたしに『あーん』するのだ」

「兄を束そく縛ばくして強制するのがおまえたちが言う妹のやり方か!?」

「言ったであろう。わたしはお兄ちゃんに甘えるためなら手段は選ばない」

　こんな雰ふん囲い気きもへったくれもない甘え方でおまえは満足なのかよ──そんな抗こう議ぎすらバカバカしくなってくる。

「はぁ……分かったよ。どうせ逃げられないんだし」

　観念した勇巳が久遠から箸はしを受け取る。

　カップから麵をすくい取り、ほらよと久遠の口元に近づけた。

「……勇巳、ふざけているのか」

　振ふり返った久遠がジロリと睨にらんだ。

「はい？」

「ふーふーしていないではないか！」

「おまえは幼児かっ！」

　とんでもない要求が突きつけられた。

「わたしがなんのためにこれを選んだと思っている！　あーんとふーふーを同時に体験できるからだ！　それが分からないというのかっ！」

「分からん……どうやって理解すればいいんだ……」

「さあ、つべこべ言わずにふーふーするのだ！　早くっ！」

「だから木刀をしまいなさい！」

（あー……なんかいちいちリアクションするのが面めん倒どうになってきた……）

　こんな間近に久遠がいると思うと照れくさかったが──ここまで異性として意識されないと逆にこっちの羞しゆう恥ち心もどこかに行ってしまっていた。

（久遠がちゃんとした姉キャラだったら、ここで俺の方があーんされるのかもな……）

「なに余計なことを考えているのだ。さあ、ふーふーするのだ！」

「分かったよ……ったく」

　久遠の頭を避よけて箸を寄せ、湯気が立つ麵にふーふーする。

（あーもう、そんなに見るなって……）

　今か今かと待ちきれない久遠が瞳ひとみを輝かがやかせながら、これを見守っていた。

「……ほら。あーん」

「うむ。では…………あーん」

　慎しん重ちように久遠の口に箸を運び、麵をすすらせる。

「…………ん」

　ちゅるんと麵を吸い込んだ久遠がほっこりと頰ほおを緩ゆるませる。

「ちょっと久遠どうなのよ、ちゃんと報告しなさいよ」

「そうですわ、独り占じめはいけませんわ！」

　ご満まん悦えつの久遠に残る二人がリポートを要求する。

　久遠はホクホク顔のまま目め尻じりを下げた。

「……実に良い」

「もーっ！　そんな幸せそうな顔しちゃって」

　悔くやしそうな瀬理たちの前でご満悦の久遠である。

「ふむ……堪たん能のうさせてもらった。では次は……」

「待て」

　離はなれようとした久遠を引き留めた勇巳が彼女を自分の膝ひざに乗せた。

　虚きよを突つかれた久遠がキョトンとしていると、勇巳がおもむろにナプキンを手に取った。

「ほっぺたにスープが跳はねてる」

「そ、そのくらいは自分で……」

「なんか気になるんだよ。黙だまってろ」

　その身に染しみついた勇巳のお兄ちゃん気質は、久遠の頰にくっついた汚よごれを無む性しように見み逃のがせなかった。

「んっ……」

　有う無むを言わさず頰をぬぐう。

　久遠はあーんされた時よりもいくらか朱しゆの増した顔でぽーっとしていた。

「ほれ。もういいぞ」

「…………はっ！　き、気を失っていたようだ」

　慌あわてた様子で久遠が膝から飛び降りる。

「な、なんなの今の……」

「分からないです……。でもなぜか、すごくドキドキしてしまいましたわ……」

「勇巳！　次はあたし、あたしね！」

「あっ、瀬理様ずるいですわ！」

　勇巳の思わぬお兄ちゃんらしさに見み惚とれていた二人は、先に復活した瀬理がテレサを出し抜ぬいた。

　久遠と同じようにこれまた勇巳の股の間に滑すべり込む。

「ほらほら勇巳、さっさとしなさい！」

「はいはい……」

　一人甘やかすのも三人甘やかすのも同じと諦あきらめた勇巳は、素す直なおに瀬理からうまい棒を受け取った。

（懐なつかしいな……俺もずっと食べてないっけ……）

　お手て頃ごろ価格で買えて、いろんな味も楽しめる小学生の味方である。あまりに種類が多すぎてたまに地じ雷らいに出くわすこともあるが、たいていは無難においしく食べられる。

　はてさてこれはなに味かなと、手にしたうまい棒の包装紙をチラ見した。




『お兄ちゃん風味』




「…………いやいや」

　信じたくないが見間違いではない。確かにそう書いてある。

「意味不明の味のうまい棒なんだが……」

「須賀沢財ざい閥ばつがメーカーと共同研究して、人工的に作り上げた味よ。モニター調査の結果では、これを食べた女性の九割が『なんか分からないけど無性に甘えたくなった』と報告しているわ」

「また財力で暴走しやがって……」

　変なクスリを使っていないことを願うばかりだ。

（だいたいお兄ちゃん風味って……。そんな味があるんだろうか……）

「勇巳！　ぐずぐずしないの！」

「分かってるって……。ほれ、あーんしろ、あーん」

「なんか投げやりだけど……まあいいわ。あーん……」

　瀬理が大きく口を開け、うまい棒にかじりつく。

「はむはむ……」

　うまい棒を食べさせてもらうというだけなのに、その顔は至福に満ちていた。

　はてさてそれは味に満足しているのか、それともこのシチュエーションになのか。

（そもそもどんな味なんだろう……）

　得も言われぬ──なんと表現していいか分からない、初めて体験する香かおりが漂ただよっている。

　好んで食べたいとは思わないが──しかし、絶対に食べたくないかと言われると、断るのはなんとなくもったいない気がする。

　お兄ちゃん風味への興味がむくむくと起き上がってくる勇巳だった。

「んー、これがお兄ちゃん風味なのね。ウチの研究部もいい仕事するじゃない」

　半分くらいかじったところで瀬理がご満悦に一息つく。

　その間、勇巳の視線が手にしたうまい棒に注がれていた。

「これからもバシバシ改良させないとね……ほら勇巳。続きよ続き。あー……って!?」

　再び大きくあーんした瀬理がそのまま絶句した。

「むぐ……分からん。これのどこがお兄ちゃん風味なんだ……」

　好こう奇き心を抑おさえきれずにうまい棒をかじる勇巳がいた。

「ちょ、ちょっと勇巳！　なにやってるのよっ!?」

「いや、俺も食べてみようかと……」

「そういうこと言ってんじゃないわよ！　これっ……これって!!」

　赤面してあたふたする瀬理が指差すのは、自分が食べた上からさらに勇巳によって食べられ、短くなったうまい棒である。

　自分が食べたところを勇巳が食べた──完全に間接キスである。

「あんたなに考えてるのよ!?」

「……全部食べたかったのか？」

　勇巳にはなんら悪気はなかった。

　忘れてはいけない、彼はお兄ちゃんなのである。

　幼い伊織にご飯を食べさせたことも日常茶さ飯はん事じだ。同じ箸やスプーンを使い回したこともあれば、一個のアイスを交こう互ごに舐なめたこともある。

　おまけに今の勇巳は、しょうがないから甘やかしてやるか──というお兄ちゃんモードなのだ。

　相手にしているのが同年代の女の子であるという感覚が、すっぽり抜け落ちていた。

「勇巳ってば……そういうこともするのね……。思い切り騙だまされたわ」

　瀬理が無む頓とん着ちやくな勇巳をなじる。

　なじるのだが──その声に勢いはない。

　短くなったうまい棒を見ていると、なぜか無性に顔が熱くなって鼓こ動どうが激しくなって、力なくポツリと文句を言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「なんだよ人聞きの悪い。それよりも……ほら、残りも食べたいんだろ？」

　勇巳がうまい棒を再び瀬理の口元に寄せた。

「えっ？　いや、ちょっと……」

「遠えん慮りよするな。残りは全部あげるから」

「そうじゃなくて！」

　このまま食べたら自分も間接キスになってしまう。

　されるだけでなく、する方になってしまう。

　それは──さすがの瀬理にも恥はずかしすぎた。

「もういいわよっ！」

　逃にげるようにして勇巳の股の間から退散する。

　勇巳は仕方なく、残りのうまい棒を口に放ほうり込んだ。

「あの瀬理が動どう揺ようしている……」

「男らしい勇巳様もステキですわ！」

　勇巳の予想外の反はん撃げきに久遠もテレサも驚おどろきっぱなしだった。

　いや──テレサにとっては期待の方が大きかった。

　久遠も瀬理も勇巳に甘えようとして、その予想を超こえたご褒ほう美びをもらっている。

　残るは自分だけ──どんなご褒美がもらえるかと楽しみで仕方ないのだ。

「勇巳様！　わたくしに、さあわたくしにお願いいたしますわ！」

　待ちきれない様子で鼻息荒あらく、テレサが勇巳の膝の上に座る。

　その手にはパック寿ず司しが盛られた皿があった。

「はいはい。ほーれ、あーんしろ、あーん」

　勇巳は促うながされるまま寿司を一いつ貫かん手に取った。

「ドキドキ……。あ、あーん……」

　テレサが寿司にかぶりつく。

　かぶりつくのだが──そのまま最後まで口に含ふくんでしまった。

　気づけば勇巳の指まで彼女の口の中へ。

「お、おい！」

　彼女の体温をダイレクトに感じてしまった勇巳が慌てて指を引き抜こうとする。

「んっ……もうちょっとだけ……。んちゅ……ぺろっ……」

　とうとうテレサの舌が指を舐め始めた。

　温かくて柔やわらかでぬめっとして──なんとも言えない感覚に勇巳はぞくっとした。

（うふふ……いかがですか勇巳様！）

　これもテレサの作戦だった。

　勇巳はこちらが望んだ以上に甘やかしてくれる。

　ならば最初にハードルをグンと上げてしまえば、いったいどれほどエスカレートするのか。

　どれだけ猛もう烈れつに甘やかしてくれるのか。

「いい加減にしろ！」

「あんっ……」

　名残なごり惜おしそうなテレサから強ごう引いんに手を引きはがす。

「…………ドキドキ」

　勇巳の次なるアクションをテレサがじっと待つ。

　期待に胸を膨ふくらませて、ひたすら待つ。

　待って待って待ち続けて──




「よし、これで終わりだな」

「どういうことですのっ!?」




　なにもしない勇巳にたまらずテレサは絶ぜつ叫きようした。

「どうしてなにもしてくれませんの!?　久遠様や瀬理様みたいにとことん甘やかしてくれませんのっ!?」

「とことんって……」

　久遠のほっぺたをぬぐってあげたのも、瀬理のかじったうまい棒と間接キスしたのも、勇巳にとっては特別なことではない。

　これまでの人生で伊織にしてあげたことと同じ感覚なのだ。

　お兄ちゃんモードの勇巳には、自分がどれだけ彼女たちの期待を煽あおっているのか、まるで自覚がなかった。

「どうしてそんなイジワルをするのですか!?　指をお舐めしたんですわよ！　どうしてなにもしてくださらないのですかっ!?」

「ええい、なにを言ってるんだおまえは！」

「トライヤード王国第一王女として命じますわ！　わたくしを甘やかしなさい！　さもなければ外交ルートを通じて正式に日本政府に要求しますわよ！」

「そんな脅おどしがあるか!?」

「わたくしは本気ですわ！　戦争になっても構いません！」

「そんな無茶苦茶な！」

　とことんズレた押し問答は、それからしばらく続いた。

　本来なら久遠や瀬理が割って入るのだろうが──

「…………ごしごし」

「…………ん」

　二人ともほっぺただったり唇くちびるだったりを指でなぞって、あの時の感覚の思い出に浸ひたるので大おお忙いそがしだった。








七章　妹の買い物にお兄ちゃんが付き合うのは当然なのです









　ある放課後、勇いさ巳みは再び黒ずくめのＳＰによって理事長室に連行された。

「もうあのやり方は止やめてくれ……みんなからの視線が痛すぎる……」

「勇巳が逃げようとするのが悪いのだ」

「そうよ」

「これも妹のため、頑がん張ばってください勇巳様！」

　まるで自分たちが悪いと思っていない三人である。

「それで、今度は俺になにをさせようってんだ？」

「なによ、まるであたしたちが勇巳になにか強制してるみたいじゃない」

「自覚がないっ!?」

　兄が妹を甘やかすのは当然──その理論でいけば悪いのは勇巳ということらしい。

「勇巳様に買い物に付き合っていただきたいんですの」

「買い物？」

「うむ。お兄ちゃんに服を選んでもらう……妹として重要な儀ぎ式しきだ」

「んな大げさな……」

　勇巳はふと伊い織おりのことを思い出した。

　両親が海外に行ってから彼女の服を選んだことは──ない気がする。

　身の回りの物は自分でそろえてしまうのだ。しかも贅ぜい沢たくはしない。こっちが心配になるくらい倹けん約やく家である。

　そういう大人っぽさを頼たのもしく思う反面、子供らしさが見られずに寂さびしいと思うのも確かである。

「俺には勤まらないぞ。伊織の服も選んだことないし……」

「別に正解なんて求めてないわ。お兄ちゃんに選んでもらう、それ自体が重要なの」

「……そういうものなのか？」

「そういうものなの」

　瀬せ理りが言い切る。

「それじゃ行きましょうか」

「うむ……む、なんとなく昂たかぶってきたぞ」

「あぁ……胸が躍おどりますわっ」

　三者三様に喜び浮うかれている。

「ところでおまえら、街中に出て行って騒さわぎにならないか？」

　久く遠おんは比ひ較かく的知名度は低いだろうが、瀬理とテレサの顔を知る人は多いだろう。

　するとテレサが自信ありげに胸を張った。

「お任せください。すべて対処済みですわ」





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






「対処ってこれかよ……」

　ゴーストタウンと化したショッピングモールに勇巳は絶句した。

　平日の夕方といえば学校帰りの学生や主婦がひしめく時間だ。

　それが人っ子一人いない。ショッピングモールの周囲三キロメートルが機動隊と警備員とＳＰらしい男たちによって厳重に封ふう鎖さされていた。

「買い物一つでここまでするか!?」

「仕方ないじゃない」

「そんな簡単に割り切るな！」

「別にたいしたことじゃないわよ。ここの全部の店の営業権をトライヤード王国と須す賀が沢さわ財ざい閥ばつで買い取っただけ。今日だけね」

「やることが大がかりすぎるだろ……」

「でもこれで心置きなく勇巳に選んでもらえるぞ」

　普ふ段だんは仏ぶつ頂ちよう面づらの久遠も心なしか表情が明るい。

　剣けんの道だけを邁まい進しんしてきた彼女には、こういう買い物の機会も少なかったのだろう。

「さあ行くわよ！」

　瀬理が先導してモールの中に入っていった。聞けば店員も遠ざけてもぬけの殻からにしているという。

（泥どろ棒ぼうとか入り放題じゃないか……って、ないか）

　須賀沢財閥とトライヤード王国が全力で監かん視ししているのだ。

「瀬理、ここではどのような服を取り扱あつかっているのだ？」

　ショッピングモールで買い物なんて初めての久遠が尋たずねた。

「どんなものでも。若者向けからご婦人向け、コスプレ衣い装しようを扱ってる店もあるみたい」

「こすぷれ……？」

「いろんな職業やキャラクターになりきることですわね！」

「な、なるほどこすぷれか！　うむ、こすぷれだな！」

　よく分かっているのと分かっていないのがいた。

「それじゃルール説明ね」

　正面ゲートから中に入ったところで瀬理が切り出す。

「勇巳にはここで待っててもらうわ。あたしたちはこれから『妹の服装ならこれ！』ってのをモールの店を回って探す……一番最初に勇巳を唸うならせる服を見つけてきたら勝ちってことでいいわね」

「なんか勝負になってるんだが……」

　ただ選ぶだけじゃないのかと吞のん気きな勇巳に、

「当たり前じゃない。妹ってのは弱肉強食なのよ」

「そうですわ。強ければ生き、弱ければ死ぬんですわ」

　物ぶつ騒そうな妹たちだった。

「それじゃスタート！　勇巳、ちゃんと審しん査さしなさいよね！」

「行ってきますわ勇巳様。わたくしの晴れ姿を待っていてくださいませ！」

「こすぷれ……妹らしいこすぷれ……」

　三人がそれぞれの決意を胸に散り散りになった。




「なんか……怖こえぇ……」

　誰だれもいなくなると、途と端たんに周囲が静かになった。

　空調がゴウンゴウンと規則的なリズムを刻む他はなにも聞こえない。

　巨きよ大だいな静せい寂じやくの中に放ほうり込まれていた。

「こうもだだっ広いと……なんか妙みような気分だ……」

　感覚が研ぎ澄すまされるというか、皮ひ膚ふが敏びん感かんになるというか。

　雑音が一いつ切さいないだけに、ちょっとしたことでも気になって仕方ない。

　たとえば、ずっと遠くで自動ドアが開く音さえも鋭えい敏びんに聞こえて──

「……ドア？」

　なぜドアが開く音がしたのか。

　三人はモール内で服を選んでいる。建物の外に出る理由はない。

　外に出るのでなければ、つまり誰かが入ってきたということだが──

「……そんなわけないか」

　ここは完全封鎖中だ。瀬理やテレサがぬかるとは思えない。

　きっと野の良ら猫ねこあたりが紛まぎれ込んだのだろう。

「早く帰りたいよ、ホントに……」

　誰か助けてくれないかなぁ──頼たよれるお姉ちゃんが颯さつ爽そうと現れて『ほら帰るよ』って手を引っ張ってくれないかなぁ。

　気づけばそんな淡あわい願望を抱いだいていた。

　いくら強がっても心細いものは心細いのである。巨大ショッピングモールに独りぼっちで放置されれば、なにかにすがりたくなるのも当然だろう。

「なにやってんだろ、俺は……」

　そんなことを考えていた時、メールの着信音が静かに鳴り響ひびいた。

　瀬理からだった。




『誰かいる。お願い来て。一階東側、Ｅの16』




　短い文面だった。だがそれがかえって彼女に余よ裕ゆうがないことを物語っていた。

「こっちが西側だから、東側ってことは……。やっぱりさっきのは聞き間ま違ちがいじゃ……」

　信じられないが、瀬理がわざわざウソをつくとも思えない。

「…………行くか」

　勇巳はさっきまでのやるせない気分に区切りをつけた。

　瀬理が助けを求めている。自分を頼ってきている。

　ならば放ってはおけない。あんなのでも一応は妹である。

　無視はできない。

「普段は堂々としてるくせに、年相応なとこもあるんだな」

　頭をお兄ちゃんモードに切り替かえた勇巳が、不気味な静けさの奥へと進んでいった。




　モールの中を貫つらぬく大通りを用心深く進む。

　両側の店は飲食店を除いて開店していた。もちろん店員はいない。

　誰か潜ひそんでいるんじゃないか──周囲に目を配るが、良くも悪くも静かなものだった。

「Ｅの16……。これか」

　何事もなく店の前に着いてしまった。後ろを振ふり返っても、やはり誰もいない。

「……とりあえず入るか」

　そこは若い女の子向けのファッションショップだった。衣類だけでなく靴くつやアクセサリーも取りそろえていて、見た目に華はなやかさが分かる。

　男子が立ち入るには抵てい抗こうのある雰ふん囲い気きだったが、店の奥にカーテンの閉まった試着室が見えた。

　勇巳は驚おどろかせないようにゆっくりと近づき声をかけた。

「……そこにいるのか？」

　ビクッとカーテンが揺ゆれたかと思うと、その隙すき間まからぬっと腕うでが伸のび、勇巳の手をつかむと試着室に引きずり込んだ。

「なっ……」

「黙だまって」

　緊きん張ちようでカチコチになった瀬理だった。

「確かに聞いたのよ。自動ドアが開く音と足音……間違いないわ」

　ゴクリと唾つばを飲み込む横顔に余裕はない。

　だが勇巳もまた余裕がなかった。狭せまい試着室で瀬理と二人きりというのもあるが、そもそも彼女の格好が──

「なんで女子校の制服……」

　薄うす手でのブラウスにブレザー、膝ひざ上うえ二十センチのスカートをバッチリ着こなした、まさに女子高生だった。

　その制服はどことなく響ひびき台だい学園のものに似ていた。

「な、なによ……あたしが高校生の格好しちゃ悪いわけ？」

　予想外の勇巳のリアクションに口をとがらせる。

「いつもスーツだから……いや、そうだよな。同い年なんだよな……」

　普段見慣れている制服なのに、それを瀬理が着ていると思うと妙に気になってしまった。

　こうしてみると瀬理は──ものすごく女子高生だった。

（それにしても……近い）

　まんま女子高生の瀬理がすぐ近くにいる。しかもこの密閉空間で。

　なまめかしい太ももが、うっすら汗あせのにじんだ襟えり元もとが、呼吸のたびに小さく上下する胸が──女の子がここにいるという実感が嫌いやでもわいてくる。

　こんなの意識するなというのが無理な相談だ。

　いくらお兄ちゃんモードでも、照れる時は照れてしまう勇巳だった。

「伊織ちゃんは歳としの離はなれた妹だから、同い年の妹をイメージしてみたの」

　どうよっ、と誇ほこらしげに胸を反らす。

「な、なるほど……。なるほど、なるほど……」

「ちょっ！　そんなじっくり見ないでよっ！」

　思わず見入っていた勇巳の顔を瀬理がぐいと遠ざけた。反対の手でスカートの裾すそをぐっと押さえつける。
















「わ、悪い……って、そもそも俺に見せようとしてたんじゃないのか？」

「こんな近くで見るのはダメなのっ！」

　怒おこった顔がほんのり上気する。

　更こう衣い室みたいな狭い場所で凝ぎよう視しされるのは想定外だったようだ。

「それよりも今はこっち。どうやって忍しのび込んできたのかしら……」

　闖ちん入にゆう者へと頭を切り替えた瀬理である。

「まったく……あいつらってばザルな警備なんだから」

「な、なあ、とりあえず出ないか？　ここはちょっと……」

「相手の正体が分からないのに不用意に動けないわよ」

「でもほら、久遠とテレサのこともあるだろ？」

　もし本当に不ふ審しん者なら、危険なのは瀬理だけではない。

　久遠とテレサのことも勇巳には気がかりだった。

「それは……そうだけど」

　二人のことも心配だと諭さとす勇巳に瀬理もしぶしぶ頷うなずく。

「ちゃ、ちゃんとあたしを守ってよね！」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　勇巳は瀬理の不安を振り払はらうように即そく答とうした。

　心細そうな彼女の顔に、思わず口をついて出た。

「俺が何年間、お兄ちゃんをやってると思ってるんだ。ほら行くぞ」

「う、うん……」

　瀬理の手を引いて試着室から出る。心細さを紛らわせるようにぎゅっと握にぎってくるその手を強く握り返した。

「二人がどの店に行ったか知ってるか？」

「…………あっ、ごめん。知らない。テレサが二階に行ったのは見たけど」

　勇巳とつないだ手をぽーっと見つめていた瀬理が慌あわてたように答える。

「まだ気づいていないかもしれない。今も服を選んでいる最中ってことか……」

　きっと隠かくれることもしていないはずだ。

　招かれざる誰かがなにを考えているか知らないが、厳げん戒かい態勢の中に忍び込んでくるくらいだ。危害を加えない保証はない。

「急ごう」

　勇巳は瀬理の手を引き、周囲を警けい戒かいしながら店を出た。

　身を低くしながらエスカレーターを駆かけ上がる。

　フェンスに身体からだを隠しつつ、モール内の案内板に近づいてテレサが行きそうな店を探す。

「当然だけど……広いな」

「ねえ……あれ」

　頭を抱かかえていた勇巳の背中を瀬理がつんつんする。

　促うながされてそちらに顔を向けると、

「勇巳様？　瀬理様？」

　ちょうどテレサがこちらに歩いてくるところだった。




　ぱっつんぱっつんのチャイルドスモック姿で。




「なっ……!?」

　思わず大声を出しそうになった勇巳の口を瀬理が塞ふさぐ。

「なにをしていらっしゃるのですか？」

（それはおまえだろうがっ!!）

　瀬理に塞がれた口で叫さけぶ。
















　幼児服に強ごう引いんに押し込まれたテレサの肉体は、もういろいろと無理があった。

　豊満なバストに布地が押し上げられたせいでおへそは丸出し、スカートもずり上がってパンツが八割見えている。メルモちゃんもびっくりだ。

「テレサ、その格好って……」

「やはり妹らしさといえば幼さ。幼さといえばこれですわ！」

「その知識、激しく偏かたよってるわよ……」

　頭を抱える瀬理を尻しり目めにテレサは勇巳へとにじり寄った。

　暴力的なナイスバディーが勇巳を襲おそう。

「なぜ勇巳様がこちらに？　一階でお待ちいただくはずでは？」

「それはね……」

「でもちょうどいいですわ。せっかくですからここで見ていただきましょう」

　そう言うとテレサがその場でくるっと一回転した。

「いかがですか勇巳様？　妹らしいですか？」

（その『妹らしさ』を聞いたら伊織が怒るぞ……）

　心の中でしみじみ嚙かみしめる勇巳だった。

「いかがですか勇巳様！」

「……こんな妹がいたらイヤだ」

「そんなっ！」

　うちひしがれたようにテレサが膝をついた。

「わたくしの完かん璧ぺきなコーディネートのはずが……っ!?」

（おまえが完璧なのは見た目だけだろ……）

　中身はことごとく残念な姫ひめ様である。

「テレサ、今はそれどころじゃないのよ……」

　瀬理がかいつまんで状じよう況きようを伝えた。

　誰だれかがモールに侵しん入にゆうしている──それを聞いたテレサは、それまでのはしゃぎっぷりがウソのように真っ青になった。

「で、では誰かに見られているかもしれないのですか!?」

「そういうこと」

「そんな……そんなっ!?」

　身体を隠すように両腕で自分を抱だきしめたテレサがぺたんと座り込んでしまった。

「このような格好を人目に晒さらすなんて……恥はずかしいですっ！」

「そういう羞しゆう恥ち心はあったんだな……」

「当然ですわ！」

　テレサがキッと眉まゆをつり上げる。

「わたくしのお兄ちゃんは勇巳様だけ！　甘える相手も勇巳様だけですわ！　その他のどの殿との方がたにも心を許すつもりはありませんっ！」

「おまえってホント、オンとオフがはっきりしてるんだな」

「感心している場合じゃないわよ。早く久遠も捜さがさないと……テレサ、久遠がどこにいるか知ってる？」

「いえ……。三階に向かうのは見たのですが……」

「急ぎましょう。まだ間に合うかも」

　勇巳たちは物もの陰かげに身を潜ひそめつつ、三階フロアへ上るエスカレーターを駆け上がった。

「……とりあえず誰もいないな」

　先頭を進む勇巳が注意深く辺りを窺うかがう。

　声を出して久遠を呼びたいところだが、それだと侵入者にも気づかれてしまう。

　見つかる前に見つけるしかない。

「手分けして捜そう。久遠を見つけたらここに戻もどってくるんだ。見つからなくても十分後にはここに集まって……」

「独りなんてイヤですわっ」

「そーよ、あたしをほっぽり出す気なわけっ？」

　二人がそろって口をとがらせた。

「もしも侵入者の方と遭そう遇ぐうしてしまったら……わたくし恥ずかしくて死んでしまいますっ」

「あたしだってこの格好、勇巳以外に見せるつもりはないわっ」

　チャイルドスモック王女と女子高生総そう帥すいの切なる訴うつたえだった。

　だったらどこかに隠れてろ──と言っても無む駄だだろう。独りぼっちになるのが心細いのだ。一いつ緒しよに行動するしかない。

「久遠の場所が分からないにしても、せめてそいつの居場所が分かればやりようもあるんだけどな……」

　しかしこれだけ物音を立てずに動く相手だ。よほど用心深いのだろう。

　まったく、こんな無人のモールを探検したところで楽しいことなんてないだろうに──

「…………待てよ」

　勇巳は冷静に状況を整理した。

　誰かがモール内に入ってきたのは間ま違ちがいない。瀬理が足音も聞いている。

　だがそいつは──今もここにいるのだろうか。

　足音を殺し、息を潜め、こちらを狙ねらって──いるのだろうか。

「なあ……ひょっとしてなんだが」

　勇巳は二人に言ってみた。

「そいつ……もう帰ったんじゃないか？」

『えっ？』

「おまえらの立場が立場だからさ、変なやつに襲われるかもって思ってたけど……」

　そう思い込んで用心してきたけれど。

「普ふ通つうに考えたら無人のショッピングモールなんて、怖こわくて長居したくないよな……」

　たとえば目の前に静まりかえったショッピングモールがあったとしよう。

　どうしたんだろうという好こう奇き心から、中に入ってみようと思うかもしれない。

　だがいざ足を踏ふみ入れて、そこに誰もいなかったとしたらどうだ。

　それでも留とどまろうとするだろうか。

「じゃあ……あたしたちはずっと……」

「誰もいないのにあんなことをしていたのですか……？」

　二人が深いため息をもらした。

　勇巳の言うこともあり得ると──いや、冷静に考えてみればそれが最も妥だ当とうだと気づいたのだ。

「なによもぉ……。気を張りすぎて疲つかれただけじゃないのぉ……」

「あぁ……よかったですわ……」

　途と端たんに二人から緊きん張ちようが解けて、へにゃっと床ゆかに座り込んだ。

「あーもう、勝負は止やめよ止め。さっさと帰りましょう」

「賛成ですわ……。今日はもうなにもしたくありませんわ……」

「そうだな。早く久遠を見つけよう」

　三人が互たがいに見つめ合い、やがて小さな笑えみをこぼした。

　とんでもなくバカバカしい勘かん違ちがいをした情けなさと、そこから解放された安あん堵どと、それを共有した妙みような一体感がごちゃまぜになってこみ上げてきた。

　そんな三人のもとへ一つの足音が近づいた。

「ん、来たな」

「捜したわよ久遠」

「今日の勝負なのですけれど……」

　三人が足音の方を振ふり返った。




「なにやってるですか、お兄ちゃん」

　ランドセルを背負った伊織が冷たい視線を突つきつけていた。




　のほほんとした笑顔が三人そろって凍こおり付く。

　脳みそが事態を把は握あくできていなかった。

「な……なんで伊織が……」

　表情を変えることすら忘れた勇巳が、けいれん気味の微び笑しようを浮うかべたまま震ふるえる声を絞しぼり出す。

「怖いおじさんたちがいっぱいいました。お兄ちゃんが見つけてきたお姉ちゃんたちと関係があるとピンと来ました。だから確かめに来ました」

　淡たん々たんと、ひたすら淡々と伊織は答える。

　その凍こごえるような眼まな差ざしで兄を見み据すえたまま。

「く、黒服の人たちに止められなかった……のか？」

「小学生を侮あなどってはダメなのです。大人の人が知らない抜け道とかいっぱいあるのです」

「な、なるほどなぁ……」

　この妹の──怖いくらい兄想おもいな妹の行動力を忘れていた。

『普通に考えたら』が通用しない妹のことを忘れていた。

「ところでお兄ちゃん。質問の答えがまだです」

　伊織の目がすっと細くなった。

「二人にそんな格好をさせて、なにをやってるですか？」

　改めて指し摘てきされて、ようやく勇巳の脳みそに血流が戻った。

　女子高生の瀬理とチャイルドスモックのテレサがいることを思い出した。

「ちっ、違うぞ！　俺がこの格好をさせたわけじゃない！」

「どうせならもっと上手にウソをついてほしいのです」

「ウソじゃない！　頼たのむ信じてくれっ！　瀬理！　テレサ！　説明してくれ！」

　勇巳が血相を変えて瀬理とテレサに援えん護ごを求める。

「勇巳の言う通りよ伊織ちゃん。この服はあたしが自分で着たの……勇巳に選んでほしくて」

「おいっ!?」

「そうですわ。選んだのはわたくし自身です……勇巳様に選んでいただきたくて」

「おいぃぃ!?」

　どうして余計な一言を付け足すのだと天を仰あおぐ勇巳だった。

「お兄ちゃんに……服を……？」

　その事実に伊織は驚おどろいたように目を丸くし、やがてその手がきゅっと拳こぶしを握にぎった。

「い、伊織も……伊織も選んでもらったことないのに！」

　ばっと駆かけだした伊織は勇巳に飛びつき、彼の襟えりをつかんでぐいぐい揺ゆさぶった。

「どうして！　お兄ちゃんは！　そうやって！　伊織に！　してくれないこと！　この人たちに！　してあげるですかっ！」

「おち、落ち着いて……」

「これが落ち着けるですかっ！　お兄ちゃんの妹は伊織です！」

「知ってる！　知ってるから……」

「だったらどうしてっ！」

「はなっ……話せば分かる！」

「問答無用ですっ！」

　突とつ如じよとして勃ぼつ発ぱつした兄妹きようだいゲンカは妹の圧あつ倒とう的マウントポジションで始まり、ついに逆転することはなかった。

　勇巳はただひたすら謝り倒たおし、伊織はただひたすら兄を責め続けた。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






　一階の西側──最初に勇巳が待つように言われた場所にて。

「…………いない」

　コスプレのなんたるかを勘違いして、胸に大きく『いもうと参上！』とプリントされたシャツを着た久遠がポツリと呟つぶやいた。








八章　妹というのはお兄ちゃんを掌てのひらの上で転がすのです









「だからどうしてこの人たちが家にいるですか!?」

　兄を家へと連行した伊い織おりは、しっかり先回りして秋あき月づき家に上がり込んでいた三人にこれまた絶ぜつ叫きようした。

　彼女たちは木刀を素す振ぶりしたり経済新聞を読んだり髪かみの手入れをしたりと、まるで我が家のようにくつろいでいた。

「いや、その…………ごめんなさい」

　妹からの容よう赦しやない追つい及きゆうにすっかり意気消しよう沈ちん気味の勇いさ巳みである。

　また伊織に情けないところを見られてしまったと、兄としての尊厳がゴミクズみたいに大暴落していた。

　久く遠おんたちの前では意外なお兄ちゃんらしさを発揮する勇巳も、実の妹の前では形無しだった。

「うぅ……。お兄ちゃんのバカ」

　落ち込んだ兄の姿に伊織は胸が痛くなり──しかし許せなかった。

　彼女だってこの兄が悪いのではないというのは分かっている。

　諸悪の根源はあの三人で、それに振り回されているだけだというのは理解している。

　それでも胸の奥のもやもやが消えないのだった。

　赤の他人である三人を妹扱あつかいしている兄への不満が募つのるのだった。

「実は……伊織ちゃんに折り入って頼みがあるの」

「頼みってなんですか！　そもそもあなたたちが……っ!?」

　勇巳への怒いかりそのままに振り返った伊織が息を吞のむ。

　さっきまで自由奔ほん放ぽうにしていた三人がそろって床に正座していた。

　そうして伊織を見上げる顔はいずれも真しん剣けんそのものだ。

「な、なんですか……」

　気き迫はくに吞まれた伊織が後ずさる。

　すると三人が深々と頭を下げた。




『妹の極ごく意いを教えてください！』




「ご……極意……？」

　混乱する伊織に三人がさらにたたみかける。

「さっきのお店での勇巳と伊織ちゃんのやりとりを見て気づかされたの。あれが正しい兄妹のスキンシップなんだって！」

「わたくし、感動してしまいましたわ！」

「よく分からないがそういうことだ！」

　伊織を賞賛する瀬せ理りとテレサ、それにとりあえず乗っかる久遠だった。

　ショッピングモールでの兄妹ゲンカ──なんでもない秋月家のワンシーンも、彼女たちの目にかかると、仲なか睦むつまじい兄妹がじゃれ合っているように見えたのだった。

　あんな甘え方はできない──そう感心しきっていた。

「おまえら……あれが甘えていたように見えたのか!?」

　一方的に罵ののしられた勇巳が別の意味で絶望する。

　こいつらはまた厄やつ介かいな知識を身につけようとしていると、背筋が寒くなった。

「まだまだ妹として未熟なあたしたちには先生が必要なの。誰だれよりも妹を知り尽つくしている伊織ちゃんに教えを請こいたいのよ！」

「ただ甘えるだけではなく、妹としての正しい甘え方を教わりたいんですの！」

「よくわからないが頼む！」

　世界有数の財ざい閥ばつトップが、一国の王女が、最強の剣けん客かく少女が──幼女に懇こん願がんしていた。

『お願いします！　妹の極意をなにとぞっ！』

　再びそろって頭を下げる。

「そんな……なんで、そうなっちゃうの……？」

　伊織は頭がパンクしそうでいっぱいいっぱいだった。

　なんでこの人たちは自分に頭を下げているのだろう。

　なんで必死になっているのだろう。

　自分がそこまでされる理由はなんだろう。

　いろんな謎なぞが浮かんでは消え、答えが見つかることなく堂どう々どう巡めぐりを始める。

　しかしそんな伊織に芽生えた一つの感情──

（なんか……嬉うれしいかも）

　それは、ほのかな優ゆう越えつ感だった。

　ずっと年上の女の人からお願いされる。

　しかも『お姉ちゃんっぽくていいなぁ』と悔くやしい思いをしてきた相手である。

　そんな人たちからこうして必死にお願いされるというのが──早くお姉ちゃんになりたいと頑がん張ばっていた伊織の幼心をくすぐったのだった。

「しょ……しょうがないですね」

「伊織!?」

　まさかの妹の言葉に勇巳は耳を疑った。

　あれだけ目の敵かたきにしていた久遠たちを伊織が受け入れるなんて思ってもいなかった。

「そこまで言うなら仕方ないです。伊織が妹のなんたるかを教えてあげるのです」

「なんでそうなる！　そこは突つっぱねるところだろ！」

「お兄ちゃんは黙だまるです」

「これが黙っていられ……」

「伊織に黙ってお姉ちゃんを拾ってきたくせに」

「…………黙ります」

　伊織に負い目しかない勇巳に反論の余地はなかった。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






　かくしてとある放課後。

　ANIB──もとい兄部の活動拠きよ点てんとなった理事長室にはいつもの三人と、そして小学校から駆けつけた伊織がいた。

「それじゃ兄部名めい誉よ顧こ問もん、お願いね。言われたとおりの準備はしておいたわ」

　瀬理から仰ぎよう々ぎようしい肩かた書がきで迎むかえられた伊織は、真剣な面おも持もちで耳を傾かたむける妹志願者たちに語りかけた。

「妹だからといってお兄ちゃんに甘えるだけではダメなのです。妹たるもの、お兄ちゃんの方から自然と甘やかすように促うながすのも大切なのです」

『自然と……甘やかす……』

　そのフレーズに三人がごくりと喉のどを鳴らした。

　それぞれが我が身を振り返ってみて──まったく出来ていないと自覚する。

　武力で、財力で、外交力で、いろんな手を駆く使しして勇巳に甘えさせろと迫せまっていた。

「なんということだ……わたしは間ま違ちがっていたというのか!?」

「間違ってはいないです。でも甘え方が未熟なのです」

「でもどうやって甘やかしてもらうの？　勇巳が自分から甘やかしてくれるなんて……」

「伊織に任せるです。これからやってみるです」

「お、お願いいたしますわっ！」

　妹の極意を学び取ろうと必死な少女たちに、幼女がついに動く。

　伊織が部屋から廊ろう下かに出る。

　一方の久遠たちは理事長室に設置されたモニターを食い入るように見つめた。

　そこにはどこかの部屋に一人たたずむ勇巳が映っていた。




「お待たせしたです……お兄ちゃん」

「なにを始めるんだよ……おまえまであいつらに付き合わなくてもいいのに」

　勇巳はなにが起こるか知らされないまま、ただこの部屋に放ほうり込まれていた。

　実は監かん視しされていることなどもちろん知らない。

「その……お姉ちゃんたちに言われたです。伊織とお兄ちゃんの絆きずなが、誰も割って入れないくらい強いなら邪じや魔ましないって……」

　疲つかれたような落ち込んだような、暗い表情を作った伊織が兄に歩み寄った。

　儚はかなさとか弱さをふんだんに織り込んだ演技だ。

　最近はお姉ちゃんを目指していたので封ふう印いんしていたが、本気を出した伊織の妹オーラは別格だった。

「な……あいつらそんなことを……」

　勇巳はコロッと騙だまされた。

　あの三人とグルになっての演技だなんて疑えるはずもなかった。

「お兄ちゃん、伊織どうしたらいいの……？」

　伊織はおぼつかない足取りで勇巳の手をきゅっと握にぎる。

　遠えん慮りよするような怖こわがるような、その控ひかえめな仕草が勇巳の兄心を打った。

「大だい丈じよう夫ぶだ！　俺が付いてるから。あいつらの好きにはさせないから！」

　勇巳は伊織の手をぎゅっと握り返し、そのまま抱だき寄せた。

　必ず守るから、大丈夫だからと安心させるように。

　なにがあってもお兄ちゃんは味方だと全身で伝えるように。

「ん……。うん……」

　心地ここちよい息苦しさが伊織を包む。

　お兄ちゃんがここにいるという確かな温ぬくもりを感じる。

　それこそ、このまま眠ねむってしまいそうな安心感だった。

「ありがとうです……お兄ちゃん」

　騙してしまったことへの小さなごめんなさいと、自分を大切に想おもってくれることへの大きなありがとうを込こめて伊織が呟つぶやく。

「どうやってあいつらに俺たちの仲を見せつけるかだな」

「それでホントに諦あきらめてくれたらいいんだけどなぁ……」

「うん？　どういうことだ？」

「な、なんでもないです」

　伊織は多幸感で蕩とろけそうな自分に活を入れた。

　この光景はリアルタイムで三人に見られているのだ。あまり惚ほうけてしまってはみっともない。

「それじゃ伊織は行くです。お兄ちゃんはもう少しここで待っててです」

「待つ？　いっそのこと俺と伊織の絆をあいつらに見せつけて……」

「もうちょっと伊織で頑張ってみるです。任せてほしいです」

「そう言うなら……分かった」

　頑張り屋さんの伊織が戻もどってきたのだと、勇巳は無理に手を貸そうとしなかった。

「うん……。ありがとうです、お兄ちゃん」

　もう一度お礼を伝えてから伊織は部屋を出た。




「……という感じです」

　キリッとした顔に戻った伊織が理事長室に戻る。

『おみそれいたしましたっ』

　モニター越ごしに圧あつ倒とう的な妹力を見せつけられた三人が拍はく手しゆで迎えた。

「勇巳があんなに優やさしく抱きしめるなんて……考えられないわ」

「これが真の妹なのか……感服する」

「さすが伊織様ですわ！」

　また一段と伊織の格が上がっていた。

「妹たるもの、さっきみたいにお兄ちゃんから自然と抱きしめてもらうのは当たり前なのです。これができなければ妹として失格なのです」

　伊織が試練を突きつけた。

「お兄ちゃんから優しく抱きしめてもらう……これに挑ちよう戦せんしてもらうのです」

　ごくり──三人が緊きん張ちようの面持ちで息を吞のんだ。

「……誰から行く？」

「うぅ……伊織様の妙みよう技ぎを目まの当たりにした後では尻しり込ごみしてしまいますわ……」

「妹の極ごく意いを極きわめるためにはやるしかないが……」

　お互たがいに探さぐりを入れるように視線を交かわしていたが、やがてテレサの目に力がこもった。

「わ、わたくしから参ります！」





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






「お待たせいたしました、勇巳様」

「……なんだよ」

　部屋に入ってきたテレサを勇巳はジト目で睨にらんだ。

　伊織の悲痛な訴うつたえを聞いた今、彼にとって三人は妹をいじめるいじめっ子だった。

「伊織につらいことさせやがって。それでもおまえは……」

「勇巳様っ！　わたくしを抱きしめてくださいませっ！」

　小細工もなにもない直球勝負だった。

「な、なんだよいきなり……」

　彼女のテンションに勇巳が思わず引いてしまうが、テレサは構わず突とつ進しんした。

「理由なんてありませんわっ！　さあ勇巳様、ぎゅっと、ぎゅーっと！」

「止やめろ来るな！　こっち来るな！」

　抱ほう擁ようをせがむテレサを勇巳が遠ざけた。

「今度はなにを企たくらんでやがる！　またあれだろ、俺がイヤらしいことしたとかねつ造して脅おどしてくるつもりだろ！」

「とんでもありません！　ただお兄様の愛が……愛の抱擁がほしいのですわっ！」

　初対面の時のトラウマのせいで信じられるわけもない勇巳である。

「お願いですわ勇巳様！　どうか……どうかわたくしをっ！」

　伊織から課された試練を乗り越こえようと必死なテレサが、拒こばむ勇巳に執しつ拗ように迫る。

　それに勇巳は全力で抵てい抗こうする。

　そうやって事態が膠こう着ちやくして──先に心が折れたのはテレサだった。

　もちろんただでは折れない。彼女はお姫ひめ様なのだ。

「抱きしめてくれないのなら……トライヤードは日本に宣戦布告いたしますわっ！」

「やっぱりそうきたか！」

「一いつ切さいの経済、政治交流を停止いたしますわ！　地下資源の輸出も差し止めて、大使も召しよう還かんいたします！」

「戦争前夜っ!?」

「それだけではありませんわ！　国連の安全保障理事会に働きかけて日本への懲ちよう罰ばつ動議を発します！　経済制裁もしちゃいますわっ！　もう徹てつ底てい的にやっちゃいますからっ!!」

　テレサにとってはデリケートな国際問題すら、単純に甘えたい一心ゆえの交こう渉しようカードだった。こんな瀬せ戸と際ぎわ外交、聞いたことない。

「さあ勇巳様、お選びくださいませ！　戦争か、抱擁かっ!?」

　呆あきれて物が言えない。でもテレサの目はマジだった。

「…………仕方ないか」

　強く言うだけではこの暴走は引っ込まないだろう。

　ここでお兄ちゃんの経験を応用する。

　癇かん癪しやくを起こした伊織をなだめる時にどうやってきたか。

「ほれ、これでいいだろ」

「あぁっ！　わたくしは世界一の幸せ者ですわっ！」

　ころっと掌てのひらを返したテレサがウットリする。

　ウットリして、ウットリして──気づけば五分が経たっていた。

　こうなると戸と惑まどうのはテレサの方だった。

「い、勇巳様？　もうそろそろ……」

　なぜ抱擁を解いてくれないのだろうとテレサが落ち着きを失う。

「遠慮するな」

「で、ですが……」

「いいから黙だまって抱だかれてろ」

　落ち着きを取り戻しても、それでも抱きしめるのを止めない。

　しつこいくらいにぎゅっとし続ける──伊織にはいつもそうやってきた。

（これでこいつも大人しくなってくれればいいんだけどな……）

　ぼんやりとテレサを抱きしめていた勇巳には、当の本人が腕うでの中でどれだけ顔を真っ赤にしているか知るよしもなかった。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






「な、なぜですか!?」

　モニターの向こうで抱き合う二人に伊織は絶ぜつ叫きようした。

　自分だけの特権だと、お兄ちゃんが本当に甘やかしてくれるのは自分だけだと信じていた、そんなプライドが一気に地に落ちた。

「やるわねテレサってば……」

「ぬぬ……見事だ」

　瀬理も久遠も感心しっぱなしだった。

「お、落ち着くです……。ただのマグレなのです……」

　伊織はパシッと自分の頰ほおをたたいた。

　まだ二人いる。二勝一敗なら実の妹としての地位はかろうじて守れる。

　モニターを見ると勇巳がようやくテレサを解放し、彼女を部屋の外へと見送るところだった。

「こほん……さあ、次はどちらですか？」

　さっさと失敗すればいいのです──そんな願いをこめて告げる伊織だった。

「…………あたしよ」

　テレサの成功を目の当たりにして、にわかに緊きん張ちよう感をにじませた瀬理が名乗りを上げた。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






「勇巳、今からあたしの言うようにしなさい。質問は一切ダメ」

　勇巳のいる部屋に入った瀬理は、ポケットの中のリモコンを操作した。

　この部屋に仕し掛かけたカメラやマイクのスイッチだ。その音声装置だけをオフにした。

　すべての仕掛けを用意した瀬理は、用意周しゆう到とうに備えを怠おこたっていなかったのだ。

「なにをいったい……」

「口を開くのもダメ。黙ってあたしの言うことを聞きなさい」

　カメラの位置も把は握あくしている瀬理は、自分の顔が映らないような角度で勇巳に近づく。

「あたしを抱だきしめなさい」

　本来の趣しゆ旨しに真っ向から逆らって勇巳に迫せまる瀬理だった。

　伊織にも久遠にもテレサにも負けたくない。でもいい方法が思いつかない。

　そこで瀬理がひねり出したのが、上手に甘やかされたと『三人に誤解させる』方法だった。

「いきなりなにかと思えば……」

「とにかく抱くの！　なんていうか、あからさまな甘やかし方で！」

「そんな無茶苦茶な……いや、いつだって無茶苦茶だけどさ……」

「今日は緊きん急きゆう事態なの！　もし逆らったら須す賀が沢さわの全権力で勇巳を社会的に抹まつ殺さつしちゃうから！」

「笑えねぇ……」

「引きつった顔もダメっ！」

　普ふ段だんはクールな瀬理の切せつ羽ぱ詰つまった様子に勇巳は背中が冷たくなった。

　理性ある彼女が権力を振ふりかざすなら節度もわきまえるだろうが、今の彼女が暴走したらなにをしでかすか分からない。

「ほら！　さっさとあたしを呼んで！　こっちに来いって！　動作で分かるように！」

「なんでそんなこと……」

「質問はダメって言ったでしょ！」

「おいおい……」

　まったく事情を吞み込めないまま勇巳はとりあえず手招きした。焦あせりに駆かられる瀬理にはなにを言っても通じなさそうだった。

　やがて二人が相対した。もちろん瀬理はカメラに背中を向けたまま。その顔を伊織たちから隠かくしたまま。

　そして勇巳の顔を鋭するどい眼めで睨み付けた。

　世界の大だい企き業ぎようと交こう渉しようする時みたいに真しん剣けんな表情で。

　でも──言い知れない不安を心に抱かかえたままで。

「テレサもおまえもよく分からん……。けど」

　放ほうってはおけない。

　こんな──泣きそうな顔で怒おこっているのだから。

　なにが彼女を窮きゆう地ちに追いやっているか知らない。でも自分にできることでそれが和やわらぐなら悩なやむことはない。

「ほら、これでいいかい総そう帥すい様？」

　言われるままに瀬理を抱きしめる。

「……ちょっと苦しい」

「はいよ……このくらいか？」

「ん……。今度はゆるい」

「はいはい、仰おおせのままに」

　勇巳は瀬理の注文に一つ一つ応こたえた。

　こういう場合にはとにかく希望に添そってあげるに尽つきる。

　伊織で培つちかったお兄ちゃんノウハウだった。

「…………勇巳」

「どうした？」

「…………なんでもない」

　ガチガチに張っていた瀬理の肩かたから、ゆっくりと力が抜ぬけていった。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






「いったいなにがどうなってるですか!?」

　モニターにつかみかかりながら伊織が再び吠ほえた。

「お兄ちゃんはなにを考えてるですか!?　そこにいるのは伊織じゃないのですっ!!」

　もはや兄の正気を疑うレベルの衝しよう撃げきだった。

　テレサに続いて瀬理までも──いよいよ妹としての地位が危なくなった。

　軽く三連勝すると甘く見ていたのに、気づけば二連敗だ。後がない。

「では、最後はわたしだな」

　あくまで冷静な久遠が部屋を後にする。

　その落ち着いた足取りが伊織を妙みように不安にした。

（大だい丈じよう夫ぶだよねお兄ちゃん……まさかそんなこと、ないよね……）

　すがるような想いで伊織はモニターに向き直った。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






「勇巳……わたしだ」

「……なんだよ」

　いよいよ三人目となって、さすがに勇巳も状じよう況きようをなんとなく察していた。

　また抱いてくれとか言ってくるだろうと身構える。

　そんな彼に、久遠は静かに告げた。

「勇巳、わたしは……わたしには妹になる資格などないのだろうか？」

　その言葉に勇巳は目を丸くした。

「資格って……なにおまえ、もう甘えるのに飽あきたのか？」

「そ、そうではない……。ただ……わたしはあまりにも妹を知らなすぎる」

「そりゃそうだろうけど……」

　久遠が諦あきらめてくれるなら御おんの字の勇巳だ。

　しかし安あん堵ど感がこみ上げてくる一方、胸の奥にチクリと突つき刺ささる感覚があった。

　すなわち──彼女をそこまで追い込むほど邪じや険けんにしてしまっただろうか、と。

　あの甘えん坊ぼう剣士が引き下がるほどのことをしただろうか、と。

「……ここで諦めて、おまえはそれでいいのか？」

　気づけばそんな、彼女を気き遣づかう言葉が口をついていた。

「諦めたくはない。わたしは勇巳の妹になりたい。しかし……」

　久遠が心細そうに勇巳を見上げた。

　凜り々りしい顔を不安に曇くもらせながら、口だけの強がりを続ける。

　その仕草が勇巳の兄心を刺し激げきした。

　なぜか無む性しように放っておけない感覚に囚とらわれた。

「……別に無理しなくていいぞ」

　気がつけばそんなことを言っていた。

「おまえが甘えてこなくなっても、瀬理とテレサがいるんだ。三人が二人になっても俺の苦労は大して変わらない。だから……」

「いいのか？　わたしは勇巳の妹を目指して……いいのか？」

「まあ……いいんじゃないか？」

　ポリポリと頰をかきながらそっぽを向いた勇巳に、久遠は静かに微笑ほほえんだ。

「うむ……分かった」

　いつの間にか──本当に自分でも気づかないうちに、久遠は勇巳へと歩み寄っていた。

　勇巳から許された安心感が、自然と彼女の身体からだを動かしていた。

　そして勇巳もいつの間にか──本当にいつの間にか、そうやって近づいてきた久遠を受け入れていた。

「ありがとう……」

　トスン──久遠が額を勇巳の胸へと預けた。

「止やめろよ、照れくさいって……」

　むずがゆさを感じつつ、勇巳は彼女の背中をポンポンとたたいた。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






「なぜですか──っ!?」

　伊織のプライドはズタズタだった。

　べしべしとモニターをたたきながら、その向こうに映る兄を責め立てる。

　勝利確実の高みの見物だったはずが、まさかの全敗である。

　驚おどろきと悔くやしさと困こん惑わくと──それらがごちゃ混ぜになって幼い少女の心をかき乱す。

「どうして……どうしてそんなに簡単に甘やかしちゃうんですか……」

　自分は特別だ──それがただの思い込みだったことを突きつけられる。

「うぅ……お兄ちゃんのばかぁ……」

　伊織が悲しみに暮れていると、彼女を慰なぐさめるようにその背中をそっとなでる手が──

「落ち着いて伊織ちゃん、勇巳はお兄ちゃんとして当然のことをしただけよ」

「はい。本当に素す晴ばらしかったですわ」

　ホクホク顔の瀬理とテレサだった。

　それを見た瞬しゆん間かん、かちん──と伊織の中でなにかのスイッチが入った。

「こっ……こうなったらお説教なのです！　誰だれそれ構わず甘やかしちゃうような、そんな節操のないお兄ちゃんに育てられた覚えはないのです！」

　怒いかり心頭のまま部屋を飛び出していく。

　ややあってモニターには、一気に血の気が引いた勇巳の顔が映ったのだった。








九章　お兄ちゃんが妹と寝ねるのは当然です









「…………なにもなかった」

　学校が終わって自宅に帰り着いた勇いさ巳みは、まるで夢を見たかのように呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　学校では遅おそかれ早かれ黒服たちに拉ら致ちされ、強制的に兄部の活動に巻き込まれるのが普ふ通つうとなってしまった日常だ。

　それがどういうことか、今日はただの一度も拉致されなかった。

　普通に授業を受けて普通に休み時間をすごして、今こうして普通に生せい還かんしたのだ。

「これが……幸せってやつなんだな……」

　なんでもないようなことが幸せだったと思う──昔の人は実に良いことを言った。

「どういう風の吹ふき回しか知らないけど……いや、止めよう」

　変に詮せん索さくしたらやぶ蛇へびだ。

　なにもされないならなにも聞かない。それだけだ。

「おかえりお兄ちゃん！　……ってどうしたの!?」

　玄げん関かんで出で迎むかえた伊い織おりが感極きわまって目を潤うるませた勇巳にギョッとした。

「なんでもない、なんでもないんだ……」

「わわっ、お兄ちゃんってば……」

　唐とう突とつに抱だきしめられた伊織があたふたする。

「今日はなんて幸せな一日だったんだろうって感じてたんだ」

「へ、変なお兄ちゃん……。んと、良いことあった？」

「あぁ……たった今それが分かったところだ」

「そ……そっかぁ……。えへへ」

　伊織がふにゃっと頰ほおを緩ゆるませる。

　伊織と一いつ緒しよにいる時間を幸せって言ってくれたんだっ──と勘かん違ちがいしていた。

「お兄ちゃん！　晩ご飯はなにが食べたい？　なんでも作ってあげる！」

　思わぬ兄からのご褒ほう美びに伊織はご機き嫌げんだった。

「もうなんでも……なんだって嬉うれしいぞ！」

「分かった！　伊織、頑がん張ばっちゃうからね！」

　こうして久しぶりに秋あき月づき兄妹きようだいは水入らずの一日を過ごしたのだった。

　一緒に晩ご飯を食べて、テレビを見て、学校での出来事を他愛なくおしゃべりした。

　一緒にお風ふ呂ろにも入った。今度は誰にも邪じや魔まされずに。

　やっと平和だった頃ころの兄妹に戻もどれた──勇巳も伊織も思いは同じだった。




　そんな幸せな時間はあっという間にすぎ、いよいよ夜も更ふけてくる。

「おやすみなさい、お兄ちゃん」

「ん、おやすみ」

　パジャマに着き替がえた伊織と言葉を交かわす。

　しかしどちらも背中を向けない。

　今日という充じゆう実じつした一日が終わるのを惜おしむように。

「……ねえ、お兄ちゃん？」

　気き恥はずかしそうに俯うつむいた伊織がポツリともらす。

「あのね、その……久しぶりに、その……。一緒に……」

「うん？」

「……う、ううん！　なんでもないっ」

　言いかけたお願いを吞のみ込んで伊織は首を振ふった。

「伊織はお姉ちゃんになるって決めたもん！　お姉ちゃんは独りでちゃんと眠ねむれるんだもん！」

　一人前のお姉ちゃんを目指すためにも、甘えたい気持ちをぐっと抑おさえ込む少女だった。

「おやすみなさい！」

　伊織はダッシュで部屋に戻ってしまった。

「さて……俺も寝よう」

　勇巳も部屋に戻った。

　ベッドにどさっと倒たおれ込み、今日という日が幸せだったと改めて思い返す。

「明日もこうだといいなぁ……」

　安らかなまどろみに身をゆだねながら勇巳は眠りへと落ちていった。

　それからしばらくして──彼の部屋のドアがそっと開いた。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






　ふと──変な圧あつ迫ぱく感を感じた。

（……伊織か？）

　一緒に寝たそうだったし、ベッドに潜もぐり込んできたのだろうか──そう思って身体を起こそうとした勇巳は、しかし思った以上に相手が大きいことに気づいた。

　奇き妙みように思いながら布ふ団とんをめくる。




「む、起きたか？」

「────っ!?」

　喉のどから飛び出そうになった大声をすんでの所で吞み込んだ。

　そんな勇巳の苦く悶もんの顔を、彼の胸の上に乗っかった久く遠おんが不思議そうに見上げていた。




「なにをやってるんだおまえはっ」

　伊織を起こしてしまわないように小声で怒ど鳴なる。

　布団を蹴けり飛ばした拍ひよう子しに彼女の全身が、月明かりでうっすらと映し出された。

　髪かみを下ろし、薄うすい白襦じゆ袢ばんをまとった久遠に──思わず息を吞んだ。

「兄部の活動に決まっているだろう。お兄ちゃんと一緒に寝るのは妹の通過儀ぎ礼れいだ」

「だ、だからって夜の家に入り込んでくるなっ」

　勇巳は久遠をベッドから追い出そうともがいた。

　しかし久遠は振りほどかれまいと、彼の身体にしがみついた。

　薄い襦袢を通して彼女の体温が伝わってきた。

「む……玄関の鍵かぎは後で取り替かえておくぞ？」

「壊こわしたんだな……って、そうじゃないっ」

　物音一つ立てずに器用なものだ──と感心している場合ではない。

　早くこの問題児を追い出さなければ、いつ伊織がやってくるか分からない。

　秋月家の壁かべは防音仕様なんかではない。

　ここで騒さわいだら彼女が起き出してしまう。

　それだけは避さけなければならない。

「うむ……これがお兄ちゃんとの添そい寝か……。良きかな……」

「こっちの気も知らずに吞のん気きな……」

「嫌いやなこともきれいさっぱり忘れられる……うむ。良きかな……」

（こんな状じよう況きようで安らぐとか……）

　普通なら眠る時は独りになってリラックスしたいものだろう。

　眠る姿は無防備だ。それを他人にさらすのは普通なら抵てい抗こうがある。

　それなのに久遠は、一緒に眠ることで安心すると言っている。

（普ふ段だんから周囲の目を気にしてるんだろうな……）
















　日本有数の剣けん術じゆつ流派の総そう師し範はんで、尊敬を一身に集めて、導かなければならない。

　ひょっとすると眠る時すら、彼女はその肩かた書がきに縛しばられていたのかもしれない。

（俺に甘える時だけが、なにもかもを忘れられる……か）

　気づけば彼女の侵しん入にゆうを許そうとしている自分がいた。

「……ところで久遠」

　勇巳はふと、さっきの彼女の感想を思い出した。

「なんか嫌なことあったのか？」

　彼女が桐きり原はら一刀流の総師範という地位に疲つかれているとは聞いた。

　誰の目も気にせず甘えたいというのも知っている。

　だが──なにか『嫌なこと』があったというのは初めて聞いた気がする。

　ひとたびお兄ちゃんモードになった勇巳は鋭するどいのである。

「む……」

　それまで蕩とろけていた瞳ひとみがわずかに曇くもった。

「実は……剣道部の部長がしつこいのだ」

「剣道部？　そういえば表向きは指南役だっけ」

「うむ……」

　久遠は気だるそうに続けた。

「たまに道場に顔を出して指導をつける程度でよいと考えていたのだが……」

「そんなにしつこいのか？」

　勇巳が尋たずねると、久遠は彼の身体からだをぎゅっと抱きしめた。

「個人的に稽けい古こをつけてほしいとか、休日もつきあってほしいとか……。応こたえたい気持ちはあるが、それでは甘える時間がなくなってしまう」

「えらくご執しゆう心しんなんだな」

　剣道部の部長と聞いてもパッと顔が出てこない。

　だが久遠に執心するのは分かる気がした。

　日本屈くつ指しの剣の使い手が近くにいれば仕方がないのかもしれない。

「それになんというか……どうもそりが合わないというか、なんというか……」

「なんだよ、歯切れが悪いじゃないか」

　ズバズバ言いたい放題の久遠にしては珍めずらしい。

「その……勇巳からも言ってもらえないだろうか？　わたしはあくまで指南役で、彼だけにそこまで深入りするつもりはないと」

「本人が拒きよ否ひしてもしつこいんだろ？　俺が言ったところで聞くとは思えないけど……」

　無む駄だじゃないかと言いかけたところで久遠が視線を上げた。

「お願いだ……」

　さらに勇巳の身体をぎゅっと抱きしめる。

「……そんな甘え方まで覚えやがって」

　もう的確すぎるくらいに『兄としての責任』を意識させてくる。

　なんとかしてあげなければ──そういう感覚をくすぐってくる。

　こいつは天性の甘え上手かもしれない、そう思う勇巳だった。

「……分かった。そいつに会おう」

「ホントか！」

「ウソなんかつくかよ」

　そんなの兄が廃すたる。

「だから、その……そろそろ家に帰ってくれるとありがたいんだが……」

　このままだと冗じよう談だん抜ぬきで朝まで付き合わされそうだ──そう訴うつたえた勇巳だったが、そうは妹が卸おろさない。

　そう──忘れてはいけない。妹は久遠だけではないのである。




「先を越こされた!?」

「ぬかりましたわ！」




　ドアの向こうに悔くやしがる瀬せ理りとテレサがいた。

　瀬理は可愛かわいいピンクのパジャマ、テレサは──透すけてしまいそうなネグリジェだった。

「ずるいわよ久遠！」

「約束の時間になっても二人が来ないからだ」

「ＳＰの目を盗ぬすむのに苦労したんですの！」

「いいわよねぇ……久遠は身軽で」

　さすがに夜中に抜ぬけ出すとなると、黒服たちも神経をとがらせていたのだろう。

　財ざい閥ばつ総そう帥すいと王女に比べれば剣術総師範は自由が利きくのである。

「勇巳も勇巳よ！　どうしてあたしたちが来るまで待てないのよ！」

「えこひいきですわ！」

「とりあえずおまえら静かにしろっ」

　いつ伊織が起きてこないかとヒヤヒヤの勇巳だった。

「まあいいわ。気を取り直して兄部の活動といきましょう」

「勇巳様、しっかりとわたくしを寝ねかしつけてくださいませ」

「むう……わたしのことも忘れるなよ？」

　三人はベッドの上で思い思いに勇巳に身体をすり寄せた。

「あぁ、これがお兄ちゃんとの添い寝っ!!　なんという至福の瞬しゆん間かん……すりすり」

「ちょっとテレサ、くっつきすぎじゃない!?　そんなにべったり……」

「んふふ～……勇巳様ぁ……」

「……と、とりあえずあたしもやってみようかしら……って!?」

「ここはわたしだ。譲ゆずらないぞ？」

　反対側から勇巳に迫せまろうとした瀬理を久遠が阻はばんだ。

　横たわる勇巳の左右からテレサと久遠が抱だきつき、気づけば瀬理が取り残されていた。

　二人してうっとりと表情を蕩けさせている。

「な、なによ二人だけで……」

　無防備すぎる久遠とテレサの甘えっぷりに瀬理がたじろいだ。

　自分も甘えたいのに居場所をもらえず、おろおろすること数秒。

「……あ、あたしも混ぜなさいよっ！」

「ごふっ!?」

　結局は我が慢まんできなくなった瀬理が、勇巳の身体にダイブして押しつぶした。

「お、おまっ……」

「あたしもちゃんと寝かしつけてよねっ」

「そうじゃなくてっ！」

　寝ている勇巳の上にそのまま向かい合わせで瀬理が乗っかっているのだ。

　いろんなところがぴったんこである。

　両りよう隣どなりから抱きついてくる二人のことも頭の中から吹ふっ飛んだ。

　ここで『はっはっは、しょうがない妹だな』なんて余よ裕ゆうを持てれば相当にお兄ちゃんなのだろうが──さすがにこんな大だい胆たんな甘え方は伊織でも経験のない勇巳だった。

「なによ！　あたしは甘やかしてくれないってわけ!?」

「頭を冷やせ！　自分の格好を見ろっ！」

　ビシッと現実を突つきつける。

　そこでようやく瀬理は自分の体勢を思い出した。

　あわあわと視線が泳ぎ、首まで真っ赤になる。

　それまで無造作に勇巳に押しつけていた胸を、少しだけ浮うかせる。

「た、確かにちょっとやりすぎたかも……」

　瀬理がゆっくりと身体を起こす。

　その時、相変わらず勇巳の両側でお兄ちゃんを満まん喫きつする二人が目に入った。

「お兄ちゃん……これがお兄ちゃんなんですわぁ……」

「すやすや」

　二人して勇巳の腕うでに抱きついて幸せそうにまどろんでいる。

「……むか」

「お、おい……」

「やっぱりここはあたしのものよっ！」

「ごふぅ!?」

　再び勇巳の胸にダイブする瀬理だった。

「あたしだけ我慢するなんて不公平よ！」

「そんなこと言っても……」

「うるさい！」

　瀬理が恥はずかしさと悔しさをごちゃまぜにした顔で睨にらみ付ける。

　うっすら涙なみだまで浮かべていた。

「なんでおまえ、そこまで真しん剣けんになって甘えてくるんだよ……」

「…………だって負けたくないし」

　ぐりぐりと勇巳の胸に額を押しつける。

　ぶつぶつ文句を言いながら、しかし離はなれようとしない。

　なんというか、まんま拗すねた妹だった。

　拗ねた妹だと思うと──

「……分かったよ。好きにしろ」

　急に放ほうっておけなくなる勇巳だった。

　ぴったりくっついていることも気にならなくなってくる。

　それよりも、この困った妹が早く機き嫌げんを直してくれればいいな──と自分の身体を差し出すのだった。

「後で二人とケンカしたりするなよ？」

「しないわよ、子供じゃないわ」

　この状じよう況きようをビデオに撮とって後で彼女に見せてやりたいものだ。

（やれやれ……）

　両腕に久遠とテレサ、身体の上には瀬理──少女布ぶ団とんのできあがりだ。

　よく考えなくても非常識極きわまりないのに、驚おどろくほど冷静な自分がいる。

　頭はクリアで呼吸も落ち着いている。脈も普ふ通つうにリズムを刻んでいる。

（俺も慣れたもんだな……）




「暖かそうですね、お兄ちゃん」




　聞こえてはいけない声が聞こえた。

　瞬間、勇巳の脳みそが沸ふつ騰とうして呼吸が止まって、心臓が狂くるったみたいに跳はねた。

　一いつ瞬しゆんで全身に冷や汗あせを浮かべながら、恐おそる恐おそる視線を上げた。

　ジト目の妹とバッチリ目が合ってしまった。

「お、起きちゃったのか……？」

「あれだけドタバタされたら嫌いやでも起きるのです」

「……そりゃそうだ」

　三人をどうにかしようとするあまり、伊織のことが頭からすっぽり抜け落ちていた。

　久遠たちの前では立派にお兄ちゃんを全まつとうできるのに、実の妹の前では形無しになるお兄ちゃんがいた。

「どうした勇巳、なにやら震ふるえているようだが……？」

「勇巳様？　急に汗が……」

　久遠とテレサが起き出す。

　勇巳の異常に気づき、同時にその視線の先にいる伊織に気づく。

「今日のお兄ちゃんは店じまいなのです。とっとと帰るのです」

『……はい』

　兄部名めい誉よ顧こ問もんに逆らえるわけなかった。怒おこった妹は怖こわいのである。

　まだむにゃむにゃとまどろむ瀬理を両りよう脇わきから支え、三人の妹が部屋を出て行った。

　そして訪おとずれる、重苦しい空気。

「なにか言うことはあるですか？」

「……ございません」

　現行犯逮たい捕ほされたらなにも言えない。

　勇巳はベッドの上で正座したまま審しん判ぱんを待った。

「…………それではお兄ちゃんに罰ばつを言い渡わたすのです」

　伊織はゆっくりと勇巳に近づいた。

　じれったくなるほどゆっくりと。まるでためらうかのように。

　そうして兄を見下ろすところまで来た伊織は──ぽふっとベッドの中に潜もぐり込んだ。

「えっと……伊織？」

　予想外の判決に被ひ告こく人にんから疑問の声が上がった。

「またあいつらが忍しのび込んでこないようにってことか？　それならさすがに今夜はもうないと思うんだが……」

「問答無用なのです」

　伊織は布団の隙すき間まから勇巳をじとーっと見つめた。

　そんな妹を勇巳は──なんとなく懐なつかしく思った。

「まあ……いいけどな」

　勇巳はそれ以上は言わず、自分も横になって天てん井じようを眺ながめた。

　こうして一いつ緒しよに寝るのは久しぶりだ。

　前に一緒に眠ねむったのはいつか思い出そうとして、失敗した。

「おやすみ伊織……」

　まどろみに身を任せた勇巳の意識が薄うすれてゆく。

　そんな兄に伊織はポツリと呟つぶやいた。

「最初から我慢しなきゃよかったなぁ……」

　寝ね息いきを立て始めた勇巳の胸にぐりっと額を当てながら、彼女もまぶたを閉じた。








十章　お兄ちゃんが妹のピンチに駆かけつけるのは当然なのです









　翌日の放課後、勇いさ巳みは久く遠おんと一緒に剣けん道どう部の道場へと向かった。

　昨日の彼女との約束を果たすためだ。

　だが勇巳の予想よりも、事態は相当にややこしそうだった。

「やぁ桐きり原はらくん！　ようやく決心してくれたんだね！」

　現れた勇巳と久遠は剣道部部長に歓かん迎げいされた。

　いや──歓迎されたのは久遠だけだった。

　彼の視線は久遠だけに釘くぎ付づけで、隣となりの勇巳のことは微み塵じんも気にかけていない。

「やっとボクのところに来てくれる決心をしたんだね！　大だい丈じよう夫ぶ、君とボクとなら絶対に上手うまくいくよ！」

　やや茶色に染めた長ちよう髪はつをかき上げながら大げさな動きで久遠を誘さそう。

　礼に始まり礼に終わる剣道、というイメージとはそぐわない先せん輩ぱいだった。

　おまけに剣道場にはやけに女子生徒が多かった。それも部員ではなく見物人としてだ。

　その視線の先を見ればことごとく部長に集まっている。

　元気な部長とは対照的に男子部員が淡たん々たんと竹刀しないを振ふっているのが印象的だった。

（久遠が言いたかったことが分かるな……）

　確かにこれはなんとも言いがたい。

　真ま面じ目めに剣一筋で生きてきた久遠には、おそらく人生で初めて出会う人種だろう。

「……勇巳」

　部長の勢いに飲まれそうになった久遠が勇巳の背中に隠かくれる。

　そこでようやく、部長の目が勇巳に向いた。

「…………誰だれだい？　関係者以外の立ち入りは遠えん慮りよしてもらいたいんだが？」

　あからさまに不ふ機き嫌げんな声をぶつける。

「あちこちに見物人がいますけど？」

「彼女たちはボクの応おう援えんに来てるんだ。許可なく入ってきた君とは違ちがう」

　部長が女子にウインクを送ると黄色い声せい援えんが飛んだ。

「さて……。用がないなら出ていってもらおうか。いや、用があっても出ていってくれ。ボクは君に用事はない」

「そうはいかないんですよ先輩」

　部長の視線から久遠を遮さえぎるように立ちはだかる。

「不ふ愉ゆ快かいだな……」

　頭半分ほど身長が高い部長が勇巳を見下ろす。

「どう言えば分かってもらえるのかな……物分かりの悪い後こう輩はいは嫌きらいだ。ボクは出ていけと言ったんだ」

「なら約束してください。もう久遠を無理に剣道部に縛しばり付けないと」

「なぜ君に約束する必要がある？　ボクと桐原くんの話だ。ボクはただ、桐原くんにもっと指導してくれと頼たのんでいるにすぎない。そのどこが問題だって言うんだい？」

「その久遠が……」

　そこまで言って勇巳が思い留とどまる。

　本当の理由を伏ふせたままどう説得したものか。

　久遠が嫌がっているから、と引き下がらせるつもりだったが、この部長の性格を見れば諦あきらめそうにない。

「どうした、黙だまり込んで」

「……久遠には兄部……ANIBでの活動があります」

「あぁ、聞いたよ。だが桐原くんはもっと剣道に重きを置く方がいいとボクは思うね。そりゃ理事長の子やお姫ひめ様も大事だろうけど」

「どうして久遠のやりかたを先輩が決めるんですか？」

「心外だな。ボクはただ教えを請こうているだけだ。それすら問題視するのかい？」

　ふふんと鼻を鳴らす。

「勇巳……」

　背中にかすかに熱を感じた。

　久遠が心配そうに身体からだを寄せてきた。

「そもそも君は誰だ。名乗りもせずにずいぶんと失礼なやつだ」

「俺は……」

「別に君の名に興味はない。ただ失礼なやつだと言っているだけだ」

「くっ……」

　とことん馬ば鹿かにしきった態度だった。

「なあ、邪じや魔ましないでくれないかい？　ボクは真しん摯しに桐原くんから学びたいだけだ」

　ファサッと髪かみをかき上げながら面めん倒どうくさそうに吐はき捨てる。自分と久遠の間に飛んできた蚊かとんぼ──その程度にしか勇巳のことを見ていない。

　見知らぬ下級生の男子に嫌われようが憎にくまれようが、痛くもかゆくもないのだ。

「……待てよ。どこかで見たことのある顔だ」

　勇巳など眼中になかった部長がふと思案顔になる。

「そうだ……秋あき月づきだったか。桐原くんに腕うでを認められた後輩がいると聞いたことがある。どんなやつかと思っていたが、そうか、君か……」

　遠慮なく値ね踏ぶみする視線が勇巳に突つき刺ささる。

（そういえばそういう設定になってるんだった……）

　今や『ANIBにこき使われるだけの雑用係』と思われているが、久遠とのきっかけはそれである。

「君がね……それほど強そうには見えないが……」

　どうリアクションしたものか勇巳は困ってしまった。

　この部長がなにを企たくらんでいるのか、それが分からない以上は下手にものも言えない。

　なにせこちらはウソにウソを重ねている。変に勘かんぐられるとやっかいなことになる。

　それに言葉を間ま違ちがえると──

（久遠や瀬せ理りやテレサまでウソつきってことになっちまう……）

　被ひ害がいは自分だけに留まらない。

　突き抜ぬけた甘えん坊ぼうたちも、表向きはそれぞれの分野を代表するスーパー女子だ。

　ANIBという心のオアシスを守るためにあの手この手を尽つくしているが、もしもウソがばれたらイメージダウンは計り知れないだろう。

（面倒なことになったぞ……）

　どうしたものかと勇巳が考え込んでいると、背中から声が聞こえた。

（勇巳、あの者はなにを唸うなっているのだ？）

　久遠が勇巳の背中に身体を寄せて囁ささやいた。

（おまえが俺を『剣道の素質がある』って言ったから不ふ審しんに思ってるんだよ）

（……そんなこと言ったか？）

（もはや覚えてすらいねぇ……）

（勇巳に甘えるきっかけとして、そんなことを言った気もするが……）

　そのきっかけのおかげで目をつけられているというのに、久遠は吞のん気きなものだった。

「…………とてもそうは見えないね」

　勇巳と久遠がこそこそやっていると、部長は釈しやく然ぜんとしない様子で勇巳を見み据すえた。

　しかしさっきまでのバカにしたような目ではなく、射い貫ぬくような力強い目で。

　チャラいだけの男が一転、剣けん士しの顔になる。

　その表情に勇巳は思わず背筋が震ふるえた。

（とんでもない人に目をつけられたぞ……）

　剣道はまったくの素人しろうとである勇巳だが、それでも肌はだで感じた。

　この先輩はチャラいだけの口だけ部長ではない、と。

　剣道部を率いる立場に見合うだけの実力はちゃんとあるのだ、と。

「だが桐原くんがそう言ったのなら信じるしかないな。残念だが信じるしかない……」

　そう言うと部長はずいと一歩前に出た。

　さっきまでの無関心から一転、あからさまに敵意をあらわにして。

　道場の中がシンッ──と静まりかえった。

　取り巻きの女子生徒たちも何事かと顔を見合わせている。

　細々と稽けい古こしていた男子部員も素す振ぶりを止め、勇巳に迫せまる部長を眺めていた。

「桐原くんが実力を認める者が近くにいるなら、なるほど……ボクの誘いを断ってしまうのも仕方がないかもしれないね」

「あんた、急になにを……」

「きっとボクよりもよほど腕が立つんだろう。そう……ボクなんか足あし下もとにも及およばないくらいに」

　口ではそう言いながら、なおも威い圧あつ的に勇巳を見下ろす。

　その目が雄ゆう弁べんに語る──ボクは信じないぞと。

　久遠がいる前だから話に乗っているだけなのだと。

「う、うむ！　分かってくれればいいのだ！」

　一方、そんな腹黒さなど気づきもしない久遠は、部長の言葉に素す直なおに喜んでいた。

　誰にも見られていなければ『これで思う存分、勇巳に甘えられるぞ！』と抱だきついていたかもしれない。

（これのどこが分かってくれてるんだよ……）

　どこまでもド天然な久遠にほとほと呆あきれる勇巳だった。

「じゃ、じゃあそういうことで……」

　こんなところはさっさとおさらばしよう──長居はしたくない勇巳が踵きびすを返す。

　だが、すっと伸のびてきた腕がその肩かたをつかんで引き留めた。

「そこで……提案だ」

　あぁ──と勇巳は天を仰あおいだ。

（そりゃそうだ……。なにも解決したわけじゃないんだ）

　はっきりと感じる。事態はなにも解決していない。改善もしていない。

　むしろ悪化──いや、致ち命めい傷しようになりつつある。

　その証しよう拠こに、ほら──

「しかしボクは桐原くんを諦められない。どうだろう、ここは剣の道に関かかわる者同士……これで決着をつけるというのは」

　竹刀を掲かかげながら挑ちよう発はつしてくる部長を前に、どうにも逃にげられなくなってしまったのだから。

「受けてくれるかな？」

（かな、じゃねーよ）

　どこに拒きよ否ひ権があるのだ、と勇巳は胸の中で毒づいた。

　ここには大勢の生徒の目がある。しかも自分は久遠が剣道の素質を認めたということになっている。

　否いなと言ったが最後、ここにいる全員から反感を買うことだろう。

　もちろんそれがすぐにどうということはない。

　しばらく白い目を向けられるだろうが、そんなのは今に始まったことではない。

　伊い織おりがケガをしたから早退する。伊織が熱を出したから欠席する。

　伊織が近所のガキ大将とケンカしたと聞いて授業を抜け出す。

　妹のために振り回されてるやつ──そう見られ続けてきた八年間である。

　嫌いやというほど耐たい性せいは付いたし、乗り切る自信は十分にある。

　問題なのは久遠の方だ。

　白い目はもちろん彼女にも向かう。

　なんであいつは秋月勇巳が勝負を避さけるのを黙って認めたのか──とか。

　言いがかりにも近いのだから聞き流せばいいのだが、はたしてそれができるだろうか。

　おそらくこんな状じよう況きようは経験がないだろうに、はたして耐たえきれるだろうか。

（さて……）

　チラリと背後を振ふり返る。

　強こわばった顔でスカートの裾すそをギュッと握にぎる久遠が見えた。

「…………分かった」

　やがて勇巳が答えると、剣道場がドッと歓かん声せいに包まれた。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






『勝負の日時はそちらで決めて構わない。急な申し出だ、いろいろ準備もいるだろう』

　女子生徒たちから黄色い声せい援えんを受けてなお、剣道部部長は浮うかれることなく勇巳に告げた。

　おまえは勝負から逃げることもできず、ただボクに無様に負けるんだ──すでに手中にした勝利を見せつけるような余よ裕ゆうを見せていた。

　勇巳と久遠が剣道場から退出した時、そろって青い顔をしているのがお互たがいに見えた。「…………すまない」

　久遠が絞しぼり出すような声で謝った。

「わたしの……わたしがついたウソのせいでこんなことに……」

　久遠も部長の実力はおおよそ推おし量っていた。

　自分には到とう底てい敵かなわない。だが勇巳がこれからいくら剣道を習っても追いつけない。

　つまり勇巳には万に一つも勝機がないということだ。

　それでも勝負を避けなかった──自分のために勇巳は無茶な橋を渡わたろうとしている。

　それが分かっているが故ゆえの久遠の謝罪であり、そこに込こめられた感謝であった。

「…………」

　勇巳は応こたえず、ぼんやりと空を眺ながめながら歩く。

　久遠からは彼の表情が見えなかった。それが不安だった。

「や……やはり中止にしてもらおう！」

　焦あせったように久遠が声を上げる。

「わたしのことなど構わない。勇巳の身体からだの方が心配だ。なに、ウソつきだと罵ののしられようが勇巳がいてくれるならわたしは……」

「却きやつ下かだ却下」

　勇巳は興奮した久遠をなだめるようにその頭に手を置いた。

　なんのためらいもなく、それが当然であるように彼女の髪かみをなでた。

「い……勇巳……？」

　久遠が戸と惑まどう。自分から甘えにいったわけでもないのに勇巳がこうして甘やかしてくれるのは、初めてのことだった。

「いいから落ち着け。こちとら全力で覚かく悟ごを決めてる最中なんだから」

「覚悟……ということは、本当に勝負するのか？」

「おまえのライバルとして疑われない程度の負け方をしないとダメだろ？」

「しかしそれは……」

　実力差を考えれば完敗するのが道理だ、と久遠が暗に告げる。

　拮きつ抗こうとか互ご角かくという言葉の混じらない、一方的な試合になると。

　それでも勇巳は久遠の髪をなで続けた。

「演劇部のやつに相談してみるかな……。カッコイイ負け方を身につけるくらいなら俺にでもできるかもしれない」

　茶化すように微笑ほほえむ勇巳に久遠は胸が締しめ付けられた。

「勇巳……なぜだ……。なぜそこまで……」

　わたしを責めてくれないのだ──と。

　全面的に悪いのは自分で、勇巳は巻き込まれただけなのに。

　それなのにどうして笑ってくれるのだ。

「ええい、そんな顔するな」

　少し乱暴に髪をわしゃわしゃする。

　久遠がくすぐったそうに俯うつむいた。

「おまえがそんな顔してると調子が狂くるう。いつもみたいに仏ぶつ頂ちよう面づらで威い張ばっていろ」

「だが……」

「いいから」

　最後にポンと頭をたたき、勇巳は久遠に笑いかけた。

（ホント……俺はなんで納なつ得とくしてるんだろうな）

　そう遠くない未来に剣道部部長からフルボッコにされるのが確定したというのに、どうしてこんな『しょうがないか』──みたいな気分になっているのだ。

　普ふ通つうここはもっと狼狽うろたえたり、こんな状況を招き込んだ久遠に腹を立てたり、そういうものじゃないだろうか。

　それなのに胸にわいてきたのは──久遠のためにどうにかしなきゃということだけ。

（確かにこいつを妹扱あつかいするとは決めたけど、それはこいつの欲求を満足させるために仕方なく付き合っていたわけで……）

　凜りんとしたりオロオロしたり、なにかとせわしない少女だ。

　脅おどしてきたり甘えてきたり。脅しながら甘えたり、甘えながら脅してきたり。

　剣けん士しの風格を表したかと思えば、甘やかされたいオーラをこれでもかとぶっ放してくる。

　真逆な顔、真逆なリアクション。

　正直、扱いに困る。

　面めん倒どうだしうっとうしい。

　でも──心の底から嫌だと思えないのはなぜか。




『妹のピンチに駆かけつけるのはお兄ちゃんの義務である』




（あぁ……そうか……）

　心のどこかでお姉ちゃんを欲ほつしていても。自分を甘やかしてくれる誰だれかを求めていても。

（やっぱり俺は……お兄ちゃんなんだな）

　身に染しみついた癖くせというか習性というか。

　甘えてくる誰かを邪じや険けんにできない。応えてあげなきゃという、まったくもって意味不明な責任感に駆り立てられる。

　伊織にそうしてきたように、久遠にもそうしてしまうのだろう。

　でも仕方ないのだ。お兄ちゃんなのだから。

（最近は伊織が独り立ちしてるからなぁ……）

　大人っぽく、姉っぽく振る舞まうよう心がけてきた伊織である。

　それはつまり、昔のように無む邪じや気きに甘えてくることが少なくなったということだ。

　そうやって育っていく妹を嬉うれしく思いながらも、心のどこかでは欲していたのかもしれない。




　俺にお兄ちゃんらしいことをさせてくれ──と。




（そこに久遠が現れた。瀬理とテレサも現れた。そして三人ともが俺に迫せまってきた……）

　甘えさせろ──と。

（これじゃ俺の方が妹を欲ほしがっていたみたいだな……）

　立派に育ってしまった伊織の後を引き継つぐ、甘やかしたい誰かを。

「はぁ……俺も毒されたな」

「その……勇巳？」

　久遠が不安そうな顔で見上げてきた。

「……なんでもない。どうやって剣道勝負を乗り切るか、考えないとな」

　妹のためだ、逃げるわけにはいかない──自然と覚悟を決めてしまう勇巳だった。

「瀬理とテレサに話してみよう。あの二人なら、なにかとんでもない解決方法を思いつくかもしれない」

　はたしてそれが正道か邪じや道どうかは別として。

　怖こわいくらい頼たよりになる妹二人に相談することにした。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






「またやっかいなことになったわね……」

「ですわね……」

　理事長室で迎むかえてくれた二人は、勇巳から話を聞くと深いため息をもらした。

「しかも他の生徒の前で勝負に同意したんじゃ、撤てつ回かいするわけにもいかない……と」

「そういうわけだ。なにか思いつかないか？」

「そうおっしゃられましても、なかなかひっくり返すのは難しいですわ」

「そうねぇ……」

　大人たちの中で日々、世界経済の波を渡り歩いている瀬理。

　一国の王女として外交交こう渉しようも手にかけているテレサ。

　この二人がそろって苦い顔をする。状況はこちらが圧あつ倒とう的に不利だった。

「いっそのこと今からごめんなさいしてきたら？　こっそり謝って勝負はなかったことにしてもらうってのも……」

「それはダメだ」

　勇巳は即そく座ざに突つき返した。

「それじゃ部長は久遠を諦あきらめない。久遠につきまとうに決まってる」

「あたしとしては勇巳の無事の方が大切なんだけどね。病院送りにされたらなかなか甘えられなくなるし」

　瀬理はふざけて言いながらも思わず頰ほおが緩ゆるんだ。

　久遠のために勇巳がここまで必死に頑がん張ばる、そんなお兄ちゃんの姿を頼たのもしく感じた。

　そんな心境はテレサも同じだったようで、

「それでは知ち恵えを絞りましょう。勇巳様と久遠様のためにも」

　降ってわいた難題に果か敢かんに挑いどむのだった。

「さて……とりあえず勇巳、当時のやり取りをちゃんと話してみて。一いつ切さい合がつ切さいを詳くわしくね」

「そう言われても、たいして付け足すことはないんだけど……」

　勇巳は詳しよう細さいを端折はしよらずに瀬理とテレサに説明した。

　剣道部部長が久遠に絡からむのは、剣道ではなく久遠自身が狙ねらいだろうということ。

　自分が久遠から素質があると認められたのを腹立たしく思っていること。

　生徒たちの目がある手前、挑まれた勝負から逃にげるわけにはいかなかったこと。

「……ってところだ」

　勇巳の話を聞く間、瀬理とテレサは黙だまって目を閉じていた。

　そしてすべてを聞き終わった後、ゆっくりと顔を上げると、

「なんだ。穴だらけじゃない」

「ええ、いくらでも解かい釈しやくの違ちがいで挽ばん回かいできそうですわ」

　一転して事態を楽観していた。

「ど、どういうことだ？　なにが違うんだ？」

　みんなの前で剣道で勝負する約束をした──そのどこに穴があるのか。

「あのね勇巳、約束ってのは大切よ。絶対に守らなきゃならない。だからこそ、その中身には一字一句の無む駄だも欠けつ如じよも許されない」

「勇巳様は肝かん心じんな部分についてはなにも約束していないということですわ」

「……すまん、さっぱりだ。あそこにいた生徒たちも聞いていたし、今になって肝心な部分もなにもないと思うんだが……」

「その……わたしも分からない」

　勇巳と久遠がそろって二人の会話から周回遅おくれになっていた。

「つまりね、勇巳とその部長との約束には重要な文言が抜ぬけているの。それはね……甲こうと乙おつよ」

　甲と乙──契けい約やく書でよく使用される単語だ。

　誰と誰が交かわした契約であるか、その当事者を示すのが甲と乙だ。

「そりゃ……あの場で具体的に誰と誰がなんて言わなかったけどさ……」

　だがあの状じよう況きようでは当事者が自分と部長であるのは明白だ──と勇巳が言うも、二人はそこに穴があると言い張った。

「じゃあ、勝負するのは俺じゃないってことか？　それじゃ相手は……久遠か!?」

　確かに彼女なら容易に勝てるだろう。

　だが──それでは後々やっかいなことになるのではないか。

「久遠がいくらあいつをたたきのめしても、諦めるとは思えないぞ？　それに久遠が割って入ったって知られたら……」

　間ま違ちがいなく彼女への風当たりが強くなる。

「もう……そんなに心配しないの」

「妹を心配するお兄ちゃんとしては合格ですが、少し落ち着いてくださいませ」

　あくまで瀬理とテレサは冷静だった。

「それはもちろん、あたしも考こう慮りよしてるわよ。五つくらい対応策を思いついたから、どれを選ぶか考えてるところ」

　いったい誰に相手をさせるんだろう──勇巳と久遠がまったく話についていけない中で、ふとテレサが申し出た。

「ところで瀬理様、わたくしの意見を申し上げてよろしいでしょうか？」

「どうぞ」

「勇巳様が先ほどおっしゃったように、その部長様、久遠様を我が物にするのが目的ですわ。ですがそれを他の生徒に知られるのは困るのではないかと推測します」

「女子から人気みたいだし、久遠だけに執しゆう着ちやくしてるのがバレるのは問題よね」

　剣道場に多くの女子生徒が集まっていることからもそれは正しいと瀬理は判断する。

「ですから彼の狙いをくじくには、勝負の中身で勝つことはもちろん、部長様が負けたことを後で騒さわぎ立てないようにするのが肝かん要ようと考えますわ」

「同意見。それで？」

「男が女に手を出せなくなって、さらに心をへし折る最適な方法がありますわ……」

　テレサがクスリと微笑ほほえむ。

　それを受けた瀬理もややあって──やはりクスリと微笑んだ。

「……あなた、あたしと同じこと考えてるわね？」

「話が早くて助かりますわ」

　財ざい閥ばつ総そう帥すいと王女の間で以心伝心する。

　世界を舞ぶ台たいに活かつ躍やくする二人だけあって、ここに剣けん一筋で生きてきた久遠が割って入るのは荷が重かった。

　いわんや、ただのお兄ちゃんにすぎない勇巳が口を挟はさめるはずもなかった。

「…………なにがどうなるんだろうか」

「わ、分からない……」

　別の大事件が起こりそうな漠ばく然ぜんとした不安に背筋を震ふるわせる二人だった。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






　剣道部部長のところに勝負の日時と場所を知らせる連れん絡らくがきたのは、対決が決まってから一週間後のことであった。

　剣道部の後こう輩はいが、渡わたすように頼まれたと言って放課後に持ってきたのだ。

「このまま逃げ回ってくれれば、心置きなく桐原くんを手に入れられたんだが……」

　勝負から逃げたやつには邪じや魔まする理由がなくなっていただろう。

「そっちの方が楽だったけど……まあいい。ちょっと邪魔者を追い払はらえば結果は同じだ」

　部長の頭の中では、すでに久遠は我が物となっていた。

　すでに秋月勇巳という生徒について調べはついている。

　妹を持つ兄ということ以外になんら特とく徴ちようのない男子生徒だ。

　もちろん剣道の経験もない。彼女がやつの肩かたを持つ理由は知らないが──そんなものは彼女さえ手に入れればどうでもいい。

（桐原一刀流の総そう師し範はん、見た目も悪くない……これはいろいろ楽しめそうだ）

　邪よこしまな感情がこみ上げるが抑おさえるつもりもない。

　だって自分はすでに勝者なのだから。

「さて、勝負の日時と場所は……」

　古風にも毛筆で『果たし状』と書かれた手紙を開く。

「次の土曜日か。場所は……なんだ、学校じゃないのか」

　勝負の場所として知らない住所が書かれていた。

　スマホで検けん索さくすると──再開発が進む郊こう外がいの空き地だった。

「負けるところを見られたくないってことか……。ふん、見苦しい」

　悪あがきをするにもやり方があるだろうに。

「……絶対にぶちのめしてやる」

　人払いをしても無駄だ。部員も女子たちも集められるだけ集めて、その目の前で無様な姿をさらしてやる。

　あらん限りの恥はじをかかせてやる。もう二度と大きな顔ができないように。

　その結果としてやつが学校にいられなくなっても、そんなのは知ったことではない。

「見てろよ……とことん追い込んでやるからな……」

　ほの暗い笑えみがこみ上げるまま、彼は己おのれの勝利を祝った。




　土曜日、剣道部部長は剣道武具一式を袋ふくろに詰つめ、制服姿で家を出た。

　目的地である郊外の空き地までは電車と徒歩で一時間ほどの距きよ離りだ。

　移動中の時間、生意気な後輩をどうやって痛めつけるか、それだけを練ねっていた。

　歯の二本、三本は砕くだいてやろう。

　腕うでの一本もへし折ってやろう。

　全身をボロボロにしてやろう。

　そんなことばかり考えていた。

　だから彼は気づかなかった。

　周囲に外国人が妙みように多いことに。

　ガタイの立派な大男たちが妙に多いことに。

　そして目的地に近づくにつれて、その密度が高くなっていることに。

　電車を降り、目指す空き地まで歩く間も、彼は勇巳の痛めつけ方を熱心に練り込んだ。

「くっく……さあて、やってやろうじゃないか！」

　意気揚よう々ようと空き地に乗り込む。

　乗り込んだ──はずであった。

「…………は？」

　部長は目の前の光景に言葉を失った。

「ば、バカな……」

　送られてきた果たし状を慌あわてて取り出し、住所を確かく認にんする。

　しかし間違いない、目的地はここで合っている。

「なんで……どうしてっ!?」

　愕がく然ぜんとする部長を尻しり目めに、彼と同じ方向に歩いてきた外国人や大男が彼を追い抜いて空き地に入っていく。

　いや──空き地だった場所に入っていく。

　そこには、部長の眼前には──荘そう厳ごんなチャペルがそびえ立っていた。








十一章　お兄ちゃんと妹は結ばれてしまったのです









　よもや一週間で建設されたとは思えないほど立派なチャペルの新しん郎ろう控ひかえ室に、借りてきた猫ねこのようにカチコチになった秋あき月づき勇いさ巳みがいた。

　白のタキシードに身を包み、髪かみをポマードでガッチリ決めている。

「どうしてこうなった……」

　独りポツンと佇たたずむ勇巳は頭を抱かかえた。

　なにせ状況を知ったのはつい数時間前──ここに到とう着ちやくしてからなのだ。

　ここ数日、瀬せ理りもテレサもなにも教えてくれなかった。

　久く遠おんもどこかよそよそしかった。

　そして今朝、敗北確実の勝負を前に覚かく悟ごを決め、伊い織おりに勘かんづかれないようにウソをついて家を出て、いざ乗り込んでみたらチャペルである。

『あいつら……建てやがったなっ！』

　啞あ然ぜんとしていた勇巳はいつの間にか両りよう脇わきをスタッフらしき人たちに抱えられ、連れ去られ、着き替がえさせられて今に至るのである。




「あの二人……とんでもないこと考えてたんだな……」

　瀬理とテレサに相談してから今日までの一週間、彼女たちの手によってすべて立案と実行がなされていたのだ。

　自分や久遠には『とりあえず任せといて』となにも教えずに。

「あら、お似合いじゃない」

「ステキですわ勇巳様」

　短いノックの音に続いて今回の立たて役やく者しや二人が部屋に入ってきた。

　淡あわいグリーンのドレスにショールをまとった瀬理と、胸むな元もとが大きく開いた青のドレスに身を包んだテレサである。

　そして二人の間から飛び出してきたのは──

「お兄ちゃん！」

　これまた薄うすいオレンジのドレスを着き飾かざり、うっすら化け粧しようをした伊織だった。

「なんでここにいるんだ？」

「おうちにいたらあの二人が家に入ってきて連れてこられたの！」

　心細かったのか、伊織は顔をクシャクシャにして勇巳に泣きつく。

　知らない顔ではないにせよ、ほとんど他人と同じ二人に誘ゆう拐かいされれば当然だろう。

「伊織がなにを言っても聞いてくれなくて、ここに着いたら着替えさせられて……。ホントに……えっく、怖こわかったよぉ……」

　よしよしと伊織の頭をなでながら勇巳がジロリと二人を睨にらむ。

「だって仲間外れなんてかわいそうじゃない」

「そうですわ。勇巳様の晴れ舞台なのですから」

　瀬理とテレサが悪びれる様子もなくケロッと言う。

「……説明してもらおうか」

「なんかご機き嫌げん斜ななめ？　これも勇巳と久遠のためを思ってのことよ？」

「そうですわ。須す賀が沢さわ財ざい閥ばつとトライヤード王国の全面バックアップですの」

　ほめてほめて、と言わんばかりの二人だが、さすがに場所と状じよう況きようを考えたのか勇巳に飛びつくようなことはしない。

　上品なレディーに徹てつしていた。

「まず確認だ。これは結けつ婚こん式だよな？」

「ほかになにがあるの？」

　当たり前じゃない、と瀬理が首を傾かしげる。

「……誰だれと誰の？」

「その格好でそれをおっしゃいますの？」

「…………だよな」

　新郎スタイルにコーディネートされた自分、そしてここにはいない久遠──この両名が今日の主役であるのは明白だ。

「お兄ちゃんが結婚するの!?」

　ビックリして飛び起きた伊織は、そこで初めて兄が新郎の衣い装しようをまとっていると気づいた。

「えっ、誰と結婚するの!?」

「久遠様ですわ」

「それって……もう一人のお姉ちゃん!?」

　いろんなことが一気に頭に飛び込んできて伊織の脳みそがパンクする。

　兄を家から送り出したと思ったら怖いお姉さん二人に連れ去られ、有う無むを言わさず着替えさせられたら兄の結婚式が待っていた──とてもではないが小学三年生に処理しきれる内容ではない。

「だって……えっ？　お兄ちゃんは、だって……」

「伊織、おまえの言いたいことはなんとなく分かる。でもな、俺もさっぱりなんだ。だからそこの二人に説明してもらおうじゃないか」

「う、うん……」

　伊織はそれ以上騒さわがず、素す直なおに勇巳の言うことを聞いた。

「……で、説明してもらおうか」

　再び二人に要求する。

「簡単なことですわ。久遠様を付け狙ねらう男の心をへし折る方法……これはもう、久遠様が誰かのものになってしまうのが手っ取り早いですわ」

「誰かのものって……だからって結婚!?　そんな安直すぎるだろ！」

「あら、これ以上に確実な方法がある？」

「そういう問題じゃない！　そういうのは、もっと、こう……ちゃんと考えてやるもんじゃないのか！」

　結婚と聞けば誰だって一生に一度というイメージがある。

　男にとってはもちろんだが、それ以上に女にとって大切な儀ぎ式しきだ。

　それをこんな簡単に、しかも将来を約束したわけでもない二人が行うなんて常識外れも甚はなはだしい。

「もちろんあたしもそう思うわ。だからこれは仮かり初そめの結婚式よ。勇巳と久遠のラブラブを部長に見せつけて、やつの企たくらみをへし折ったら全部元通りにするわ」

「元通りって……でもスタッフの人とか……」

　ここで結婚式が開かれた事実は隠かくしようがないではないかと追つい及きゆうする。

　しかしテレサが心配いらないと首を振ふった。

「スタッフと招待客、周囲の交通整理をする者から警備員まで、全員を須賀沢のエージェントとトライヤードの工作員で固めておりますわ」

「そういうこと。口は固い連中だから安心して。もちろん、部長が呼びつけたと思われる高校生たちにはご退場願ったわ」

　つまりこの結婚式がウソ八百の演技だとしても、それを口外する者は誰もいないということだ。

　部長が後になってあれこれ騒いでも、それを証明してくれる人もいない。

　おそらく、このチャペルも取り壊こわして元の空き地に戻もどすのだろう。

　とことん金と権力にモノを言わせる作戦だった。

「確かにそれなら……なかったことにできるかもしれないけど……」

　しかし肝かん心じんの人物が残っている。

「でも久遠はこんな遊びで結婚式をするようなこと嫌いやなはずだ！」

　誰の記き憶おくからも消し去れたとしても、好きでもない相手と結婚式をしてしまったという事実は彼女の心からは消せないではないか。

「久遠様はなにも言わずに受け入れられましたわ」

「そうだろそうだろ、あいつだっていきなり結婚の真似まね事ごとをさせられて納なつ得とくするはず……って受け入れた!?」

「ええ、説得の必要もなくあっさりと」

「なんで……」

　そりゃあいつは甘えてくる。

　年とし頃ごろの男女という垣かき根ねを越こえて甘えてくる。

　だからといって、たとえ真似事とはいえ結婚しろと言われてすんなり受け入れられるものだろうか。

　いくら剣けん一筋で生きてきても、そのあたりは人並みの感覚を持っているものだろう。

「あいつは俺を事あるごとに脅おどしてきたし、そんな受け入れる理由なんて……」

　なにを考えているんだ、と久遠の心が分からなくなる。

「久遠も大人の考えをしたんじゃない？　あくまでこれはしつこい部長を追い払はらうために必要なことなんだって」

「そう……なのかな……」

　あの久遠が──天然甘えん坊ぼう剣客の桐きり原はら久遠が急に大人になってくれるとは思えないのだが──

「……お兄ちゃん」

　それまで静かに耳を傾かたむけていた伊織が、ふと兄を呼んだ。

　妙みように底冷えのする低い声で。

「い、伊織……」

　その声こわ音ねに勇巳も思わず声が裏返った。

「また伊織の知らないところでなんかやってたですね」

「おち、落ち着け……っ」

「どうしてお兄ちゃんはそうなのですか!?　伊織が知らない間にお姉ちゃん好きになったり、お姉ちゃんっぽい人と知り合いになったり、お姉ちゃんっぽい人と結婚したりっ!!」

「おまえっ、姉って単語に反応しすぎ！」

「伊織がこんなに頑がん張ばってお姉ちゃんっぽくなろうとしてるのに、それでもお兄ちゃんは待てないですか!?　もうちょっと待ってくれれば伊織だって立派なお姉ちゃんになれるですよっ！」

　襟えり元もとをつかまれて前後に揺ゆすられながら糾きゆう弾だんされる。

　久遠や瀬理、テレサのような大人な雰ふん囲い気きの女性へのコンプレックスが爆ばく発はつしていた。

「と、ところで！」

　ふーふー唸うなる伊織をどうにか落ち着かせた勇巳が話を逸そらす。

「久遠を諦あきらめさせるってのは分かった。でも勝負の方はどうするんだ？」

　今回の目的は二つ──剣道勝負に勝利しつつ久遠を部長から守ることだ。

　結婚式を見せつけるというので後者は達成できるとしても、前者はどうするのか。

　このまま終わったのでは勝負から逃にげたことに変わりはなく、いずれ禍か根こんを残すことになるだろう。

　しかしまともに勝負したところで勝てるはずもないのに──

「大だい丈じよう夫ぶ、そのために久遠にも手伝ってもらったから」

「手伝ってって……」

「大丈夫よ……っと」

　言いかけた瀬理のパーティーバッグから短い電子音が鳴った。

　怪け訝げんな顔する秋月兄妹きようだいに、瀬理が意地悪な笑えみを浮うかべた。

「始まったみたいよ」

「面おも白しろそうですわ。わたくし、ちょっと見てきます」

「それじゃあたしも……と、そうだ伊織ちゃんも来る？　面白いものが見れるわよ」

　部屋を出ていこうとした瀬理がふと誘さそう。

　普ふ通つうなら自分を連れ去った相手に応じるなど考えられないが、

「ふーふー……行くッ！　お兄ちゃんなんかと一いつ緒しよにいたくないですっ!!」

　すっかり勇巳にご立腹の伊織はさしたる抵てい抗こうもなく乗ってしまうのだった。

「あ、おい……」

　かくして部屋に残された勇巳はやることもないので大人しくイスに腰こしを下ろした。

　外では騒ぎが起ころうとしているのかもしれないが、ここは妙に静かだった。

　ただ時計の針が進む音がやけに大きく聞こえる。

　どれだけ経たっただろうか。

　いつしかウトウトし始めた勇巳を、丁てい寧ねいなノックが呼び起こした。

「は、はい！」

『新婦様の準備が整ってございます』

　スタッフらしき女性の声が告げた。

「しんぷ……って新婦？　それって……」

　寝ねぼけ眼まなこで慌あわてる勇巳に構わず、ドアがゆっくりと開いた。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






　伊織を連れた瀬理が向かったのはチャペルの正門前だった。

「間に合ったみたいですわ」

「これが面白い……ですか？」

「哀あわれな男の欲望の行き着く先ってやつが、どれだけ惨みじめかってね」

「ん……分かんないです」

「大人になった時の練習よ。男を見る目が養えるわ」

「じゃ、じゃあ見るです」

　大人というキーワードに反応した伊織が身を乗り出す。

　人だかりが出来ている中で、ひときわ目を引いたのが三人の男性だった。

（ゴリラさん……。クマさん……。ライオンさん……）

　その風ふう貌ぼうから思わずそうネーミングしてしまう。

　そしてその三頭に挑いどむように、剣道部部長が立っていた。




「どういうことだっ！」

　剣道部部長は混乱のどん底に叩たたき込まれていた。

　決戦の場に来たと思ったらチャペルだった。

　呼んでおいたはずの後こう輩はいも女子たちも来ない。

　周囲は外国人とグラサンスーツの大男ばかり。

　これで落ち着けというのが無理な相談である。

　おまけに──

「ほう……お主が剣道部の部長であるな？」

「なかなか良い面つら構がまえじゃ」

「どれ、久々に腕うでが鳴るわい」

　竹刀しないを携たずさえた胴どう着ぎ姿のオッサンが三人──いずれも部長より頭一つは背が高く、倍の体重はあろうかという巨きよ漢かんだ。

「なんなんだおまえらはっ!?　ボクは秋月と勝負をしに来たんだっ!!」

「知っておる。ゆえに我らがここにおる」

　丸まる刈がりのずんぐりむっくり──ゴリラさんが鼻を鳴らす。

「左様、そう喚わめくでないわ」

　ヒゲの濃こい垂れ目の大男──クマさんが首をポキッと鳴らす。

「なあに、ちょいとした腕ならしよ」

　猛たけ々だけしく髪かみを逆立てた筋肉質の男──ライオンさんが歯を見せて笑う。

　ガハハと笑う男たちは部長の激げつ昂こうもどこ吹ふく風だった。

　彼らこそ桐原一刀流の中でも久遠に次ぐ実力者たちだった。

『恩人の結けつ婚こん式に招かれたのだが、常つね日ひ頃ごろから色目を使ってくる輩やからが乗り込んでくるかもしれない。おまえたちで相手をしてくれ』

　そんなウソをついて頼たのんだ久遠に、三人は二つ返事で引き受けた。

『総そう師し範はん殿どののご下命とあらばっ！』

『左様、ひねり潰つぶしましょう』

『任せてくださいやっ！』

　自分たちが全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せる久遠から直々に頼まれた三人は、まるで子供のように目を輝かがやかせたのだった。

「……さて」

　ガラッと三頭──ではなく三人の表情が変わった。

「聞けばお主、我らが総師範殿に色目を使ったそうだな」

　ゴリラさんがジロリと睨にらみつける。

　それだけで部長の全身の毛が逆立った。

「そ、それがどうした！」

「ほほう……。門下の我らすらなかなか稽けい古こをつけていただけぬというのに……ずいぶんと欲張ったものよの？」

　クマさんが苛いら立だつようにズンッと地面を踏ふみつける。

　衝しよう撃げきで部長の身体からだがビクンと震ふるえた。

「そ、そそ……そんなの知ったことか！　ボクは剣道部の部長として、桐原くんにはボクの方が相応ふさわしいと……」

「桐原くん……だと？」

　ライオンさんが聞き捨てならないと目を剝むいた。

「な、なんだよぉ……ボクがなにしたってんだよぉ……」

　もうお漏もらし三歩手前である。

「まあよい。お主が総師範殿と肩かたを並べるに相応しいか、我らが試ためさせてもらう」

　クマさんとライオンさんが一歩退き、ゴリラさんがぬんと竹刀を構える。

「なんでおまえとっ!?　ボクは秋月のやつと……」

「知っておると言っておろうに。約束したそうだな……剣道で勝負すると」

　涙なみだ目めの部長にゴリラさんが容よう赦しやなく迫せまる。

「そうだよ！　だからおまえらに用はない！」

「それがあるのだ……勝負の相手が我らなのでな」

「はぁーっ!?」

　勝負の相手がスライムからゾーマに変わった瞬しゆん間かんだった。

「ボクは秋月と勝負しに来たんだぞ！」

「はて……そもそも勝負の相手は我らということで、その秋月なにがしは合意したと聞いておるぞ」

「左様、ここにお主に宛あてた文も預かっておる。ほれ」

　クマさんが懐ふところから封ふう筒とうを取り出して部長に投げて寄こした。

　呆ぼう然ぜんとしていた部長が慌てた手つきで手紙を受け取る。

　そこに書かれていたのは──




『あんまり弱すぎると困るから、この三人で腕試し』




　なんともバカにしきった文章だった。

「なんだこれ!?　ボクの相手はあいつで……」

「なんだい。こっちが間ま違ちがってるみたいな言い方だな？」

「間違ってるもなにも……」

　言いかけた部長は、しかしなにも証しよう拠こがないことに気づいた。

　ここにつけいったのが瀬理だった。

『勝負自体を避さけられないなら相手を替かえればいい。しかもとびきりの猛も者さに』

　自分に挑む相手として相応しいかどうか確かめるために下したっ端ぱに腕試しをさせる──なるほど文言だけ聞けばそれっぽい。

　だが下っ端の方がはるかに強いとなれば話は別だ。ただの逃げ口上になってしまう。

　なってしまうのだが──さて、いったい誰だれが『下っ端の方がはるかに強かった』と証言してくれるだろう。

　部長が主張しても言い訳にしか聞こえず、かといって味方は誰も──後輩も女子生徒もここにはいない。

「そんな……そんなの……」

　なんとも大人な理論である。

　大人な理論だけに高校生には納なつ得とくしがたく、しかし反論する材料も決定的に欠けていた。

「……さて、与よ太た話ばなしもほどほどにしようぞ」

　ゴリラさんが竹刀を一いつ閃せんした。

　瞬間、突とつ風ぷうが部長の身体を吹き抜ぬけた。

「勝負を始めようぞ」

「そ……そんなぁ……」

「なお、次じ鋒ほうは我が務める」

　とクマさん。

「おいおい、三人目もいるんだ。途と中ちゆうでバテんじゃねえぞ？」

　とライオンさん。

「ウソ……ウソだろぉ……」

　部長のなんとも悲痛な泣き声が響ひびき渡わたった。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






　時は少し戻もどって新しん郎ろう控ひかえ室にて。




　開くドアの向こうを見守っていた勇巳は思わず息を吞のんだ。

　現れたのは大地に花開いたような純白のウエディングドレスだった。

　晴れやかなのに清せい楚そ、豪ごう奢しやなのに慎つつましく。

　真逆の色を混ぜ合わせて生み出された、なにものにも染まっていない無む垢くの象しよう徴ちようだ。

　そして無垢に身を包むのは見知った──いや、見知ったはずの少女。

　化け粧しようは濃すぎずうっすらと、それでいて唇くちびるの紅は鮮あざやかに。

　素す肌はだをさらした肩は艶なまめかしく、しかし決していやらしさを思い起こさせない。

　はたして──はたしてこの少女は桐原久遠なのだろうか。

「その…………あんまり見ないでほしい」

　恥はずかしそうに顔を伏ふせながら呟つぶやく声に、勇巳はようやく確証を得た。

「ご、ごめん……。その……かなり意外だったから……」

　勇巳は顔が熱くなるのを抑おさえられなかった。

　一度でも意識してしまうと、今度は逆に目を向けられなくなってしまう。

　心臓の音がうるさくてどうにかなりそうだった。

「や……やはり意外か。そうか、そうだな……うん」

　久遠が困ったように笑った。

「こんなものを着るとは夢にも思っていなかった……似合うわけもないな」

「違ちがっ！　……そうじゃ、なくてだな」

　なんでこんなにテンパるんだと勇巳は心の中で怒ど鳴なった。

　これは真似まね事ごとだ。あくまで結婚式の真似事にすぎない。

　すべては演技──剣けん道どう部の部長の魂こん胆たんをくじくためのお芝しば居いだ。

　それなのにどうしてこうも、自分の心臓は勘かん違ちがいしているのだろうか。

　まるで本番を迎むかえたように緊きん張ちようしているのだろうか。

「そう、か？　では……に、似合っているのか？」

　遠えん慮りよがちに尋たずねてくる久遠の仕草に、これまた動どう悸きが激しくなる。

（落ち着け、落ち着け俺……久遠は慣れないことをして緊張しているんだ）

　久遠の表情ひとつ、言葉ひとつに心をかき乱される。
















　勇巳は大きく、深く、長く深呼吸して自分を落ち着かせた。

　だからだろうか、次の言葉は自然と本心がこもっていた。

「すごく似合ってる。ものすごくきれいだ」

「い、意外だぞ……勇巳がそんなことを言うなんて……」

　久遠がくすぐったそうに身体をよじった。

　いつの間にか顔から首筋、そして肩まで桜色に染まっていた。

「あ、ああ…………ありがとう、と……い、言えばいいの……だろうか？」

「任せるよ」

「な、なんだそれは！　自分が言ったのだから責任を持て！」

　あたふたする久遠を見ているうちにようやく勇巳が調子を取り戻した。

「むう……納得いかない」

　久遠も久遠で硬かたさがほぐれ、いつもの口調に戻っていた。

「ところで勇巳、その格好はどうした？」

「なにって……新郎役だから当然だろ？」

　そう言う勇巳をしばらく眺ながめた久遠はポツリと、

「似合わないぞ」

「……って」

　てっきりお世辞でも似合ってると返ってくると期待していたが、容赦のない一言だった。

「せめてそこはウソでもほめるところだろ？」

「髪かみ型がたがおかしい、カツラみたいだ」

「……ほっとけ」

　自分でも違い和わ感しかないのだから触ふれないでほしい。

　そこで再び、部屋のドアがノックされた。

『お二人様、式の準備が整いましてございます』

　時計を見ると久遠が部屋に入ってきてから十五分が経たっていた。

　どうやら久遠に見とれている時間が意外と長かったようだ。

「……どうする、勇巳？」

「どうもこうも、ここまできたらヤケだ。せいぜい見事にあの部長を騙だましてやろう」

「う、うむ……。だがわたしは演技などできないと思うのだが……」

「気にするな」

　勇巳が久遠の背中をポンと押した。

　自分が不安なままでは久遠をもっと不安にしてしまう。

　だから、たとえ自信がなくても虚きよ栄えいを張り通す。

　自分がドンと構える姿こそがなにより妹を安心させると信じ抜く。

　それがお兄ちゃんというものだ。

「いざとなったら俺がフォローしてやる。今までみたいにな」

　瞬間、キョトンとした久遠だったが、やがて思い出したようにクスリと笑った。

「では頼たよりにさせてもらうぞ。お兄ちゃん？」





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






　須賀沢財ざい閥ばつが一週間余りで造り上げたチャペルは、即そく席せきとは思えないほど荘そう厳ごんだった。

　軽く五百人は入ろうかという礼拝堂には参列者があふれ、巨きよ大だいなステンドグラスから注ぐ光が彼らを包む。

　祭さい壇だん横ではオーケストラが生演奏を披ひ露ろうし、参列者たちを迎えていた。

　そのほとんどが瀬理とテレサの用意したエージェントであるが、その中に例外が四人だけいた。

「なんとも豪ごう華かな建物よ……我らの道場とは華はなやかさが違う」

「左様、初めて目にするものばかりじゃ」

「こいつぁーたまげたねぇ……」

　異い彩さいを放つ猛もう獣じゆう三人組もまた席に座っていた。

　そして彼らの隣となりにもう一人、

「うぅ……なんでボクまで……」

　ボロボロになった制服姿の剣道部部長も参列していた。

「なにを申すか。存外によい勝負をしたお主への褒ほう美びに決まっておろう」

「左様、本来であれば部外者のお主が顔を出すこともかなわぬ席ぞ」

「ちったー感謝してもらいたいねぇ」

　三人衆が口々にほめる。

　もっとも、これも当初の計画通りだった。

　三人にはあえて手を抜いてもらい、そこそこの勝負をしたという結果を残す。

　完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめして追い返すのではなく、あえて式に参加させて久遠の姿を見せつけ、彼女への執しゆう着ちやくを完全にへし折る作戦だ。

　もちろん──ウエディング姿で誰が出てくるか、猛獣三兄弟は知らないのだが。

「ほれ、泣き言を言うでない。始まるようだ……」

　礼拝堂の中に響いていたオーケストラの演奏が止やんだ。

『みなさま、お待たせいたしました』

　司会者の案内に参列者たちが静まりかえる。

『本日は秋月勇巳、桐原久遠の結けつ婚こん式に足をお運びいただき……』

　セオリー通りの進行が始まった。




　その時、勇巳と久遠は礼拝堂に通じる巨大な扉とびらの前に控ひかえていた。

「始まっちまったな」

「うむ。なんか変な気分だ」

　この扉の向こうでは数百人が自分たちの門かど出でを祝おうとしている。

　もちろんすべては演技、すべてはお芝居なのだが、こうしていざ直前になってみると妙みように感情が昂たかぶってくる。

　やがて、扉の向こうから新たに音楽が聞こえてきた。

　メンデルスゾーンの結婚行進曲、定番曲だ。

「それじゃ……行くか」

「うむ」

　差し出した勇巳の肘ひじに久遠が腕うでを絡からめた。

　礼拝堂へ続く扉が開け放たれ、万ばん雷らいの拍はく手しゆが二人を迎え入れた。

（……誰だれも分からん）

　普ふ通つうならここでバージンロード脇わきの友人、親類に迎えられるのだろうが、もちろんそんな人は誰もいない。

　ここにいるのは全員が赤の他人だ。

　だがまるで長年の友人であるかのように、瀬理とテレサが用意したサクラたちは二人に向かって身を乗り出し、笑いかけ、中には涙なみだぐむ者までいた。

（こ、怖こえぇ……）

　これが演技だというのだ。まったくもって須賀沢財閥とトライヤード王国の底が知れない。

　そうこうしているうちに、ようやく知っている顔に出会った。

　瀬理とテレサ、そして伊織である。

　笑い声を必死に抑えているといった様子の瀬理に、どこか夢見心地ごこちでぽうっとしているテレサ。

　伊織はというと兄の晴れ姿に喜んでいいやらどうしていいやら、困ったように拍手を続けていた。

　そしてもう一人──剣道部部長である。勇巳と視線が合うとくわっと目を見開いた。

　久遠の恩人の結婚式と聞かされていたのに、いざ現れた花はな嫁よめが久遠で、さらに隣に勇巳がいれば仰ぎよう天てんするのも無理はない。

　なんで二人が結婚式を挙げるんだ。

　二人はそんな仲になっていたのか。

　自分の方がルックスも剣道もはるかに上だと信じ切っていた彼の心がへし折れるのに十分すぎるインパクトだった。

（これで諦あきらめてくれるだろ……なんか隣の大男たちも睨にらんできてる気がするけど）

　とりあえずスルーして二人は祭壇へとたどり着いた。

　あとは部長が連れ出されるまで演技をそつなくこなせば終わりだ。

「それではこれより、秋月勇巳と桐原久遠の婚こん儀ぎを執とり行います」

　待っていた神父がお決まりの祝詞を口ずさみ始める。

　神に二人が結ばれたことを報告し、その許しを得る儀式だ。

　儀式は滞とどこおりなく進み、勇巳も久遠も神父の問いかけに『はい』と答える。

「では指輪の交こう換かんを」

　勇巳と久遠がお互たがいに向き直る。

　その時、ちょうど勇巳から部長たちの姿を見ることができた。

　瀬理が用意した係員──に扮ふんしたエージェント──が部長と三人の大男に何事か伝えて式場の外に連れ出そうとしていた。

　だが部長は頑かたくなに動かない。勇巳を睨み付け──それ以上に血走った目を久遠にたたきつけている。

　歯ぎしりする様子が勇巳からも見て取れた。

　やがて──係員が困ったように瀬理とテレサの方に目配せする。

　それを受けた二人は、仕方ないといった様子で肩かたをすくめ、今度は祭壇上の神父になにやら合図した。

　それを見た神父はゆっくりと頷うなずき、それから静かに言った。




「では……誓ちかいの口づけを」




「え、なんで？」

「口づけを」

　神父は表情一つ変えず真顔で繰くり返した。

　剣けん道どう部の部長の心を最後の一ひと欠片かけらまでへし折る最終手段──それが勇巳と久遠のキスを見せつけることだった。

　瀬理とテレサの奥の手である。

「いや……それはさすがに……」

　これには勇巳もたじろいだ。

　度を越こえている。はい分かりましたとできるものではない。

　結婚式の真似まね事ごとをするのとはレベルが違うではないか。

　いくらなんでも冗じよう談だんで済む話ではないのに、とんでもないことを言い放ってきた。

「久遠、おまえもなんか言って……」

　何気なく振ふり返った先で久遠は──絶ぜつ叫きようした。




「下がれ勇巳！」





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






　そこから数秒間のことを、勇巳はよく覚えていない。

　わずかに記き憶おくに残っているのは、視界の端はしに映る──部長の姿だった。

　表情がいびつにねじ曲がり、なにごとか喚わめきながら手にした竹刀しないを振りかざし、こちらに向かってバージンロードを全力で駆かけてくる。

　誰の制止も間に合わず真まっ直すぐに突とつ進しんしてくる。

（あれ……？）

　なぜこっちに向かって来るのだろう──理解が追いつかない。

　なぜあんなに怒おこっているのだろう──理解が追いつかない。

　なぜ久遠は叫さけんだのだろう──理解が追いつかない。

　分からない、分からない、分からない。

　なにがなんだかさっぱり分からない。

　きっかけからその瞬しゆん間かんが訪おとずれるまで、あまりに短すぎた。

　ただの高校生にすぎないこの身では、なにができるわけもなかった。

　身をかわすことも、身を守ることも、もちろん反はん撃げきすることもできるわけがなかった。

　だから──





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






　久遠を背中にかばい、振り下ろされた竹刀をしたたかに受け止めた。





─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─






「────っ痛ぇ!!」

　額を襲おそった激痛に意識が鮮せん明めいになった。頭が割れそうという比ひ喩ゆがぴったりだった。

「起きたか勇巳！」

　目の前に久遠の顔が飛び込んできた。

　その向こうに見えるのは──巨きよ大だいなステンドグラスだ。

　自分が仰あお向むけに倒たおれているのだと、そこで初めて気づいた。

「くっそ、なんだこれ……」

「祭さい壇だんの上だ。医者が来るまでは動かさない方がいいと瀬理が言って……」

「医者……？　あぁ、そっか……」

　この激痛の原因をようやく思い出す。

「なぜあんなことをしたのだ……。わたしは下がれと言ったのに……」

　責めるような呆あきれたような、でもどことなく安心したような久遠の声に、勇巳は静かに答えた。




「妹のピンチに駆けつけるのはお兄ちゃんの義務……だ」




「な、なにを……」

「正直よく覚えてない。でも……きっとそういうことだ」

　妹が怖こわい目に遭あいそうになった。

　だからお兄ちゃんが頑がん張ばった。

　それだけだ。

　それだけのことが、無意識に出てきてしまっただけだ。

「……ところで、そろそろ顔をどけてくれないか？」

　額の鈍どん痛つうを紛まぎらわせるように勇巳が尋たずねた。

　さっきからずっとすぐ近くで見つめられて、いい加減に照れくさくなってきた。

「仕方がないであろう。動けないのだ」

「動けないって……」

　そこで気づく。

　後頭部に感じるのは床ゆか板いたの冷たさではなく、やわらかい温ぬくもりであることに。

「これって膝ひざ枕まくら!?」

「動いてはダメだ。医者が来るまで絶対安静だ」

　起き上がろうとする勇巳の額を久遠が優やさしく押さえた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。他には誰だれもいない。撤てつ収しゆう作業でみんな出で払はらっている。そうそう、伊織殿どのもいないぞ。勇巳が倒れたのと同時に気を失ったみたいで、別室で休んでいる」

「そ、そうか……」

「ふふ……安心したか？」

　意地悪っぽく微笑ほほえむ久遠に勇巳は思わず息を吞のんだ。

　ぶっきらぼうでも甘えん坊ぼうでもない、大人な余よ裕ゆうを垣かい間ま見みせる──初めて目まの当たりにする桐原久遠だった。

「な、なんで……」

「わたしたちと親しくしすぎると伊織殿に説教されるのだろう？」

「そうだけど……。いや、そうじゃなくて……」

　聞きたいところはそこじゃない。

　どうして今ここにいるおまえはこんなに大人びているのだ。

　まるでそう──弟をあやすお姉ちゃんのように。

「うん？　どうかしたのか？　まだ傷が痛むのか？」

「……なんかおまえ、雰ふん囲い気きが違ちがうぞ」

「そうか？　よく分からないな……」

「おまえの弟になった気分だ」

「ではわたしが勇巳の姉ということか？　ふむ……わたしとしては勇巳の妹になる以外に興味はないのだが……」

　久遠にはなんら意図はなかった。

　気を失った勇巳が心配だからそばにいて、床板の上に横たえておくのは痛いだろうからと膝を貸しただけだ。

　そうやって無意識のうちに、彼女はしっかりとお姉ちゃんをやっていた。

　勇巳の内なる願いをかなえてしまっていた。

「……なあ久遠」

　これが甘やかされるという感覚──お姉ちゃんがいるという実感なのか。

　なんてむず痒がゆくてくすぐったくて、それなのに心地ここちよいのだろう。

　自分がお兄ちゃんであることすら、思わず忘れてしまいそうなほどに。

「どうした？」

「……このまま横になっていていいか？」

「もちろん。もうすぐ医者が来るだろうからな」

「そうか……。もうすぐか……」

　どうやら長くはこの時間を味わえないらしい──少し残念な気分になりつつ、勇巳は静かに目を閉じた。








終章　妹は諦あきらめないのです









　怒ど濤とうの偽にせ結けつ婚こん式を終え、勇いさ巳みたちは秋あき月づき家に集合していた。

　フォーマルな服は脱ぬぎ捨て、みんな普ふ段だん着ぎに戻もどっている。

「ごめんなさい勇巳、完全にあたしたちのミスだわ」

「はい……あのような事態は当然、想定するべきでしたわ……」

　瀬せ理りとテレサがしゅんとしながら謝った。

「大事にはならなかったし、もういいよ」

　勇巳は二人に声をかけつつ、帰宅した瞬間から腕うでを握にぎって放さない伊い織おりの髪かみをやさしくなでた。

「伊織にも心配かけてごめんな」

「……もうあんなのはこりごりなのです」

　口をとがらせながら、さらにギュッと勇巳にしがみついた。

「今度のことを教訓として次回に生かすわ」

「はい。同じ失敗は二度といたしませんわ」

　瀬理とテレサが決意を新たにする。

「差し当たっては、突とつ発ぱつ的な事態に備えて狙そ撃げき手しゆを張り付かせましょう」

「トライヤードから選えりすぐりのスナイパーを呼び寄せますわ」

「止やめい」

　ちょっと放ほうっておくとすぐ事態が悪化しそうだった。

「でもこれで、あの部長も諦めるだろう」

「ええ……簡単に暴行罪に問えるネタをつかんだしね」

「まだ事を荒あら立だてるならすぐに警察を動かしますわ」

「そういう意味じゃないんだけどな……」

　自分たちに関かかわると得体の知れないトンデモシチュエーションに放り込まれる──そうやってある種のトラウマになっただろう。

　久く遠おんに絡からむこともなくなるはずだ。

　そっちは一段落である。

　そっちは。

「問題はこっちだ……」

　勇巳はチラリと久遠の方を見た。

　その時、久遠と視線が交わった。

　瞬しゆん間かん、焦あせった勇巳が視線を外した。

（これからの接し方が難しすぎるだろ……）

　結婚式のお芝しば居いをして、誓ちかいの口づけの一歩手前まで進んだ。

　最後には膝枕のおまけつきだ。

　妹として接していいのか、お姉ちゃんとして接していいのかさっぱりである。

「そもそも瀬理もテレサも、俺と久遠に結婚式を挙げさせることに抵てい抗こうとかなかったのか？」

　膝枕のことはなんとなく言い出しづらくて黙だまっておく。

「あたしが……？」

「どうしてですの？」

　瀬理とテレサがそろって首を傾かしげる。

「だってそうだろ。三人とも俺に甘えようとしているわけで、それなのに久遠だけ結婚なんて……」

　ライバルに自分からリードを与あたえるようなものじゃないか、と勇巳は言った。

　その言葉を受けた二人はしばらくキョトンとして、それから吹ふき出すように笑い出した。

「ちょっとちょっと！　なにあんた、久遠があんたの奥さんになったらあたしたちが嫉しつ妬とするとでも思ってたわけ？」

「い、勇巳様……そ、それはちょっと……うっぷぷ」

　まるで予想外のリアクションだった。

「ち……違うのか？」

「あのね……っくく。あーお腹なか痛い……。ふぅ……この際だからハッキリさせておくわ」

　ひとしきり笑った瀬理が息を落ち着かせた。

「あたしたちはね、別にあんたのお嫁よめさんになりたいわけじゃないの」

「これは久遠様も同じですわ」

「そ、そうなのか？」

　思わず視線を久遠に移した勇巳に、彼女は平然とした顔で頷うなずいた。

「うむ。勇巳に甘えられれば婚こん姻いんなどどうでもいい」

　膝枕の時に見せた大人びたオーラは微み塵じんもなく、ワガママな妹が復活していた。

「そんな……。だっておまえ、控ひかえ室でかなり恥はずかしがってたじゃないか！　あれは結婚ってことを意識したからじゃなかったのか!?」

「ウエディングドレスというものが、意外と肌はだを露ろ出しゆつさせるので戸と惑まどっていただけだぞ？」

「とっくの昔に風ふ呂ろ場ばで半はん裸らをさらしたやつがなにを言う!?」

　結婚という神聖な儀ぎ式しきがここまでコケにされる事態に勇巳は愕がく然ぜんとした。

「あたしたちはお兄ちゃんを欲ほつしているわけ。お兄ちゃんに甘えたいわけ。旦だん那なさんに甘えたいんじゃないの」

「お兄ちゃんはお兄ちゃん、夫は夫、別物ですわ」

「そんな当たり前のことも知らなかったのか？」

「な、なんだそりゃ……」

　勇巳にはすぐには理解できない論理だった。

　彼女たちの言葉を脳内で反はん芻すうし、嚙かみ砕くだいてようやく理解の一いつ端たんを得る。

「おまえら……ホントに俺に甘えることしか頭にないんだな……」

　妹として甘えられるならその他一いつ切さいは気にしないということだ。

　それこそ自分がまったく無関係の誰かをガールフレンドにしても、そのまま結婚の約束をしてしまってもこの三人はまったく問題ないと──そう言っているのだ。

「おかしいですか？」

「おかしい！」

　普ふ段だんなら少しは気を遣つかって言葉を濁にごすところだが、今回ばかりは勇巳も断言せねば気が収まらなかった。

「普ふ通つうは甘えたい相手イコール結婚したい相手だ！」

「そうなのですか？　わたくしにはすでに親が決めた許婚いいなずけがおりますが、甘えたいと思ったことはありませんわ」

「テレサはお家事情が普通じゃないからだ！」

　一国の王女ともなれば結婚も国の一大イベントだから仕方ない。

「あたしも、どうせ将来の旦那は政略結婚で決まるだろうし」

「瀬理はお家事情が普通じゃないからだ！」

　財ざい閥ばつ総そう帥すいなら結婚相手も自由は利きかないだろう。

「わたしも、桐きり原はらの女は自分を打ち負かした者を夫とする習わしがある」

「久遠はお家事情が普通じゃないからだ！」

　連綿と続く剣けん術じゆつ一家なら古いしきたりがあるのも無理はない──

「……って、普通じゃないお家事情のやつしかいない!?」

　一いつ般ぱん人じんの道理が通じる相手ではないことを、今さらながら思い知った。

「なんてこった……」

　変に意識していたのは自分だけというのか。

　久遠も瀬理もテレサも、誰だれも彼もが『結婚なんてそんなもん』と、その程度にしか思っていないのか。

「俺が……俺だけが深刻に考えてたってのかよ……」

　どこまでいっても常識が通じない三人に言葉を失う勇巳だった。

「そういうわけなので勇巳様、これからもたっぷりと甘えさせてくださいませ」

「どこの誰と付き合ってもいいけど、あたしをほったらかしにしたら許さないから」

　これ幸いとばかりに二人が勇巳の両りよう脇わきに移ってきて、その肩かたにしだれかかる。

「いや、あの……」

「お、に、い、ちゃ、ん？」

　瀬理とテレサのせいで、自然と追いやられる形になった伊織のこめかみがヒクヒクしていた。

「お兄ちゃんの妹は伊織です！　伊織だけですっ！」

「そう固いこと言わないでよ。いつか伊織ちゃんを超こえる妹になってみせるから」

「わたくしも、どこに出しても恥ずかしくない妹になるため精しよう進じんいたしますわ」

「おまえら子供相手に張り合うなっ！」

「子供ってなんですか！　お兄ちゃんのバカッ！」

「違ちがっ！　そういう意味じゃないって聞けよ伊織っ！」

　幼いレディーと大人げない甘えん坊ぼう二人が火花を散らす。

　三人をなだめようと、勇巳は自由の利かない身体からだで必死に仲裁に入った。

　あっちをなだめ、こっちを叱しかり、そっちにお願いし──とめどもなくケンカを始めてしまった問題児たちに手を焼いていた。

　だから彼は気がつかなかった。

（わたしを打ち負かす相手……か）

　騒そう動どうの輪に加わらず、独り物思いにふけっていた少女に。

　その瞳ひとみが自分をまじまじと見つめていたことに。





了










あとがき









　妹から『お兄ちゃん』と呼ばれている世の男子たちは、実はたくさんの偶ぐう然ぜんが積み重なった上でお兄ちゃんになったのだということに意外と気づいていません。

　まず自分が男である必要がありますし、さらに年下の女の子が産まれてくる必要がありますし、さらに『お兄ちゃん』を独どく占せんしたいなら自分のほかに兄弟がいないことが条件となってきます。

　これらの偶然が重なって初めて『お兄ちゃん』と呼んでもらえるのです。なんという奇き跡せきでしょう。世のお兄ちゃんたちは感謝しなければなりません。

　想像してみてください。もしも産まれたのが妹ではなく弟で、それが柔じゆう道どう有段者みたいなごっついガタイに育ってしまったとしたら。

　これで野太い声で『お兄ちゃん』と呼ばれてもただのトラウマです。喉のど搔かきむしって悶もん絶ぜつするレベルです。

　だから妹を持つお兄ちゃんのみなさん、妹は大切にしましょう。産まれてきてくれてありがとうと抱だきしめましょう。もしもそれで殴なぐられても作者は一いつ切さいの責任を負いません。




　そんなわけで八や奈な川がわです。こんにちわ、初めまして、お久しぶりです。

『兄妹』が絶ぜつ滅めつした世界はどんなもんじゃろかい──というノリで作り始めたのがこのお話です。凝こった設定はなに一つありません。絶滅した妹を復活させる魔ま法ほうも、絶滅させた悪の組織に立ち向かう英えい雄ゆうも出てきません。

　お兄ちゃんと妹がドタバタやってます。それだけです。こんな妹いるかっ、とツッコミながら読んでもらえれば作者的には大成功です。作者も自分でツッコミながら書いてます。原稿を後で読んで『俺はこれを書いている時になにを考えていたのだろう』と冷静になってしまうことなんてしょっちゅうです。たまに乾かわいた笑いがもれます。

　でもいいのです。そんな自分が嫌きらいではありません。




　今回は余白も少ないのでそろそろ各方面に謝辞を。




　ちこたむ先生。

　伊い織おりのぷにっと感に感激です！　伊織の出番が異様に増えてしまいそうで怖こわいです！　頑がん張ばって自重します！

　デザイン段階でいろいろとご無理を言ってしまった久く遠おんもイメージ通りに仕上げていただきました！　瀬せ理りとテレサを見るのが楽しみです！

　編集氏。

　幼女への熱い情熱を感じるアドバイス、大変参考になりました。

　でもリアル世界では参考にしないように心がけます。

　また本作の出版に尽じん力りよくいただいた見知らぬ恩人の方々にも感謝を。

　直接会ってお礼が言えないので東京の方を向いてお辞じ儀ぎさせてもらいます。




　それでは、読者の皆みな様さまとまたお会いできますように！





八奈川　景けい晶しよう










八奈川景晶

●やながわけいしょう



第22回ファンタジア大賞にて読者賞を受賞。この作品はフィクションです。登場人物や舞台設定、時代背景までもれなく噓っぱちです。全部作り話です。したがって作者の願望や思想、欲望や妄想とは一切関係ありません。こんな妹ほしいなーとか考えたこともございません。ホントです。信じてください。


















カバー・口絵・本文イラスト／ちこたむ

カバーデザイン／ビィピィ










妹いもうと＝は絶ぜつ滅めつしたのです








八や奈な川がわ景けい晶しよう
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